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追憶　零　最終話






　桜の花が風に舞い、開いた窓から部室の中へと落ちて来る。

　一枚、二枚、ひらひら、ひらひらと落ちて来る。

　荒あら谷や学園第三旧校舎一階、ゲーム同好会部室の風景。

　どこか物悲しいものを感じながら、白しろ崎さき宗そう司じは落ちていく淡い桃色を眺めていた。

　部室中央のテーブルに着く彼はいつもの見慣れた学ラン姿、普段と違うのは胸元に造花つきのリボンがあること。そして、

「ここに来るのも、今日が最後か」

　右手に卒業証書を入れた筒を持っていること。

　つい小一時間ほど前に卒業式が終わり、湿っぽいようなはしゃいでいるような空気の教室を後にして彼は一足早く部室にやって来た。

　同じく卒業生のキリカやリアなどは友人知人の類たぐいが多いためもう少し遅くなるだろう。リリスは中等部なのでまた別の時間割で動いている。フェル先生はフェル先生で教師としてやることがある。

　部室のドアが開く音がして、宗そう司じは振り返る。

「よう」

　軽く片手を上げて挨あい拶さつをする。彼女は少し驚いたような顔をしていた。

「意外ね、あなたの方が早いなんて」

「おまえと話がしたくてな」

「そう」

　彼女──森もり塚つか一いち乃のは長い黒髪をかき上げて、静かに頷うなずいた。

　夜を流し込んだような黒髪と似た黒いセーラー服の胸元にはやはり造花つきのリボンが飾られており、彼女も卒業証書を入れた筒を持っている。

　すっ、と長い黒髪を僅わずかに揺らして足音もなく彼女は近付いて来る。

「何かしら、愛の告白ならトラウマになるぐらい手て酷ひどくふってあげるわよ」

　宗司の正面に座りながら彼女は言った。

　冗談なのか本気なのかはいまいちわからない台詞せりふだった。

　少し苦笑して宗司は首を振る。

「おまえが言い出して、おまえが始めたんだろうが」

　もう随分と遠い昔の話のように思える。

　誰だれもが忘れてしまいそうなほどに昔の話に思える。

　契約の話だ。

「おれは、おまえに信じて貰もらえたのか？」

　一瞬、一乃は虚を突かれたように赤い瞳ひとみを丸くした。

　すぐに理解したような顔になり、先ほどの宗司と同じ苦笑をし長い黒髪をかき上げる。

「とっくに忘れていると思っていたわ」

　赤い唇からため息を一つ、唇に柔やわい微笑が浮かぶ。

　また一枚、桜の花びらが舞い落ちる。

　一乃が腰を浮かせ、殆ほとんどテーブルの上に乗り上げるようにして身を乗り出した。

　宗司の眼前に、一乃の顔がある。

　彼女の瞳は夜桜を思わせる、酷く意味ありげな色を宿していた。

「ねえ、あなた本当に、わかってないの？」

「……何がだ」

　眉まゆ根ねを寄せて宗司が不思議そうな顔をした。

　何が可お笑かしいのか、彼女はくすりと笑う。

「ふふっ、馬ば鹿かみたい」

　無邪気な笑みだと、宗司は思った。

「まったく馬鹿ね、どうしようもなく馬鹿ね、馬鹿が居るわ、この馬鹿」

「四度も言うな」

「まだ言い足りないわよ、馬ば鹿か」

　相変わらず可お笑かしそうに彼女は指先で宗そう司じの額を軽く突き。

　いきなり、彼女の手が宗司の肩を摑つかんだ。

「良いわ、答えてあげる」

「一いち乃の？」

「別に、答えは言葉でなくても良いのでしょう？」

「お、おい、ちょっと待て」

　彼女が目を細める。

　白い指に力が籠こもり、ぎゅっと強く肩を摑む。

「もう充分待ったわ」

　寂さみしげな声、赤い唇から漏れた吐息が触れる。

　彼女は静かに顔を寄せた。

　宗司は一瞬だけ部室のドアに視線を向けた。

　いつものことだ。

　誰だれかが来て、邪魔が入る。

　いつものことだ。















　森もり塚つか一いち乃のの唇は──炎のように熱かった。




　五秒後。

　がららんと、勢い良く部室のドアを開ける音がした。

「やほー、ソージラブー、あーんど、卒業おめでとうー」

　元気の良い声に似合った明るい顔立ちに眩まぶしい笑顔、ばいんばいんと見事に育った胸元にはやはり造花つきのリボン。

　銀色の髪は二つに結んでツーテールに、制服はオーソドックスなブレザー。

　銀髪碧へき眼がんの快活美少女沢さわ村むらキリカは卒業証書の筒を掲かかげるようにして挨あい拶さつをする。

「よよよよよよ、よう、キリーカ！」

「あらいらっしゃい」

　挙動不審な男と、クールな女が軽く手を上げて応こたえる。

「どしたのソージ、なんか露骨に変だけど」

　大きな青い瞳ひとみを真ん丸くして、ぱちくりと瞬まばたき。

　不思議そうに小首を傾かしげると、一緒になって銀色のツーテールも傾いた。

「いやー、別に何でもないぞ。そうだ、ドアを開ける音にちょっとびっくりしたんだ。それだけだ。うん、珍しいこともあるもんだな」

「ふーん」

　テーブルの傍そばまで行き、立ったまま宗そう司じの顔を上から覗のぞき込むようにじっと見詰めた。

　疑わしげな青い瞳に、宗司の目は盛大に泳ぎ回る。

　ちらと、キリカが一乃の方に視線を向けた。

「さあ、きっと宗司にしかわからない何かがあったんじゃないかしら？」

　椅い子すの背もたれに体を預け悠々と座る一乃が平然とした声で言い、赤い唇を撫なでる。

　一方、宗司はすぅぅぅぅぅはぁぁぁぁぁぁぁぁ、と青い顔で深呼吸をしている。

　キリカは一瞬だけ考えるように小首を傾げると。

「ま、いっか」

　さして気にしない風に軽く肩をすくめ銀色のツーテールを揺らした。

「じゃ、改めてっ、卒業おめでとソージ」

「あ──ああ、こちらこそ卒業おめでとう」

　三度の深呼吸で落ち着いた宗司が、若干引きつり気味の笑顔を浮かべた。

　次の瞬間だった。

「はいっ、卒業記念のプレゼントっ！」




　キリカの唇は、オレンジの香りがした。




　すっと身を屈かがめ、宗そう司じの肩に両手を添え、手品のように鮮やかに。

　たっぷり十秒近くは経たっただろうか。

　キリカが唇を離した。

「アハハハ、びっくりした？」

　可愛かわいらしい笑顔を浮かべて、茶目っ気たっぷりにウインクを一つ。

　宗司は驚きのあまりに言葉を失い金魚のように口をぱくぱくさせている。

「アハハッ」

　キリカは楽しげに、つんっ、と宗司の額を指先で突き。

　くるりと振り返る。

「ついでにイチノも卒業おめでとっ」

「ありがとうキリカ、あなたこそ卒業おめでとう」

「どーいたしましてっ」

「ふふっ」

「アハハ」

　微笑ほほえみが浮かんでいた。

　朗ほがらかな微笑みが、二人の顔に浮かんでいた。

「私の目の前で、私の玩具おもちやに手を出すなんて良い度胸ね」

「アハハハ、じゃあ、私のソージにこっそり手を出すのは良いんだ」

「あら、日本語が通じないようね。あれは私の玩具だと言っているのだけれど」

「うーん、おかしいなあソージはわたしのものだって理解してないのかなっ」

「妄もう言げんはよしなさい」

「寝言は寝て言うべきだよっ」

「卒業式だから、多少の悪戯いたずらは許してあげるつもりだったけど」

「これはちょっと許せる範囲をこえちゃってるよねっ」

　いつの間にか一いち乃のが席を立っていた。

　いつの間にかキリカは間合いを測り一歩後ろへ下がっていた。

　赤い、あるいは青い、彼女たちの眼めだけは欠片かけらほども笑っていなかった。

「──ッ！」

　ぞくり、と突如宗司の背中に悪寒が走り覚かく醒せいする。

　金魚のように口をぱくぱくさせている間に何があったのか。

　一乃とキリカが互いに微笑み合っている。それは良い。

　何な故ぜ、二人がファイティングポーズを取っているのだろう。

「シュァァアアアアアァァァァア」

「コォォォォォォホォォォォォオ」

　何な故ぜ、二人揃そろって奇怪な呼吸音を漏らしているのだろうか。

　卒業式の切なさや、窓の外で散る桜の美しさなどとは全く関係なく。

　きっと彼女たちにはお互いしか見えていないのだろう。

「ちょ、ちょっと待て二人とも！」

　思わず腰を浮かして宗そう司じが叫んだ。

　そして──その制止する声こそが、始まりの合図だったように。

　黒いセーラー服を着た虎とらと、ブレザー姿の竜が同時に床を蹴けった。

「食らいなさい！」

「沈めっ！」

　疾風の如ごとき踏み込みと同時に彼女たちは叫んだ。

「秘技、巨乳炸さく裂れつ掌しよう！」

「奥義、貧乳陥没拳けん！」

　長い黒髪がなびき、銀色のツーテールが弾む、瞬まばたきの間に互いの距離は縮む。

　繰り出されたのは全体重を乗せた掌打と拳こぶし。

　ごすりと肉が肉を打つ鈍い音がして、二人の姿が交錯する。

　傍そばに居た宗司の目にすら、何が起きたのかは捉とらえ切れなかった。

　膝ひざをついたのは、一いち乃のだった。

「……ぐっ、うう」

「……悲しいね。戦いはいつだって悲しい」

　ゆっくりとキリカが振り返り、背を向けて蹲うずくまる一乃の姿を見下ろす。

　勝敗を分けたのは、胸の大きさであった。

　一乃の放った掌打はキリカの巨乳により充分なダメージを与えることは出来ず、キリカの拳は一乃のやや控えめな胸を貫いて余りある一撃だったのだ。

　威力も、速度も、タイミングも、互いに完かん璧ぺきだった。

　勝敗を分けたのは、ただ、胸の大きさだったのだ。

「それは、どう……かしらね」

「負け惜しみ──ッ！　これはっ！」

　キリカの肉体が、その両足が、突然震えだした。

　拳と比して柔らかな掌てのひらによる一撃は、貫通力にこそ劣るものの浸透力には勝る。

　キリカの巨乳により防がれたと思った一乃の掌打は、その分厚い壁に似た巨乳の内部へと浸透し、体内で直接牙きばを向いたのだ。

　がくりとキリカが膝をつく、両足の震えが、痙けい攣れんが止まらず立っていられない。

「やるじゃん、イチノ」

　それでも無理矢理に立ち上がったのは、意地だ。

　痛打を受けた一いち乃のが既に立ち上がり、不敵な笑みを浮かべキリカを見ていたからだ。

「あなたも、なかなかのものよ」

　しゃらりと長い黒髪をかき上げ、キリカの拳こぶしを受けた胸元を軽く撫なでる。

　そして二人は、再び拳を構える──

「って、何やってんだよ、いつまでやってんだよ！　しかも秘技とか奥義とかいつの間に習得したんだっていうかおまえらは格闘ゲームのキャラクターか！」

　やっと出来たツッコミを入れる隙すき間まに入り込み宗そう司じが叫んだ。

　二人は気勢を削そがれたのか構えを解いて宗司のほうに向き直る。

「あなたの言いたいことはよくわかるわ」

　再び一乃は長い黒髪をかき上げ、右足を軽く持ち上げた。

　黒いセーラー服のスカートが持ち上げられ布地がたわみ、白い足がちらりと覗のぞく。

　思わず地面に伏せて拝みたくなるような絶妙の高さに足を保持し、一乃は言った。

「どうせなら蹴けり技主体で戦って欲しかった、そう言いたいのね！」

「おまえは何を言ってるんだ」

「んー蹴り技かー、キリカさんそっちはちょっとなー、バランス崩しやすいから苦手」

「おまえも何を言ってるんだ」

　恐らくバランスを崩しやすい原因であろうばいーんと実った巨乳を、キリカが両手で持ち上げたゆゆんたゆゆんと揺らす。

　その光景は強力な引力を放ち宗司を誘惑したが、彼は意思の力でそれを捻ねじ伏せた。

　誘惑に負けてしまえば第二ラウンド開始は目に見えていたからだ。

「因ちなみに、巨乳炸さく裂れつ掌しようは一日三回までの大技よ」

「聞いてねえよ」

「貧乳陥没拳けんは慈悲の拳、貧乳に対する憐あわれみの心を螺ら旋せん状に束ねることがコツだよっ」

「ますます聞いてねえよ、っていうかガチで意味がわからねえよ」

「仕方ないわね、じゃあちょっとじっくり教えてあげましょうか」

「そだね、これはソージにも知っててもらわないと」

「いやいらない！　絶対にいらないからな！」

　これ以上深入りすると確実に面倒なことになると察し宗司は強引に話を進める。

「まったく、おまえらはもうちょっとこう、喧けん嘩かをするにしても穏おん便びんな方法を取れよ。それこそゲーム同好会なんだからゲームで決着をつけるとかさ」

　比較的常識的な提案だったが、一乃とキリカは揃そろって肩をすくめた。

　長い黒髪と銀色のツーテールが軽く揺れ。

　控えめ一いち乃の胸は微動だにせず、キリカバストは大きめに振動する。

　さり気なく乳格差社会を感じさせる光景であったがそれはさておき。

「あなたはたまに意味の分からないことを言うのね」

「そうだよっ、ゲーム同好会がゲームをしてどうするのさ」

　実に堂々と、二人はサイズ違いの胸を張って言い張った。

　窓の外では強い風が吹いて桜の花が、また幾つか散って行った。

「……うん、もうそれでいいや」

　宗そう司じは諦あきらめる、理解とかそういうものを。

　遠い目をして椅い子すに座り直す、なんだか無性に疲れていた。

　ことり、と宗司の前に一杯の紅茶が置かれた。

「どうぞ、兄さま」

　物静かな声、白く立ち昇る湯気と紅茶の香りが疲れた心に染み込むようだった。

「ああ、ありがとう」

　礼を言い紅茶を飲む。

　適度な渋みと温度、それ以上に淹いれてくれた彼女の心遣いを美しく感じた。

「……って、いたのかリリス！」

「何を仰おつしやられるのですか兄さま、」

「兄さまのいるところにリリスが居るのは当然です」

　音もなく、気配すらもなく、当然のように宗司の妹たちが両隣に立っていた。

　リリスとリリス、本日めでたく荒あら谷や学園中等部を卒業した宗司の妹。

　顔も名前も鏡に合わせたように同じ双子の妹。

　小さなポニーテイル、幼さを残した顔立ちと表情の見えない虹にじ色の瞳ひとみ、十五歳という年齢を考慮しても小柄な体たい軀く。

　胸元の青いリボンが特徴的なペールオレンジの中等部制服は、フリルを多くあしらった可愛かわいらしいデザインで西洋人形めいた雰囲気を醸し出すリリスには良く似合っていた。

　今日は卒業式ということで、高等部と同じく造花のついたリボン飾りをつけている。

　宗司は再び諦めたように遠い目をして、頷うなずいた。

「そうか、当然じゃあ仕方ないな」

「はい兄さま、」

「当然です」

　鏡に合わせたように、リリスとリリスはぴったり同じタイミングで頷く。

「あなたも大概神出鬼没よね」

「謎なぞキャラだよね、謎っぷりならもう一人凄すごいのいるけど」

　呆ほうけていた宗司はともかく、一乃たちの目を盗んで部室に入り紅茶を用意した手際はもはや見事と言うしかない。

　いつのまにか彼女たちの席にも紅茶が用意されており、一いち乃のたちは半ば呆あきれたような半ば感心したような顔をして席に着く。

　どうやら完全に戦う気をなくしているらしい。

　宗そう司じは内心でほっとしながら、ふと思いついたことを何気なくリリスに問うた。

「ところで、いつの間に入ってきたんだ」

「いつからと問われたら、」

「そうですね──」

　両隣のリリスとリリスが可愛かわいらしく小首を傾かしげて小さなポニーテイルを揺らした。

　次の瞬間、身を屈かがめ、座る兄の首筋に腕を回し。




　両頰ほおに、花の蕾つぼみに似た、柔らかな温ぬくもりを残した。




「これぐらい前からでしょうか」

　くすりとリリスが歳としに似合わぬ悪戯いたずらな笑みを浮かべて、そう言った。

「あら」

「ふぅん」

　一乃が、そしてキリカが微笑ほほえむ。

　笑顔の陰に隠れた眼まな差ざしは刃やいばのような鋭さを持ちリリスを射抜く。

　不穏な空気に、宗司が息を吞のみ。

　リリスは自身に向けられた赤く青い刃を、虹にじ色の瞳ひとみで真っ向から見詰め返し告げた。

「森もり塚つか一乃や沢さわ村むらキリカ如ごとき『赤の他人』と違い、」

「リリスと兄さまは産まれたときから一緒の切っても切れない兄妹きようだい」

「この程度のスキンシップ、」

「挨あい拶さつも同然」

「おはよう、いただきます、いってきますから、」

「おかえりなさい、おつかれさま、おやすみなさいまで」

　ふっ、と表情に乏しい彼女たちの顔に勝ち誇るような薄い笑みが浮かぶ。

　そしてリリスとリリスは声を揃そろえ、珍しく強い声で告げた。

「毎日が、キスフェスティバルです！」

「そんな祭りは開催されてねえよ！」

　隣の宗司がツッコミを入れたが、悲しいことに誰だれも聞いていなかった。

「くっ……キス、フェスティバルですって」

「許されない、許されないよそんな不公平！」

　ぐぬぬ、と呻うめきながら一いち乃のとキリカが口く惜やしげに奥歯を嚙かみ締めている。

「ふっ、」

「ふっ」

　リリスは更に勝ち誇り、ペールオレンジの制服に包まれたぺったりと薄い胸を張る。

「お風ふ呂ろはお湯を節約するという名目で一緒に、」

「寝るときもリリスが寂しいからとおねだりして当然一緒です」

「ねえよ！　あ、いや、そういえばたまに目が覚めたらリリスが隣に居ることあった！」

　──宗そう司じの不用意な台詞せりふに、一乃とキリカが膝ひざをついた。

　強い衝撃に打ちのめされたように、ぐらりと、崩れ落ちた。

「なん、ですって……」

「妹、恐るべしだよ……」

　決着がついたかのように思えた。妹の勝利であるかのように思えた。

　だがリリスとリリスの瞳ひとみに油断はない。

　否、確信していた。

　一乃たちは再び立ち上がると。

　そう、彼女たちは立ち上がる。

　反撃の為ために！

「甘いわねリリス、あなたには致命的な弱点がある！」

　すくりと立ち上がり、先に宣言したのは一乃。

　指先で長い黒髪をかき上げ、その勢いのまま切っ先の如ごとくリリスへと突き付ける。

「宗司を含めた私たちは卒業して大学進学、でも高等部進学のあなたは最低でもあと三年は荒あら谷や学園に通わねばならないわ」

「──ッ！」

　リリスたちの虹にじ色の瞳が僅わずかに揺らぎ、たじろぐ。

　すかさず追い討ちをかけたのはキリカ、ブレザーの腰に手を当て、胸を張り、リリスでは到底太た刀ち打ち出来ない驚異的胸部を強調したゆゆんと揺らして叫ぶ。

「高校生と大学生じゃ生活リズムが全然違うよねっ！　学校の場所から時間割から放課後の使い方まで全然違うっ！　妹で同じ家に暮らしてるって言っても、一緒にいる時間を比べたらキリカさんたちと大差ない、ううん、ひょっとしたらキリカさんたちの方が長くなるかもしれないっ！」

「そ、そんなことが、」

「あるはずありません！」

　先刻とは真逆に、リリスの顔に焦りが浮かぶ。

　対照的に一乃の赤い瞳は余裕を宿し、キリカの青い瞳はきらりと輝いていた。

「どうかしらね、大学生ともなれば色々あるもの」

「サークル活動にアルバイト、そして合コン……には行かせるつもりないけどっ」

「……最後だけ少し安心しました」

「まあ、そこは行かせるべきではないわね」

「うんっ、ソージだしね、行かせたらだめだよっ」

　何な故ぜか意気投合して頷うなずきあう一いち乃のたち、そしてリリスとリリスの間に挟まれているのに宗そう司じは完全に蚊か帳やの外だ。

「……おかしい、おれの大学生活が勝手に制限されている」

　それはともかく。

「と、いうことであなたの負けよリリス！」

　どこで勝ち負けが決まったのかさっぱりわからないが、一方的に宣言し一乃は余裕の表情で長い黒髪をかき上げ薄い胸を張る。

「くっ、」

「くっ」

　リリスとリリスが顔を伏せる、垂れた前髪が虹にじ色の瞳ひとみを隠す。

　勝敗は決したように思えた、だが、キリカは気付く。

　彼女の青い瞳は鋭く、リリスの口元の動きを見逃さなかった。

「待って、イチノ。油断はダメだよ」

　リリスとリリスは、微笑ほほえんでいる。

「森もり塚つか一乃、沢さわ村むらキリカ、残念ですが、」

「リリスにはまだ最後の切り札があります」

「あらそれは面白そうね」

「──まさかっ！」

　赤い瞳に不敵な色を宿す一乃、対称的に、キリカは何かを察し青い瞳を驚きよう愕がくに見開く。

　音もなくリリスとリリスは顔を上げた。

「リリスが高等部を卒業するまで、」

「兄さまには留年してもらいます」

　何の迷いもない口調、先ほど頰ほおに口づけをした時のように身を屈かがめて、左右から兄の首筋に腕を絡からめてぎゅっと抱きしめる。

　両肩に当たる仄ほのかな膨らみの感触、だが、さすがの宗司も事が大き過ぎるため妹の色仕掛けに騙だまされたりはしない。

「待ってくれマイシスター、それやるとお兄ちゃん高校生にして二十歳を越えちゃう」

「その発想はなかったわ」

「敵ながら天晴あつぱれだよ」

　一方の一いち乃のとキリカは普通に感心している。むしろリリスの手段を選ばない姿勢にこそ共感するものがあったのかもしれない。

　実際、リリスはまだ諦あきらめていない。

「駄目ですか兄さま？」

　両側から、宗そう司じの耳に息を吹き込むようにしてリリスは囁ささやく。

「兄さまが留年してくれたら、」

「リリス何でも言うこと聞いちゃいますのに」

「だ、駄目だ……駄目に決まってるだろ」

　蕩とろけるような甘い吐息に脳が痺しびれそうになるが、それでも宗司は耐えた。

「ならば仕方ありません、」

「リリスも最後の切り札の切り札を使わせてもらいます」

　果たして何をするつもりか。

　リリスとリリスは宗司に絡からめた腕を解き、身を起こす。

　そのまま部室の片隅に置かれた鞄かばんからピクニックシートを取り出し、再び宗司の傍そばまで戻って来る。

　果たして何をするつもりか。

　リリスとリリスは床の上にピクニックシートを広げると。

「やだぁあああああ、リリスお兄ちゃんと一緒がいいのー、」

「お兄ちゃんと一緒の学校じゃなきゃやなのー」

　駄々を捏こね始めた！

「なにぃいいいいい！」

　宗司が思わず叫ぶ。

　まさに捨て身、まさに切り札。

　半分泣きそうな顔をして、手足をばたばた振り回し、全力で駄々を捏ねている。

　更には緻ち密みつな計算により、宗司の視線に合わせて手足をばたつかせる勢いを常時調節、これによりちらちらとスカートがめくれたり戻ったりして宗司はもう目が離せない！

　もはや一乃とキリカは戦せん慄りつすら覚えていた。

「リリス、恐ろしい子！」

「これが、妹という武器を知り尽くした女の力っ！」

　ガタリと、不意に音がした。

　宗司が席を立つ音だった。

　目の中に『妹』と書いてあるような、明らかに血迷った目をしていた。

「ちょっと校長ぶん殴って卒業を取り消して貰もらう」

　がしいぃ！　卒業証書の入った筒を摑つかみ宗司は駆け出した。

　やや前傾気味の姿勢、減速などなく走りながら部室のドアを開け廊下へ飛び出す。

　つもりだった。

「ごめんなさいまし、すっかり遅くなってしまいましたわ」

「あ」

「あら？」

　一瞬早く、廊下側からドアが開いた。

　豪ごう奢しやな金髪を縦に巻いた美少女、気品のある顔立ちに赤い瞳ひとみ、赤いブレザー。片手に鞄かばんと卒業証書の入った筒を持っている。

　彼女はリア、同じくゲーム同好会の会員。

　宗そう司じは疾走の勢いを止めることが出来ず、彼女に激突した。




　たゆん、ばったん、たゆゆーん。




　前傾姿勢にあった宗司の顔は丁度リアの胸の高さにあった。

「ぬおっ」

「きゃっ」

　たゆん、と宗司はリアの胸部に顔からぶつかり、そして柔らかく受け止められる。

　ばったん、とリアが可愛かわいらしい悲鳴と共に押し倒されて尻しり餅もちをつく。

　たゆゆーん、と転倒した宗司が改めてもう一回顔から激突した。

　もはや包み込まれたと言っても過言ではない。

　キリカには及ばないものの、リアもかなりの胸部強者。

　その胸部包容力は宗司一人程度ならば容易たやすく受け入れる。

「って、なにしてますのぉぉおおおお！」

「ぐっ、ぐ、苦しっ、こ、離せ……」

　ぎゅー！

　普通なら突き飛ばすところを、パニックに陥ったリアは逆に抱きしめていた。

　意外なほどに強い力で抱きしめられ、宗司の顔面は柔らかい膨らみに押し付けられる。

　顔いっぱいに感じるふにゅんとした蕩とろけるような柔らかさ、僅わずかに甘いリアの香り。

　高鳴る鼓動。顔にというか頭に血が昇る。

　このまま死んでも良いと思えるような幸せな息苦しさ、というか、本当に死ぬ。

「は、離せって、のっ！」

「やんっ」

「……はぁ、はぁ、はぁ」

　何とかリアの腕を引ひき剝はがした宗司は荒い呼吸を繰り返す、顔が真っ赤なのは恐らく呼吸が苦しかったせいだろう。

　リアもまた頰ほおを赤く染め、赤色の瞳ひとみが僅わずかに潤んでいたがこちらは確実に恥ずかしかったからだろう。

　理由は不明であるが、ほぅ、と熱っぽいため息を吐ついている。

「ええと、その、すまん。とりあえず立てるか」

「は、はい、大丈夫……ですわ」

　一足先に宗そう司じが立ち上がり、リアに向けて手を差し出す。

　リアはその手を取って立ち上がると、倒れた拍子に乱れた金色の髪やブレザーの襟元スカートの裾すそなどを直した。

　二人ともまだ心臓がばくばくと鳴っていた。

「と、とりあえず、部室入れよ。お茶でも飲んで落ち着こうぜ」

「そ、そうですわね。そうしますわ」

　宗司が倒れた際に落ちたリアの鞄かばんと卒業証書の筒を拾い上げ、彼女に手渡す。

「ほらこれ」

「ありがとうございます……あっ」

　荷物を渡す一瞬、手と手が触れ合い、リアが恥ずかしげに俯うつむいた。

「……すまん」

　別に悪くないのだが、宗司は照れ臭くてつい謝ってしまった。

　くすりと、可お笑かしげにリアが微笑ほほえむ。

　彼女は顔を上げて微笑みを宗司に向け、すっと指先で宗司の胸元に触れた。

「なら、お詫びにこれくださいませ」

「ボタン？　まあそんなもんで良いなら」

　彼女が触れた学ランの上から二番目のボタン、所謂いわゆる第二ボタンを引っ張って外し、宗司はリアの掌てのひらに乗せた。

　リアは掌のボタンをそっと包むように握り、そっと口元に寄せた。

「ありがとうございます」

「ど、どういたしまして」

　卒業式の日に好きな男子の第二ボタンを貰もらう、という少し古い風習がある。

　宗司は風習のこと自体は知らなかったが、ボタン一つでリアの幸せそうな顔を見れば悪くない気分だった。

　しかし、ずっと彼女の顔を見詰めているわけにもいかない。

　気恥ずかしさを隠す意味もあり、くるりと後ろへ──つまり部室の方を向いた。

「ちっ、死ねば良いのに」

「ちっ、なにあれっバッカみたいっ」

「ちっ、折角良いところだったのに、」

「ちっ、邪魔してくれやがりました」

「ちっ、あざといきんぱつだぜえ」

　向くなり、一斉に舌打ちが飛んできた。

　しかも一人増えている、一いち乃のとキリカとリリスにリリス。

　最後の一人は長い赤毛のネコミミ美少女ことフェル先生である。

　炎のような長い赤毛に、硝子がらす球めいた感情の見えない瞳ひとみ、そして何な故ぜか宗そう司じにしか見えないぴっこぴっこと元気良く動くネコミミ。

　先生とは言うが身長はリリスと大差がなく、おまけに酷ひどい童顔、生徒と同じく赤いセーラー服を着ているため、知らない人が見れば先生だとは思わないだろう。

　しかしながら、胸部の発育は抜群に良くキリカにすら匹敵する。

　赤毛の上のネコミミも含めて色々と謎なぞが多い人物であり、神出鬼没ぶりは相当なものである。

　因ちなみに担当教科は古典、マサチューセッツ工科大学卒でリアのクラスの担任だ。

「あの、フェル先生いつのまに来たんですか」

「うなー？　りあのやつと、いっしょにきたぜ」

　ぴっこりと頭の上のネコミミを動かしながら、棒読みに近い舌足らずな声で言う。

「おめーらが、いちゃいちゃしてるあいだに、ぶしつにはいっただけだ」

「いちゃいちゃはしてねえよ！」

「いちゃいちゃなんてしてませんわ！」

　声を揃そろえて反論した瞬間、また盛大な舌打ちが勢ぞろいで飛んで来た。

「まったく、死ねば良いのに、死ねば良いのに、本当に死ねば良いのに」

「バッカみたいっ、バッカみたいっ、何あれバッカみたい」

「邪魔です、あの女、邪魔すぎます。やはり真っ先に始末を」

「いちいち、あざといんだよ、この、くされ、きんぱつが」

　完全にやさぐれていた。

　一乃たちはどかっと乱暴にテーブルに着き、行儀悪く肘ひじをつきながら、あーあ、とかわざとらしく宗司たちを（主にリアを）睨にらんでいる。

「……何だか、わたくしへの当たりが異様に厳しいのですけれど」

「……わからんが、とりあえず、おれたちも座るか」

　恐る恐る宗司たちもテーブルに着いた、因みに隣同士だ。

「えーっとな」

　テーブルの上を流れる嫌な空気をどうにかしようと、宗司が口を開く。

「えーと…………えーと？」

　口を開いただけで話題が思いつかなかった。

　隣で、ぽんっとリアが掌てを鳴らす。

「そうですわ、みなさん卒業おめでとうございます」

「あ、ああ、おめでとう」

　まともに応こたえたのは宗そう司じだけで、残りは舌打ちが返って来ただけだった。

　実に、空気が悪い。

　無理矢理に宗司は話題を続ける。

「そういや、妙に遅かったけど何があったんだ？」

「あら、それは、ですわね。ええと、少し所要がありまして」

　何な故ぜかリアの目が泳ぎ。

　にやり、とフェル先生が意地悪な笑みを浮かべる。

「うなっなっなー、せんせい、しってるぜー」

「ちょ、ちょっとフェル先生やめてくださいまし！」

　テーブルに身を乗り出す程に慌てて静止するが、無意味だった。

「わんわんないてたから、ぶしつに、これなかったのさー。そつぎょうするのが、さみしいんだってー、せんせい、がんばって、なぐさめたんだぜ」

「あああああああもう！　それ絶対言わないでくださいって言ったじゃありませんの！　フェル先生のバカ！」

　またも顔を真っ赤にしたリアが、ぶんぶんと金髪ツイン縦ロールを揺らして頭を振る。

　宗司は、愕がく然ぜんとした。

「馬ば鹿かな……フェル先生が、先生らしいことをしているだと」

「うなっ！」

「反応するのそこですの！」

「ごめんなさい、私も正直同じところで驚いたわ」

「アハハハ……同じく」

「右に同じです、」

「というかリリスはそもそも本当に教師なのか未いまだに疑っています」

「うなっ！　せんせい、びっくりするぐらい、しんようないなー」

「それに関しては自業自得だと思いますわ」

「まあ、フェル先生係なんてのがあるぐらいだからなあ」

　因ちなみに、リアが担当した。

　仕事は主に、先生が授業のことを忘れたときに呼びに行ったり、先生が居眠りしたら叩たたき起こしたり、先生が教科書を忘れたら見せてあげたりと、概おおむねそんな感じだ。

「うなー、せんせい、しょーっく」

　長い赤毛の上の、宗そう司じにしか見えないネコミミがぺたっと倒れ、本体もテーブルに突っ伏した。丁度、たゆゆんとした胸をテーブルの上に乗っけるような体勢だ。

　つきたてのお餅もちを掌てのひらで押したように、むぎゅんとむぎゅんと強調されている。

　何ともダイナマイトな光景に、宗司の目は必然的に吸い寄せられる。

「何を見てるのよ」

「どこを見てますの」

「ってえ！」

　両隣（一いち乃のとリア）から、耳を引っ張られて思わず悲鳴を上げた。

　にやり、とフェル先生はいやらしい笑みを浮かべて硝子がらす球の瞳ひとみで宗司を見上げる。

「うなっなっー、せんせいにほれたら、やけどするぜー」

「安心してくださいフェル先生、それだけはありません」

　思わず真顔で否定した。

「うなっ！　せんせいのからだだけが、めあてだったのか」

「何もしてませんよ！」

「なにかしろよ！　いままで、さんざん、ゆうわくしただろうが」

「ゆ、誘惑……？」

「おとなのいろけを、ふりまいた」

「お、大人の色気ぇ？」

「うなー、こいつ、まじできづいてねえ」

　びっくりして目を見開くフェル先生、ふと思い出したように宗司は掌てを打つ。

「あ、もしかして」

「うなっ、こころあたりがあったか」

「古典の成績が伸び悩んでたときに、やたら親切に面倒を見てくれたのは……」

「それは、せんせいとして、あたりまえのこと、ば、ばかやろー！」

「先生、あの時はお世話になりました」

「どういたしまして」

　ぺこりぺこりと、お互いが頭を下げた。

「……あの男、本気で気付いてなかったのね」

「フェル先生、結構露骨にアピールしてたのに。バレンタインにチョコあげたり」

「兄さまの部屋まで押しかけてきたことがありました」

「一対一の補習に、メイド服を着て行ったりしてましたのに」

　小声でひそひそと一乃たちが囁ささやき合う。

「ま、いいやー。りあ、のどかわいたから、こうちゃ、ちょうだーい」

　ぴっこぴっことネコミミを左右に揺らしながら、フェル先生はいきなり言う。

　物事を深く考えないのもフェル先生の良い所だ。

「はいはい、仕方ない先生ですわね。みなさんも紅茶のおかわりはいかがですの？」

「ああ、丁度いいや、おれもくれ」

「私もいただくわ」

「じゃあキリカさんも」

「でしたらリリスもいただきます」

　結局全員分である。

「そういえば、」

「クッキーが少し余っていたはずです」

「ああ、あったわねえ。食べてしまいましょうか」

「そだね、他ほかにもちょこちょこ余ってるのあったし、全部食べちゃおっかっ」

　紅茶を淹いれるために席を立ったリアに続き、一いち乃のたちも立ち上がった。

　ほんの少し前までの悪い空気は、すっかりどこかへ行ってしまった。

　何か手伝おうと宗そう司じも腰を浮かせ、ふとフェル先生を見た。

　フェル先生は立ち上がる気配もなく、テーブルの上でうなうなごろごろしている。

　宗司の視線に気付くと、にやり、と笑いブイサインをした。

　軽く肩をすくめて、宗司は言う。

「おれ、先生のそういうところ好きですよ」

「うなっなっなっ、てれるぜー」

　卒業式の日でも、ゲーム同好会は普段と何ら変わることがなく。

　特にゲームもすることもなく、紅茶を飲み、他愛のない話をして過ごした。

　やがてチャイムが鳴った。

　下校時刻だった。

　誰だれもが何となく口を閉ざした。

　空はまだ明るく、窓の外では静かに桜が舞い散り、世界は沈黙で満ちていた。

　これで終わりだった。

　ここは居心地が良かった。

　もっとずっと、ここにいたいと思うのは自然な事だっただろう。

　口を開いたのはフェル先生だった。

「そうだ、せんせい、いっこ、わすれてた」

　部室の隅のガラクタ置き場に、あらかじめ混ぜていたのだろう。

　フェル先生は席を立ち、カメラと三脚を組み立てる。

「よーし、おまえら、ならべー、きねんさつえい、してやる」

　生徒にしか見えない、真面目まじめに授業をしない、いつも適当で、何も考えてなさそうな、フェル先生が、今は酷ひどく大人びて見える。

「そしたら、かえれ、おまえら、そつぎょうしたんだから」

　今更のように、彼女たちの胸にこみ上げてくるものがあった。

　いつもどおりに過ごした日々の終わり。

　目に熱いものが溢あふれる。

　キリカも、リリスも、リアも、フェル先生も。

　あの一いち乃のですら、薄く涙ぐんでいた。

　男の子の意地を発揮した宗そう司じだけは、ギリギリで涙を堪こらえて頷うなずいた。

「はい、先生」

　そして記念撮影をした。

　セルフタイマーを使って、フェル先生も一緒になって。

　一枚だけ写真を撮った。

　誰だれもが笑顔を浮かべていた。泣きそうな笑顔だった。




　かくて、荒あら谷や学園ゲーム同好会の活動日誌は閉じられた。






追憶　一　こどもの夢






　太鼓の音が聞こえて、白しろ崎さき宗そう司じは夢から覚める。

　目に入るのは白い天井。

　身を起こす、忘れていたことを思い出す。

　夢を見ていたのだ。

　荒あら谷や学園に入学し、彼女たちと出会い、卒業するそんな夢だ。

　卒業して夢は終わった。

　だが、夢から覚めた彼はまだ夢の中に居る。

　夢の中で夢を見ている。夢を見続けている。

　永遠に終わらない夢を見る──彼女たちの望み。

　白崎宗司はそれを叶かなえることを選んだ。

「……久しぶりだなテス」

　体を起こしあぐらをかいた宗司の眼前に、太鼓を叩たたく少女の姿があった。

《亀テペリス》、『怠惰』、テス。

　レインコートを纏まとった、リリスよりも更に小柄な人間で言えば十歳程度の少女。

　目ま深ぶかに被かぶったフードの隙すき間まから零こぼれる白髪と、赤い瞳ひとみ。

　バチを握る手は小さく、そして決して乱れることなく一定のリズムで太鼓を叩く。

　その姿は、一つの機能に特化した自動人形のようだ。

「もう、次の夢が始まる時間か？」

　宗司は周囲をゆっくりと見回して、彼女に問うた。

　夢と夢の狭はざ間ま、何もなく、ただ広がる白い空間。

　荒谷学園で過ごす夢が舞台の上ならば、ここは舞台裏。

　テスとの再会はいつもここだ。

　僅わずかに彼女と語らい、彼女のことを忘れて新しい夢を始める。

　次の舞台は、どんなものになるのだろうか。

「『敵』が現れました、とテスは告げます」

　太鼓を叩く少女はそう言った。

　宗司がきょとんとして小首を傾かしげると、テスも同じように小首を傾げる。

「『敵』？」

「『敵』です」

「ここ、夢の中だけど？」

「ここは夢の中だけどです」

　意味がわからなかった。

「もうすぐ、ここまで来るそうです」

「は？」

　少し離れた位置に、いきなり扉が出来た。

　扉は無造作に開いて、彼女らは夢の中にやって来た。

　一瞬宗そう司じは緊張し。

「さあて到着デスよ！　ここが白しろ崎さき宗司の夢、我らが主あるじや他ほかの方々の夢を繫つなぐコントロールセンターこと、『夢の中央』デスよ！」

　すぐに脱力した。

　二人連れの先頭にいたのは、ツアーガイドよろしく旗を持ったナース姿の女だった。

「普通に考えればわかると思うんデスけど一緒に寝たからって同じ夢を見るわけないじゃないデスか。だから第四罪、そこで太鼓叩たたいてるテスが宗司と一緒になって夢を繫げて夢の世界を作り上げてるわけデスよ」

　三つ編みにした栗くり色いろの髪、大人の知性と子どもの好奇心を同居させる赤い瞳ひとみ。

　ウサギのワンポイントが入ったナースキャップを被かぶり、細身のメガネをかけ、タイト気味なナース服の襟元には聴診器を引っ掛けている。

　胸部のサイズはやや大きめ、たゆゆんには届かないがたゅゅんぐらいはあるだろう。

　テンション高めの弾んだ声で殆ほとんど一方的に喋しやべっていた彼女は、はたと気付いたような顔をして一つ咳せき払ばらいをする。

「うさっ、ワタシとしたことがうっかりしてましたよ」

　旗を握ったまま片手をナース服の腰に当て、軽くしなを作り逆の手でブイサイン。

「ラブリーキューティー癒いやし系ナース、ウサギのウサ子さん改めスズ、夢の中でもお構いなしに参上なのデスよ！」

　最後のデスと同じタイミングで眼鏡越しにウインクを一つ。

「どもども、ご無ぶ沙さ汰たしてますのデス」

　満足したようにポーズを解き、宗司たちに向けて軽く旗を振った。

　宗司は額に手を当て軽く嘆息した。テスの方は表情一つ変えていない。

「いやこっちこそ久しぶり。ウサ子はやめたんだな、まあ適当すぎたしスズも似合ってるから良いと思うぞ」

「はいな、アスモデウスにスが二つ、ということでスズにしたのデスよ」

　何が琴きん線せんに触れたのかわからないが、口元をによによとさせて笑い。

　栗色の三つ編みを揺らすように大おお仰ぎような動きでくるりと半回転、ツアーガイドめいた旗で一緒に入って来た女──白髪の少女を指す。

「そして、こっちが我らの新しい『敵』の人デスよ！」

　雪色の髪、黒い瞳ひとみ、白いワンピースを纏まとった幼い少女の肉体。

　あまりにも見覚えのある顔立ちに、宗そう司じは思わず呟つぶやいた。

「……一いち乃の」

「そう──」

　雪色の少女が笑う、長い白髪をかき上げ彼女は名乗る。

　自らの名前をこの白い空間に刻み付けるように宣言する。

「わたしは森もり塚つか終つい乃の、十三歳──」

「うさっ！　この人はデスね『断罪の鎮魂歌アンフエール・アンジユ』森塚終乃さんと言いまして。我らが主あるじのオルタナティブ、『零百夜ラスト・エレメント』のアンチユニット、本来なら存在しないはずの我らが主の妹なのデスよ！」

　……自らの名前をこの白い空間に刻み付けるように、宣言しようとした。

　が、スズの方がずずいっと前に出て物もの凄すごい勢いでまくし立てて全然聞こえなかった。

「ちょ、ちょっとあんた」

　何か決め台詞せりふ的なものを言おうとしたと思われる森塚終乃は苦情の声を上げるが、スズには欠片かけらほども届いた様子はなく。

「まーもう夢の中に引きこもってて世界とは一ミリの繫つながりも持ってないんだから無視すれば良いデスのに、世界って奴やつは融通が利かなくて困りますね。我らが主に続く新しい『運命の死神』なんか生んじゃって、あ、『運命の死神』は要するに世界の免疫機構デス、不自然なもの超常的なもの存在するべきでなかったものをこの世界から排除する役割を背負わされた存在なのデスよ」

「だからねえ、あんた、ちょっと！」

　それでも終乃は頑張って口を挟む、宗司は口を挟むタイミングを完全に見失い、テスに到いたっては最初から口を挟む気もなく太鼓を叩たたいている。

「うさっ？　そういえば、元々ソウジさんは知ってましたよね。誰だれかから聞いたんデスかね、ワタシはあのご両親って謎なぞが多いし怪しいなと思ってるんデスが──」

「いっ──」

　無視され続けた森塚終乃（ちょっと涙目）が、爆発した。

「いい加減にわたしにも喋しやべらせろぉぉぉおおおおおおおおおおおおおお！」

　爆発の後は、しんと静まり返った。

　宗司とテス、意外に素直に口を閉じたスズの視線が自然と終乃に集まる。

　彼女はぜえぜえはあはあと、白いワンピースに包まれた肩を上下させている。

　十秒ほど経たっただろうか、彼女は息を整えると顔を背そむけ薄く浮かんだ涙を拭ぬぐい、冷たい微笑を浮かべた。

「そう、わたしは森もり塚つか終つい乃の、十三歳──」

　艶あでやかに雪色の髪をかき上げ彼女は告げる。

「幼子に死を、眠り人に目覚めを、世界に終わりを与える『運命の死神』」

　すいと一歩終乃が前に出る。

　白いワンピースの裾すそが揺れる。

　片腕を宗そう司じへ向ける。

　その指先に黒い炎が灯ともり、炎は黒い向日葵ひまわりを象かたどる。




「あなたの『敵』です、『零百夜ラスト・エレメント』」




　太陽を連想させる向日葵とは裏腹な、凍いてついた宣告であった。

　夢の中央である白い空間に風は吹かない、だが何な故ぜか、冷たい風が吹いた気がした。

　もう少し正確に言うならば──盛大に、滑っている感じがした。

「……あ、うん、そうなんだ。お疲れさま」

「ちょ、やめてくださいよその『頑張ってるんだけどいまいち報われない子』に向けるような生暖かい眼まな差ざし！」

「いや、そう言われても。うん、困るな」












　本当に心底困ったような顔をして、宗そう司じはいつの間にか隣に居たスズの顔を見る。

　スズの方は仕方ないですねとばかりに盛大なため息を吐つく。

「うさー、まったくデスよ。『敵』にはもっと神秘性とかそういうのが欲しいデスね」

「全部あんたのせいでしょうがああああああああああ！」

　冷徹な表情はどこへやら、黒い瞳ひとみを吊つり上げて終つい乃のがもう一回叫んだ。

　さっき拭ぬぐったのにまた涙目になっている、ひょっとしたら涙るい腺せんが緩いのかもしれない。

「わたしが気合入れて家に乗り込んだら即座に白旗あげるし、ここに着くまでも一人でべらべら喋しやべってるし、わたしの自己紹介を邪魔するし！」

「……そういや、おまえ、夢の外側に残してきたおれたちの体を守ってるとか、そんな立ち位置じゃなかったか？」

「そうですよ！　あなたももっとやる気出せ！」

　終乃が涙目で手をばたばたさせて怒鳴り散らす。宗司も疑問に思いスズを見る。

　太鼓を叩たたく手は止めぬまま、テスすらフードの隙すき間まからスズを見上げた。

「そもそも、どうして『敵』を夢の中まで案内しているのかとテスは問いたい」

「そういやそうだ」

「まったく同感です、肩透かしばっかりですよわたし！」

　スズはこれまた大おお仰ぎような動きで、たゅゅんと胸部を揺らしつつ肩をすくめた。

「うさー、そーんなこと言われても、所しよ詮せん我らが主あるじの一部に過ぎないワタシたち、それもトップの第一罪と第二罪抜きで『零百夜ラスト・エレメント』のアンチユニットに勝てるわけないデスよ。無駄に痛い思いをするぐらいなら、怪け我がしないうちに降参して後は野となれ山となれ、面倒ごとはソウジさんに押し付けレッツゴーなのデス」

　むう、と宗司は唸うなった。

「面倒ごとを押し付けられる立場としては言いたいこともあるが」

「合理的」

　納得したのが宗司とテスで、終乃はどうにも不服らしく可愛かわいらしく唇を尖とがらせている。

「ぐぬぬぬぬぬぅ、理屈はわかるけど、どーしても素直に受け入れられない」

「うさー、出来ないことは出来ないと素直に認めて他人を頼るのが大人というものデス」

　妙にシニカルな笑みを浮かべて、奇妙に色っぽく自身の唇を舐なめた。

　スズがどういうキャラクターか知らなければ、アンニュイで色っぽい年上のナースに見えたかもしれない。

　無論、終乃がそんな見せ掛けの色気に騙だまされる訳もなく、彼女はがうがうと雪色の髪を振り乱し言葉で嚙かみ付いて来る。

「それはただの言い訳ですよ！　諦あきらめるのが大人の証あかしなら、わたしは永遠に子どもで構いませんっていうか、特にあんたはもっとやる気出せっ！」

　涙目ではあるが、黒い瞳ひとみには揺るぎない意思の力があった。

　言っていることは意外に真まっ直すぐだ、と宗そう司じは胸中で呟つぶやく。

「ああ、その、盛り上がってるところ悪いんだが終つい乃の……で良いんだよな」

「なんですか『零百夜ラスト・エレメント』」

「宗司でいいよ面倒くさい」

「年上を呼び捨てにするのって抵抗あるんですけど、じゃあ宗司……ああ、やっぱり何だかむずむずする！　でも『さん』付けも変だし、ええと、宗司先輩で行きますね！」

「先輩か……新鮮な響きだ」

「感心したような顔をしないでください！　で、何ですか。言っておきますけど、わたしは『敵』と馴なれ合うつもりはありませんよ」

「もう充分に馴れ合っていると、テスは指摘する」

「うさうさ、終乃さん、根っこの部分で良い人デスよねー」

「うるさいですよ、そこの二人！」

　ぶんぶんと大きく腕を振り、雪色の髪を激しく揺らしながら律りち儀ぎにツッコミを入れる終乃が、だんだんと白い子犬のようにも見えてきた。

　宗司としては若干の親近感さえ覚える。

「落ち着け終乃、そいつら、というかそっちのウサギには多分何を言っても無駄だ」

「そうやって最初から諦あきらめてたら何も解決しないんですよ！　まず言葉にする、次に行動で示す、何もしなくても相手がいつかわかってくれるなんて甘えた考えは許せません！」

「……委員長みたいな奴やつだなおまえ。つうか、ものは相談なんだが」

「ぜぇぜぇ、な、なんですか」

　大声を出し続けて疲れた終乃が落ち着くのを待ち、宗司はゆっくりと言った。

「おまえ、このまま帰ってくれないか。戦う理由、別にないし」

「宗司先輩までそんなこと言うんですか！」

　また叫んだ。

「戦う理由なら充分あるじゃないですか！　宗司先輩が『零百夜ラスト・エレメント』で、わたしは『断罪の鎮魂歌アンフエール・アンジユ』──『運命の死神』なんですよ！」

「そうか、そうだな。おまえは『敵』だ、倒さないといけないな」

　一瞬、遠い目をして宗司は頷うなずいた。

　気付かず、彼女も満足そうに雪色の髪を揺らして頷いた。

　説得は無理だな、と宗司は胸中で呟いた。

『断罪の鎮魂歌アンフエール・アンジユ』森もり塚つか終乃。

　迷うことなく己が使命を果たそうとする揺るぎないもの。

　そういう存在を、宗司は良く知っている。

「スズ、テス。下がっていろ」

「理解した、とテスは言う」

「うさー、仕方ないデスね」

　素直に二人が宗そう司じの後ろへ下がる。終つい乃のが嬉うれしげに微笑ほほえむ。

「やっとやる気になったみたいですね」

「ああ──始めようか！」




　宗司が右腕を虚空へ突き出し異能の名前を呼ぶ。

　終乃が黒い向日葵ひまわりを天へ投げ異能の名前を呼ぶ。




「零ぜろに還かえれ──永遠の永えい劫ごう『零白夜ラスト・エレメント』」

「咎とが人にんを焼け──死せる太陽『断罪の鎮魂歌アンフエール・アンジユ』！」




　宗司の両腕が白い手袋に包まれる。

　終乃の上空で黒い向日葵は太陽のように輝き燃える。

　彼女の異能がどんな能力を持つのか、宗司は知らない。

　だが、やることは同じだ『零百夜ラスト・エレメント』の異能は『停止』の力。

　その手に触れるもの全すべてを永遠に停止させる絶対不変の力。

　空間を停止させ時間を停止させ万物に等しき死すらも停止する『世界の終わり』。

　勝負などない、優劣などない、発動が即すなわち終しゆう焉えん。

　普通ならばだ。

「ほう。なるほどまさにおれのアンチユニットか」

　悠々と白いワンピースの腰に手を当て佇たたずむ終乃を見て、宗司は言った。

『停止』の異能が発動しない、否、厳密には発動するが発動した瞬間に打ち消される。

　視線を純白の終乃から、上空の黒い太陽に向けた。

　恐らくあれが原因だろう。

　肯定するように終乃が言う。

「『断罪の鎮魂歌アンフエール・アンジユ』の効果は黒い向日葵が照らす場所全て、能力はたった一つ『かたちなきものを焼く炎』を光の形で降らせ続けること」

「要するに、一いち乃のの異能から汎はん用よう性せいと攻撃力を削って広範囲型にしたってわけか」

　なるほど、同じ『かたちなきものを焼く炎』の異能でも終乃のそれはより対『零百夜ラスト・エレメント』に特化している。

「しかし良いのか。自分の能力をべらべら話して」

「別に平気ですよ。わたしが能力を全部喋しやべったとも限らないし」

　言いながら終つい乃のはワンピースのスカートに手を入れ。

「『零百夜ラスト・エレメント』を封じられた宗そう司じ先輩を倒す手段ならいくらでもあります」

　恐らくは太ふと股ももに括くくりつけていたか、ワンピースの裏地に仕込んでいたのだろう大型のナイフを逆手で引き抜いた。

　黒い向日葵ひまわりに照らされて、鋼はがねの切っ先がぎらりと凶暴に輝く。

「それでは、お覚悟です！」

　逆手にナイフを構えた迷いのない突進、一気に間合いを詰めてくる。

　だが宗司に動揺はなかった。

「終乃、おれとおまえの違いを教えてやる」

　二人は、殆ほとんど同時に次の台詞せりふを叫んでいた。

「戯たわ言ごとに興味はありません！」

「おれには仲間がいるんだよ！」

　終乃には見えなかった。宗司の後ろに下がったテスとスズ、そのうちテスが乱れることのない一定のリズムで太鼓を叩たたいたまま、何かを宗司に向かって放ほうり投げていた。

　見えていたとしても終乃の動きは変わらなかっただろう。

　間合いに入るや、逆手に握ったナイフを振り上げ、左手を柄つか頭がしらに添えて上から下に思い切り振り抜き刺し貫く。

「終われ！　『零百夜ラスト・エレメント』！」

「甘いぞ森もり塚つか終乃！」

　そのとき既に、宗司はテスに投げ渡されていた武器にして盾を摑つかんでいた。

「秘技、タライシールドォォォォォ！」

　ぐわぃぃいいんという間抜けな銅ど鑼らのような音を立ててナイフとタライが激突する。

　ナイフの刃やいばはタライを刺し貫いたが、そこでつばが引っかかり止ってしまう。

　すかさず宗司がタライを捻ひねった、必然的に終乃のナイフも捻られる。

　仮にも高校生男子と中学生かも怪しい少女、単純な力比べで勝てるはずもなくタライを捻る勢いに終乃の握力が負け、ナイフを手放してしまう。

　すかさず宗司は動いた。

「食らえ、奥義、タライボンバァアアアアア！」

　そのまんま、終乃の頭をたらいでぶん殴った。

　ぐわぁぁぁわぁぁぁぁんと、やはり間の抜けた銅鑼のような音が白い空間に響き渡り。

　終乃が顔面から床に倒れて行く。

　彼女を見下ろし、宗司はクールに前髪をかき上げた。

「見たか、これが友情の力だ」

「た、ただのタライの力じゃないですかぁ……」

　思ったよりダメージが大きかったのか（身体的なものより心理的ダメージの方が大きい気がしなくもないが）地面に倒れたまま顔だけ上げて終つい乃のは反論する。

「このタライがおれとテスの友情の証あかしなんだ」

　なあ、と宗そう司じは背後のテスに視線を向けた。

　テスはぽっ、と頰ほおを染めて珍しくもはにかんだ笑みを浮かべて頷うなずいた。

「愛情の証でも、構わないと、テスは思う」

「どうだ森もり塚つか終乃！」

「先輩たち微妙に発言が嚙かみ合ってなくないですか！」

　がばり、こんなコントに付き合ってはいられないとばかりに終乃が立ち上がる。

　ナイフ以外にも戦う術すべを用意していたのだろう、諦あきらめない姿勢は実に見事だ。

　が。

「あ……れぇ？」

　ぐらり、立ち上がったばかりの体がよろめいた。

　頭上の黒い太陽が不定形に揺らぐ。

　黒い瞳ひとみに困惑と焦りの色が浮かぶ。足が震えている、動かない。

　否、足だけではない体全体が震えて、何だか、痺しびれるような……

「うっさっさー、やっと効いてきたようデスねぇ」

　宗司の後ろ、テスの隣、スズがにやにやと悪魔のように笑っていた。

　ナース服のポケットから取り出した小こ瓶びんを、見せ付けるように左右に振っている。

　小瓶には、ドクロマークの何とも不吉なラベルが貼はってあった。

「ど、毒、ですか」

「命に別状はないデスよー、痺れ薬デスから」

「いつ、いつの、まに」

　今にも倒れそうな体を意志力だけで支え、かたかたと細い体を震わせ彼女は問う。

　スズはうさうさ笑いながら、皮肉っぽく答える。

「最初からデスとも、ここに着くまでずーっと薄い毒をまいてましたからね。弱い毒でも蓄積すれば効果はばっちりデスよ」

「そんな、毒に、気付かない……なんてぇ」

　はっ、と彼女は気付きスズに驚きよう愕がくの眼まな差ざしを向けた。

「あなた、『ここに着くまでも一人でべらべら喋しやべって』ましたよね。あれが、毒を隠すためのフェイク……」

「うさ？」

　一瞬の沈黙。

「あー、そうデスそうデス、ワタシの完かん璧ぺきな作戦ですよ！」

　えっへんと自慢するようにナース服に包まれた比較的大サイズな胸を張る。

「って、違う、んです、か、ぁ……」

　何度目になるかわからない肩透かしを食らわされたショックか、ついに終つい乃のは体を支えきれなくなりずるずると滑るように白い床に崩れて行った。

　終乃の異能、『断罪の鎮魂歌アンフエール・アンジユ』が作り出した黒い太陽が完全に消滅する。

　宗そう司じはしゃがみ込み、夢の中で意味があるのかはともかく一応脈を確認する。

　脈拍はしっかり安定しているし呼吸も乱れはない、本当に痺しびれているだけのようだ。

　ちらと顔を見ると、涙目になって悔しそうに唇を嚙かんで……嚙もうとしていたのだろう、少々間抜けな顔になっていて気の毒だった。

「まあ、再戦はいつでも受け付けるから」

　慰めるように言い、さり気なく視線を逸そらし立ち上がった。

　入れ違うようにスズがしゃがみ、終乃を米袋でも担ぐみたいに肩に乗せた。

「ではでは、ワタシは終乃さんを適当に介抱しておくデスよ」

「おう、手荒なことはするなよ」

「うっさっさー、もちろんデスともよー」

　非常に怪しい顔で、によによと笑いながらスズが扉を潜くぐって出て行く。

　出現したときと同じように、扉はいきなり消滅した。

「森もり塚つか終乃、か……難儀な奴やつだな」

　やれやれとため息を吐つき、次の夢に向かおうとテスを振り返る。

　テスは何も変わらずレインコート姿で太鼓を叩たたき続けていた。

　フードから零こぼれる白髪、幼い顔立ち、赤い瞳ひとみが宗司を見やる。

「夢を紡つむぐのが、テスの能力です」

「知ってるよ、突然どうした」

「夢の繫つながりを作っているのも、テスです」

「それも知ってる」

「夢の繫がりを維持しているのは、あなたの力です」

「ああ、そうだな」

「ここは『夢の中央』、夢と夢を繫ぐ場所」

　何が言いたいのかと宗司は首を捻ひねり、自分で回答に辿たどり着いた。

「『断罪の鎮魂歌アンフエール・アンジユ』か」

「はい、あれのせいで」

　フードから零れた前髪を揺らし、太鼓を叩く手を止めぬままテスは頷うなずく。




「この世界が壊れそうだと、テスは伝えます」






追憶　二　森塚一乃（巨乳）






「要するに、時間が必要なわけだ」

　夢を繫つなげて同じ夢を見ていた。

　森塚終つい乃のにより夢と夢の繫がりが壊された。

　今、彼女たちはばらばらに、自分の夢を見ている。

　同じ夢を見続けるには、夢の繫がりを修復しなければならない。

　修復自体はテスがやる。

　宗そう司じは道だ、再び夢同士を繫ぐため彼女たちの夢を巡り。

『何かをする必要はない、彼女たちの夢が一段落するまで付き合ってあげれば良い』

　共に同じ夢を過ごす。

　宗司は目を開けた。

　酷ひどく見慣れた部室の中で、椅い子すに腰掛けていた。

「さて、と、こいつは誰だれの夢なんだろうな」

　周囲を見回す、片隅に用意されたカセットコンロにお茶のセット、お茶菓子も少し、積まれたガラクタ、布製の仕切りで作った簡易更衣室、その他諸もろ々もろ。

　窓の外に広がる風景まで含めてあまりに何の変哲もない。

　と、部室のドアが開いた。

「あら、今日は早いのね宗司」

「なんだ一乃か──」

　振り返り、そして絶句した。

「なんだとは失礼な言い草ね」

　森塚一乃、冷たい顔立ち、長い黒髪、赤い瞳ひとみ、黒いセーラー服。

　彼女は長い黒髪をかき上げ。

　掌てのひらに納まりきらぬ、超絶に巨大な胸を、両腕で持ち上げるように腕組みをした。

「なん……だと…………」

　宗司の顔が驚きよう愕がく一色に染まる。

　そう──




　一乃が、巨乳だった。




　これは夢だ、夢ならば何がおきても不思議はない。

　たとえば一いち乃のが、もうばいーんとかたゆんとかそういうレベルを全力で通り越した山盛りダイナマイトのような巨乳になっていたとしても不思議はない。

　その戦力はあまりにも圧倒的過ぎて、キリカですら彼女には勝てないだろう。

　だがこれは世界の摂理とかそういうものに反してはいないのだろうか。

「ふふっ」

　嫣えん然ぜんと赤い唇を吊つり上げ、彼女は胸部を強調するように腕組みしたまま歩いて来る。

「オウ、ダイナミック……」

　思わず宗そう司じが呟つぶやいてしまうほどに、揺れていた。

　歩くたびに、たゆゆんばゆゆんぼいいんと黒いセーラー服の内側で揺れていた。

　エベレストにすら比肩する二つの巨大な膨らみは黒いセーラー服を内側から大きく激しく突き上げ、胸元のリボンは深遠なるグランドキャニオンの如ごとき谷間に挟まれ殆ほとんど埋まってしまっている。

　ああ、胸を強調するような腕組みというのは過あやまちだったかもしれない。

　単純に支えていないと重たいのだと一乃の歩く姿に宗司は悟る。

　一乃の両腕もまた、その巨大な胸部を支えながら、半ば埋まっていた。

　埋まることにより更に前方へと突き出され、大きさを補正していた。

「まったく、どこを見ているのかしらね」

「あ、いや、すまん」

　気付けば一乃が傍そばに居た。宗司の対面に座り、勝ち誇ったような笑みを浮かべている。

　両腕に代わり、今度はテーブルが彼女の胸を支えていた。

　もっちりとテーブルの上に巨大な大福を二つ並べたような光景だった。

　宗司の視線はどうしてもその巨大さに吸い寄せられる、引き寄せられる。

　ふぅ、と一乃がやたらに余裕を感じさせる溜ため息いきを吐つく。

「男の子って仕方ないわね」

　たゆゆんたゆゆんと揺らしながら、一乃は言った。

「そんなに大きな胸が好きなのかしら」

　たゆゆゆゆんたゆゆゆゆんと大きく揺らしながら、一乃は言った。

　更にちらちらっと、宗司の反応を伺うように赤い瞳ひとみがこちらを見ている。

「胸のサイズなんて、どうでも良いじゃないの？」

　たゆゆゆゆゆんたゆゆゆゆゆん──もう少し自然体を装うべきではないかと思うぐらい盛大に揺れていた。

　極めて鈍いと称されたこともあった宗司だが、さすがにわかる。

　触れて欲しいのだ。

　いや物理的な意味でなく、話題的な意味で。

　褒めて欲しいと言い換えても大丈夫だろう。

「……おまえ、たまに妙に可愛かわいいよな」

「な、なんのことかしらねっ、わたしにはさっぱりわからないわっ！」

　赤い瞳ひとみが盛大に泳いだが、気付かないふりをしてあげるべきだろう。

　しかし問題がある。

　宗そう司じとしても、そこに触れるのは相当な覚悟と度胸がいることである。

　無論、物理的な意味でなく話題的な意味だが。

　一いち乃のは胸中を見透かされたせいで、宗司はへたれたせいで沈黙し、会話が切れた。

　互いに目を逸そらし、気まずい空気に居心地の悪さを感じている二人。

「そ、そうだわ。悪いのだけれど宗司、紅茶を淹いれてくれないのかしら」

　口実を見つけた一乃が言い、ついでに余計な一言も付け加えた。

「わたしが淹れても良いのだけれど胸が大きすぎて手元が見み辛づらいのよ」

「あ、ああ！　そりゃそうだよな！　わかった待っててくれ！」

　慌てたように席を立ち、宗司は紅茶の用意を始めた。

　作業をしながら深呼吸を繰り返して頭を冷やす。

　ちらりと一乃を見ると、彼女はそこにそれが存在することを確かめるように自らの胸に触れていた。撫なでていた。むにゅむにゅと軽く指先を埋めていた。

　宗司はうっかり手にしていたカップを取り落としそうになる。

「い、いかん……このままだと、おれは飲み込まれる」

　圧倒的、まさに圧倒的巨乳。もはや暴力的ですらある。

　あの巨乳に抗あらがわなければならないと宗司は精神を鋼はがねの意志で固める。

　心が揺らげば、間違いなくあの乳に飲み込まれてしまうだろう。

　乳とは海である、平たい胸が凪ないだ静せい謐ひつの美しい海だとするならば。

「あれは、嵐あらしの海だ」

　恐らく、もう当人にも何を言っているのか良く分かっていない。

　夢とはいえ、あまりの異常事態に少しおかしくなっているのだろう。

　きりりと険しい顔をした宗司は二人分のティーカップとポット、それにクッキーを入れた皿を盆に載せテーブルへ戻る。

「ほれ、紅茶だ。余ってたクッキーも一緒に」

「ありがとう、気が利くのね」

　テーブルの中央に盆を置くと、一乃は軽く身を乗り出してカップを手にした。

　彼女の上半身とテーブルに挟まれた、偉大なる乳がむぎゅぎゅんと押おし潰つぶされた。

「ぐうっ！」

　呻うめき声を上げ、宗司は自分のカップを手元に。残りを盆ごと一乃の方に寄せる。

「こ、この方がとりやすいだろ」

「あら、今日は随分と親切なのね」

「おれはいつだって親切だろう」

「ええ、知ってるわ」

　くすりと笑い、森もり塚つか一いち乃の（巨乳）は優雅に紅茶を飲む。

　宗そう司じも紅茶を飲んだが、味が良く分からなかった。

　ことり、と殆ほとんど音もなく一乃がカップをテーブルに置き。

　いきなり、大きく、座ったまま背伸びをした。

「んっ、んぅー」

「ぶっ……んぐっ、ぐっ……なんだ、いきなり！」

　もう少しで紅茶を噴き出すところだった。

　一乃が背伸びをした結果、丁度宗司の顔の高さに一乃の胸部が来ることになり。

　眼前で見事に揺れた。

　凄すごかった、局地的な地震でも起きたのかと思うぐらいに凄かった。

　あまりの凄さに気を取られ、もう少しで紅茶が変なところに入るところだった。

「なんだと言われても困るのだけれど」

　背伸びに文句をつけられた一乃は、少し迷うように赤い瞳ひとみを伏せ嘆息する。

「あなたも知ってのとおり、わたしって少しばかり胸が大きいでしょう」

「そこで謙けん遜そんする必要はあるのか？」

　宗司の疑問は軽やかに無視され、彼女はもう一度憂ゆう鬱うつそうに溜ため息いきを吐つく。

「肩こりが辛つらいの」

「それはなんというか、大変そうだな」

　宗司は思わず苦笑し、反射的に余計なことを言ってしまう。

「良かったら、揉もんでやろうか？」

「胸を？」

「肩に決まってるだろ」

「あら」

　一乃は悪戯いたずらっぽく赤い唇を吊つり上げ、長い黒髪をかき上げる。

「わたしは胸でも構わないわよ」

「おれが困るわ！」

「最近、胸が凝こって大変なの」

「凝らねえよ、基本的には脂肪の塊かたまりだろうが。もし凝ったら大変だぞ」

「さすが男の子、女の子の体には詳しいのね」

「授業でやるレベルの内容だろうが！」

「あらそうなの？　あなたって保健体育の成績だけは良いのね」

「ひどい濡ぬれ衣ぎぬだ！　あ、でも他ほかが微妙だから確かに保健体育だけ点数高いわ！」

「ほらやっぱり、わたしの言った通りじゃない」

　その胸と同じぐらいに余裕たっぷりの笑みを浮かべて、彼女は勝ち誇る。

　悔しいが、割合に反論の余地がない。保健体育は比較的簡単なので高得点が出やすい授業というだけの話なのだが。

「保健体育に強い白しろ崎さき宗そう司じくん、肩で良いから揉もんでくれるかしら」

「どう言い訳しても無駄みたいだな……他の奴やつには言うなよ」

「ふふっ、それはあなたの態度次第ね」

　実に楽しそうな一いち乃のの声、宗司は諦あきらめたようにため息いきを吐つき席を立つ。

　そのまま一乃の背後に回り、黒いセーラー服に包まれた細い肩に手を置いた。

「うつ伏せになった方が楽だぞ」

「そう、こんな感じかしら？」

　テーブルの上に胸を乗せ、その前に両腕を置き、授業中に居眠りするような姿勢で一乃が体を伏せる。

「ああそんな感じだな」

　言って宗司は肩を揉み始めた。最初から強くすると痛いだろうと思い、弱めにだ。

「うわ、肩ががっちがちだぞ。本当に凝こってるんだな」

「でしょう、胸が大きいのも大変なのよ」

「本当に困ってるんだと思うが、自慢にしか聞こえねえな」

「自慢なんてしてないわよ、まったく誰だれも彼も胸ばかり見てくるのだから嫌になるわ」

「……ごめんなさい、これからは見ないように気をつけます」

「気をつけてみなさい、訴えるわよ」

「なにその理不尽！」

「べ、別にセクハラで訴訟を起こして慰謝料がっぽり、ついでにあんたの社会的地位も叩たたき落してやろうなんて考えてないんだからねっ！」

「ツンデレぶってるけど言ってることが邪悪すぎる！」

「し、仕方ないわね。セクハラ男のレッテルを貼はられて社会から相手にされなくなったあんたが惨めだからわたしが面倒みてあげるわよ！」

「おお、これが噂うわさのデレ……いや待て、原因おまえだろただのマッチポンプじゃねえか」

「チッ、意外に鋭いわね。宗司の分際で余計な知恵をつけちゃって」

「分際と来ましたか、おまえはおれを何だと思ってるんだ」

「聞きたいの？」

「怖いからやめとく、ほんじゃちょっと強くするからな」

　喋しやべりながら揉もんでいた手に、少し力を込めた。

「あぁぁん、だめえぇ、そこは敏感なところなのぅ」

「肩だよ！　わざとらしく甘ったるい声出しやがって！」

「あら、サービスのつもりだったのだけれど」

　一瞬前に喘あえぎ声を上げておきながら、実にクールに彼女は言った。

　対称的に、宗そう司じの顔は真っ赤だ。一いち乃のがわざとやっていると理解していても、つい反応してしまう自分が悲しく宗司は顔をしかめる。

「余計なお世話だ、黙ってろ」

「仕方ないわね」

　素直に一乃が口を閉じ、宗司は肩かた揉もみを続けた。

　固く強こわ張ばっていた一乃の肩は徐々にほぐれ、血行も多少は良くなったのか。

「んっ……あっ…………はぁん」

　何か熱っぽい吐息を漏らし始めた。さり気なく顔を覗のぞき込むと、一乃の赤い瞳ひとみは潤み、頰ほおは薄桃色に上気していた。

　からかっている、わけではないようで。

「んぅ」

　恥ずかしげに唇を嚙かみ、もじもじと体を揺らしている。

　いけない、このままでは空気が桃色に染まってしまう。

　宗司はレッドゾーンに突入しつつある肩揉みを終わりにしようと、当たり障さわりなく一乃の現状に気付いているなどと思わせず紳士的に肩揉みを終了させる台詞せりふを考える。

「ええと一乃さん、肩も随分とほぐれてきた御様子ですし。肩揉みのやりすぎは良くないとも聞きますので。そろそろ終わってはいかがでしょうかと愚考しますですはい」

「はふぅ……そうね、これ以上やられたらわたしも本気になってしまうもの」

「本気がどういう意味なのかは聞きたくないが、危ないところだったのはよくわかった」

　間一髪であったようだ、安あん堵どして宗司は一乃の両肩から手を離す。

　しかし一乃はテーブルの上に伏せたまま起き上がらない。

「宗司、悪いのだけれど部室から出て行ってくれないかしら」

「は？　構わんがどうしたんだよ」

　珍しく一乃が躊躇ためらうような雰囲気があった。

「……よだれ」

「……はい？」

「…………だから、よだれ」

「…………はい？」

「よだれが垂れてテーブルと服が汚れたの！」

「申し訳ありません、自分配慮が足りませんでした！」

「五秒以内に出て行かないと、よだれをなめさせるわよ」

「すぐ出て行きます！」

　一瞬で踵きびすを返し、転がるように部室を出た。

「──ッ！」

　瞬間、気付き、一いち乃のにそれが見えないよう素早くドアを閉めた。

　夢の中の第三旧校舎、ゲーム同好会部室前の廊下に彼女はいた。

　室内の様子を伺っていたのか、顔が触れそうなほどすぐ傍そばに。

　長い白髪、黒い瞳ひとみ、一乃を幼くしたような顔立ち、白いワンピースと向日葵ひまわりの花。

　森もり塚つか終つい乃の、純白の少女、黒い向日葵。

『断罪の鎮魂歌アンフエール・アンジユ』なる運命の死神──宗そう司じの『敵』。

「……つうか、どうした？」

　突然の出現に警戒したのも一瞬、改めて目の前にいる彼女の姿を見れば警戒よりもむしろ困惑が先に立った。

「ど、どうしたも、こうしたもないですよ」

　言う終乃の顔は真っ赤で、声は上うわ擦ずり、黒い瞳は泳いでいる。

　体はぷるぷると小さく震え、まるで追い詰められた子犬のようだ。

「せ、せ、先輩がいつでも再戦に来いって言うから。あのウサ耳女を叩たたきのめして、の、乗り込んできたんだけど」

「あんまり手荒なことするなよ、あれでも一応女なんだから」

「してませんよ、っていうか五秒で白旗上げましたよ！」

「早っ！　明らかにやる気ねえなあのウサ耳！」

「まったくです！　で、リベンジに燃えてやって来たら……そ、その」

　一瞬燃え上がった終乃は、再び鎮火し声のトーンを落としてはちらちらと宗司を見る。

「ぶ、部室内から、卑ひ猥わいな声がして、こっそり覗のぞいたら、そ、宗司先輩がお姉ちゃんの背後に立ってなにやら卑猥な動作を……」

「待て誤解だ！　あれ、肩を揉もんでただけだから！」

「肩かた揉もみプレイですとぅ！」

「ちょっと上級者過ぎないか、それは」

「破は廉れん恥ちです！　『ぐへへへへへ、肩凝こってるねえ一乃ちゃーん、おおっと、手が滑った、ううーん？　胸も随分凝ってるじゃないか、グヘヘヘヘ』とかやるんですね、やるに決まってますこの性犯罪者！」

「今、おまえと一乃の血の繫つながりを海より深いレベルで確信した」

「こんな危険人物を生かしておいたら乙女の貞操が大ピンチです、また一つ敵対する理由が増えましたよ破は廉れん恥ち先輩！」

「うん、個人的にはさっきみたいな妄もう想そうしてるおまえの方が破廉恥だと言いたい」

「わたしのは正当な予測です！　ちゃんとじっくり観察した成果ですから！」

「観察してんじゃねえよ！　ん？」

　ふと宗そう司じが首を傾かしげた。

　気付かず終つい乃のはまくし立てる。

「読めましたよ宗司先輩、次はわたしの番だと言いたいわけですね。わたしが破廉恥な妄想をしていると言い掛かりをつけ強引に迫り言いい包くるめ未成熟な体を好き放題に弄もてあそび自分色に染め上げようとはまさに鬼畜の所業です！　許すまじ！」

　さっきとは別の意味で顔が真っ赤である。喋しやべりすぎたのか呼吸も荒い。

　宗司は軽く手を上げた。

「盛り上がってるところ悪いんだが、質問良いか」

「……なんです」

「つまり、おまえはその破廉恥な光景──いや、肩を揉もんでただけなんだがともかく、じっくり見てたということで良いのか？」

「……あ、いえ、そ、そんなことは決して、そのええと」

　指摘され気付いたのか、終乃は軽く涙目になり赤い顔を更に赤くする。

　宗司はじっと、終乃の顔を見詰めた。

　涙目の終乃が再び子犬のようにぷるぷる震え、盛大に視線を逸そらす。

「きょ、今日のところはこれぐらいで勘弁してやリます」

「まだ始まってもないだろ」

「うるさいですよ！　覚えてやがれです！」

　負け犬丸出しの捨て台詞ぜりふを残しながら、終乃が全速力で逃げ出した。

　廊下の向こうへと逃げていく終乃、長い白髪が白いワンピースの小さな背中になびき遠ざかるのを見送り宗司は嘆息した。

　森もり塚つか終乃、ある意味では一いち乃の以上の逸材かもしれない。

「そういや、まだかなあいつ」

　よだれの後始末にしては長いなと思い出し、ドア越しに声をかけてみた。

「おーい、一乃、まだか」

「もう良いわよ。ところで、さっきから廊下が騒がしいけれど誰だれかいたの？」

「あー、ちょっと迷子がな」

「そう、まあ入ってきなさいな」

「はいよ」

　終乃のことは適当に誤魔化し、宗司は部室のドアを開けた。

　メイドがいた。

「ふふっ、良くぞ帰ってきたわねご主人さま」

　メイド一いち乃のは赤い唇を吊つり上げて、長い黒髪を優雅にかき上げる。

　身に着けているのは正統派のメイド服だ。

　すなわち純白のホワイトブリム、紺色の清せい楚そなメイド服、同色のロングスカートとフリルのついたハーフエプロン。

　正統派であるため当然露出度は低い──ただし、当人の絶大なる巨乳により胸元だけは過剰に大きく盛り上がり否いや応おうなく強調されていた。

　むしろ正統派のメイド服であるからこそ強調された胸部の放つ引力は高まっているとさえ言えるかも知れない。

　プレゼントボックスがあれば、開けずにはいられないように。

「さあご主人さま、そんなところでぼうっとしていないで席に着きなさいな」

「あ、ああ……」

　メイド一乃が掌てでテーブルを指し宗そう司じを促す。

　宗司は半ば一乃のメイド服姿に見み蕩とれているような面持ちで席に着いた。

　改めて一乃のメイド服姿を眺める、スカート丈は足首やや上、ボタンも胸元まではめており隙すきがない。

「後始末にしちゃ長いと思ったら、全部着替えてたのか」

「嬉うれしいでしょう」

「凄すごく嬉しいです！　じゃなかった、まあ、それなりにな」

　ごほんと宗司が咳せき払ばらいをして誤魔化すと、一乃は赤い唇に手を当てくすりと笑った。

「まあ、そういうことにしておいてあげるわ」

「ありがとう、しかしまた何で突然にメイドなんだ」

「ふふっ、大した理由ではないわ」

　勝ち誇るように長い黒髪をかき上げ、一乃はその実に遠慮のない胸を張る。

　メイド服の内側ではち切れそうな胸部が更にぐいと持ち上げられ、布地の内側で窮屈そうに揺れ動く。

「強しいて言えば、普段から下僕として努力しているあなたへのご褒美かしら」

「そうか……じゃない、誰だれが下僕だ、誰が」

　一乃の巨乳に気を取られてうっかり下僕扱いを受け入れるところだった宗司が慌てて否定した。

　その間抜けさが面白かったのだろう、一乃はくすくすと愉快そうに笑いテーブル中央にあったティーポットを手にした。

「さ、紅茶は温め直しておいたわ。お飲みなさいな」

「おう」

「飲んだら、よだれのことは忘れなさい」

「……おう」

　そういうことか、と宗そう司じは苦笑する。目の前の白いカップの中に一いち乃のが紅茶を注ぐ、温めなおされた紅茶からは薄く細くひらひらと白い湯気が立ち昇る。

　ポットを置いた一乃が、今度はお茶菓子の皿からクッキーを一つ摘つまみ上げた。

「特別にクッキーの方も、わたしが食べさせてあげる」

「あーん、か、いやそれはさすがに気恥ずかしいんだが……」

　照れくさそうに言う宗司の言葉を聞きながら、一乃は自身のメイド服の胸元に手を伸ばし、ボタンを三つ上から外した。

「は？」

　宗司が変な声を出す、顕あらわになった一乃の胸元に視線が向かう。

　吸い寄せられそうな程に深く白い肌、形作られる深い深い谷間、彼女の細い指先はクッキーを半ばまで魅惑の谷間に差し込んだ。

　宗司の眼前へ胸を差し出すように前まえ屈かがみになり、一乃は言った。

「はい、あーん」

「あーんじゃねえよ、食えるか！　っていうか取れるか！」

　顔を真っ赤にした宗司が叫ぶ、これは無理だ、無理すぎる、谷間に指を差し込んでクッキーを摑つかんで食べるような度胸はない。

「あらかじめ言っておくけど、おさわり厳禁よ」

「さっきとは別の意味で取れるか！」

「馬ば鹿かな人ね、あなたの口は何のためにあるの！」

「ああなるほど、手じゃなくて口を使えと確かにそれなら触ってはいない──だからどうしたああああああ！　より危険になってるじゃねえか！」

「サービスとして、クッキーをとった後は谷間にお札を差し込んでも良いのよ」

「高いよクッキー最低でも千円……いや、もしかして安い、いや、やっぱり高いわ！」

「男の人って、こういうのが大好きなんでしょう」

「大好きさあ、もとい、人によりますね！」

「あなたは当然好きな側よね」

「えー、それに関しましては諸説ありまして。まずわたくしの意見を申しますに──」

「ああもう、ぐだぐだとうるさい男ね」

　ひょいと谷間からクッキーを摘み上げ、文句を言っている宗司の口に放ほうり込む。

「むがっ」

　驚き反射的に吐き出そうとするが一乃の手で口を封じられてそれでも出来ず、結局むがむが言いながらごくりとクッキーを飲み込んだ。

「お、おまえなあ……」

「さっさと食べないあなたが悪いのよ」

　悪びれもせず、胸のボタンを上から三つ開けた谷間メイドの一いち乃のは言った。

　赤い瞳ひとみを悪戯いたずらに輝かせ、しゃらりと長い黒髪をかき上げる。

「なにせ、まだまだ衣装は残っているんですもの」

「はい？」

　困惑する宗そう司じに向け、彼女は実に挑発的な──毒を持つ花に似た妖あやしくも魅力的な笑みを浮かべた。

「次はバニー？　それともチャイナ？　ナースもあるわよ」

「……え？」

「え、ということはチャイナね。良いわ着替えるから外で待っていなさい」

「いや待て、話の展開がおかしい！」

「別に私が着替えるのを見ていても良いわよ」

　毒花の笑みを浮かべたまま、彼女は四つ目のボタンに手をかけた。

　宗司は全力で部室を逃げ出す。

　この後、一乃が満足するまで延々とコスプレショーは続いた。






追憶　三　終わった世界で二人きり






「うなっひゃー、ちきゅーじんは、しゅーかくだー！」

「誰だれだこんなアホな夢を見ている奴やつはああああああ！」

　広大な砂漠の上を、砂に足をとられながら制服姿の宗司が全力で走り逃げていた。

　上空では空飛ぶバイクに乗った赤毛のネコミミ美少女──要するにフェルが、眼帯つけてトゲトゲだらけの制服を着て、玩具おもちやのようなレーザーガンを振り回している。

　ピチュンピチュン──ドカンドカン！

　気の抜けるような音と共に放たれたレーザー光線は、宗司の周辺に着弾しハリウッド映画さながらに砂を巻き上げ爆発を起こす。

「うなっひゃー、じんたいにはむがいな、あたっても、びりびりするだけのれーざーがんのいりょくをみたかー」

「知らんわアホか！　どの方面に向けて気を使ってるんだよ！」

　思わず宗司は叫んだ。

「ちっくしょう、誰かまず説明をしろおおおおおお！」




『二〇ＸＸ年、地球は突如としてネコミミ星人に侵略された』




「うわああああ、なんかナレーション的なものが聞こえてきた！」




『圧倒的科学力を誇るネコミミ星人の前に地球人類は為なす術すべもなく。ただ逃げ惑まどうだけであった』




「確かに逃げ惑ってるけど！　っていうかネコミミ星人って何だ！　何を目的として侵略して来たんだ。どうしておれはこんな砂漠に居るんだ！」




『地球人類は為す術もなく。ただ逃げ惑うだけであった』




「答える気ねえなこのナレーター！」

「うなっひゃー、こいつは、つかまえて、フェルの、よめだー！」

「ッ、しまった！」

　フェルのレーザー光線がすぐ隣に着弾し爆風を起こす。

　宗そう司じはナレーションに気をとられ足元が疎おろそかになっており、爆風に煽あおられ転倒する。

　次の攻撃は避よけられない、このままではビリビリ痺しびれさせられ、収穫され、フェルの嫁にされてしまう！

「なんてことだ！　男が嫁はおかしいだろとツッコミ入れ忘れるなんて！」

「こうかいするところは、そこなの？　ま、いっかー」

　飛行バイクに跨またがったフェルがレーザーガンの銃口を倒れた宗司へ向けた。

「危ない、ソージ！」

　突然、声がした。

　砂漠の向こう、百メートル程離れたところに人影、強い陽光に輝く銀色の髪。

　叫ぶと同時に彼女は肩に担いでいた対空ミサイル砲を発射した。

　戦車用を大幅に小型化したものだが、威力はともかく追尾性なら何一つ問題はない。

　狙ねらい違たがわず、空飛ぶバイクに着弾した。

「うなっー！」

　爆発が起こり、フェルは空飛ぶバイクごと砂漠に墜落する。

「うおおおい！　これちょっとやりすぎじゃねえ！」

　慌てて身を起こす宗司に、使い終わった対空ミサイル砲を投げ捨てた人影──銀髪碧へき眼がん、ブレザー姿の巨乳美少女、つまりはキリカが駆け寄って来た。

「大丈夫だよソージ、これは非殺傷性対異星人用ミサイル砲だもんっ！」

　ほら、と彼女が墜落したフェルを指差す。

「うなーん、うななーん、うなーん」

　砂漠の上で、フェルがごろごろ喉のどを鳴らしながら体をくねくね擦こすり付けていた。

　酔っ払って興奮しているみたいに、ネコミミがピンと立ち顔が赤くなっている。

「……なんだ、あれ」

「非殺傷性対異星人用ミサイル砲は爆発と同時にマタタビの粉をばら撒まくのさっ」

「なるほど、うん、まあいいや」

「そんなことよりソージ、異星人の仲間がやって来る前にシェルターまで逃げるよっ！」

「か、隠れ家？　よくわからんがとりあえずわかった！」

　がしり、とキリカが宗そう司じの腕を摑つかみ引っ張るように走り出した。

　やがて辿たどり着いたのは見覚えのある第三旧校舎。

「砂漠にいきなりボロ校舎って、シュールだなおい」

　ただし、恐らく異星人の攻撃のせいであろうが半壊している。

　とても住めたものではないように思えるが、キリカは気にせず部室に向かう。

　そして荒れた部室の一角、何の変哲もない木製の床をいきなり引っ張った。

　良く見れば木目に偽装された凹へこみがあり、地下への隠し扉になっていたようだ。

「ここだよ」

「ほう……普通だな」

　シェルター内部はそうとしか言いようがないぐらい普通だった。

　建売住宅のリビングダイニングキッチンをそのまま持ってきたような作りで、宗司は既視感さえ覚える。

　ソファーにテーブルの応接セット、向こう側にキッチンスペース、冷蔵庫や食器棚……

「あれ、これ、おれの家じゃね？」

「アハハッ、そーだよっ。キリカさん、ちょっと頑張って再現してみた。これからずっとここで暮らすんだし、住み慣れた造りの方が良いもんねっ」

「……ん？」

「まあ地下シェルターだし完全にそのままってのは無理だけどね、お風ふ呂ろとかもあるし、もう一個下の階にソージの部屋も用意してあるよ」

「ちょっと待ってキリカ、ずっとここで暮らすの？」

「そーだよ？」

　宗司に問われ、キリカは二つに括くくった銀色の髪を揺らしちょこんと小首を傾かしげた。

　そしてすぐに理解したようにぱんっと掌てを鳴らし太陽のような笑顔を浮かべる。

「安心してソージ、食料と水と医薬品とその他諸もろ々もろたっぷり五百年分あるからっ！」

「ああいや、てっきり異星人を追い返して地球を救うとかそういう展開かなと思ったんだ。うん、ここで暮らすのが規定路線ならそれはそれで良いや」

「アハハッ、それはそうだよ。だって地球なんてどうでも良いじゃん。わたしとソージさえ生きてれば、キリカさん何も気にしないよっ──アハッ！」

「さり気なく凄すごいこと言ってるぞおまえ」

　満面の笑みでそんなことを言うキリカがちょっと怖い。

　しかし見れば見るほど宗そう司じの家にそっくりだ、足りないのは。

「一いち乃のたちはいないんだな」

　宗司は何気なく呟つぶやいた。

　次の瞬間だった。




「え？」




　キリカの目から光が消えた。

　笑顔はそのままに、青い瞳ひとみだけが人知の及ばぬ深海の如ごとき闇やみに染まった。

　ぞぞぞぞぞぞ、と脊せき椎ついに氷柱を差し込まれたような悪寒が走る。

「いるよ、もちろん」

「そ、そうなんだ」

「ちょっと呼んで来るから待っててね」

「はい……お待ちしています」

　真っ暗な目をしたまま、キリカはスキップをしながらリビングを出て行った。

　青いブレザーの背中で、二つに結んだ銀色の髪が揺れていた。

　完全に彼女の姿が見えなくなり、宗司は腰が抜けたようにへたり込む。

「なんだったんだ、あれ」

　恐怖、理解できない恐怖、悪夢のようだ──あるいは悪夢そのものかもしれない。

　深呼吸し冷えた心臓を暖めていると、再び足音が聞こえた。

　宗司が立ち上がると同時にリビングのドアが開き。

「おまたせソージ」

　黒髪ロングに赤い瞳、黒いセーラー服姿のキリカが現れた。

　ちろちろと燃え続ける暗い炎に似た、おどろどろしい赤さだった。

　ごくりと宗司は唾つばを飲んだ、口の中がひどく乾いていた。

　キリカは鼻歌でも歌いだしそうな軽い足取りで宗司の傍そばまで、本当にすぐ傍まで、吐息が触れるほど傍までやって来る。

　赤黒い瞳が、心の奥底まで覗のぞき込んで来るように宗司の瞳を見詰めている。

「これでイチノなんていらないよね」

　鼓動が激しくなる。

「次は誰だれかな？　リリス？　フェル？　リア？　ウサ子でも良いよ、ねえ、次は誰になって欲しい。ソージのためなら誰にだってなってあげるよ。だってこのシェルターでずっとずっと二人きりで暮らすんだもんね。ソージのお願いは全部叶かなえて上げる、安心してわたしはソージ一筋だから、ねえ、だからずっと二人きりで良いよね、ずっと一緒で良いよね、ねえ、ねえ、ねえ、ねえねえねえねえねえねえねえねえねえ！」

　一度も瞬まばたきせず、一瞬も笑みは崩れず、赤い瞳ひとみのキリカが言い迫る。

　気付けば背後に壁があった。いつの間にか後あと退ずさっていたらしい。

「お、おれは、キリカは、キリカのままが良いな」

　声が震えていた。

　すーっと熱が下がるようにキリカの瞳から闇やみが消える。

　黒かった髪は銀色に、赤い瞳は青色に、黒いセーラー服はブレザーに戻る。

「アハハハ、もうソージってば恥ずかしいセリフだねっ」

　いつもの見慣れたキリカが、いつもの見慣れた笑顔を浮かべてバンバンと宗そう司じの肩を叩たたいて笑った。

「そうだ、おなか空いてない？　なにか作ってあげよっか」

「いきなりだなおい、正直あんまり食欲ないんだが」

「……え？」

「食欲はないけど、キリカの手料理なら食べられそうだからお願いしようかな！」

　不穏な空気を感じ取り、宗司は一瞬で自分の発言を捻ねじ曲げた。おかげで地味に恥ずかしい台詞せりふを言う破目になったが気にしている余裕はない。

　キリカはぽっと頰ほおを染め、照れたようにバンバンとまた宗司の肩を叩く。

「アハハハ、ソージってばお世辞が上う手まいんだからっ。そんなこと言ってもキリカさんの愛情たっぷり特製ごはんぐらいしか出て来ないよ」

　言って、キリカはくるりと背を向けキッチンスペースの方へ向かう。

　宗司は思わず安あん堵どの息を漏らす。

　背中を向けたままキリカが呟つぶやいた。

「でも──良かった」

　キリカが振り返る。

「もし、他ほかの女の子が良いなんて言われたら、キリカさん、壊れちゃうよ、アハッ！」

　一瞬だけ、ほんの一瞬だけ、宗司は青い瞳の中に無む明みようの暗黒を見た。

　宗司は顔を引きつらせ、乾いた声で笑うしかなかった。

　なるほど、悪夢だ。




　キッチンで料理をしているキリカは楽しそうだった。

「ねえソージは何かリクエストとかある？」

「急に言われても困るな……」

「んー、血とか髪の毛とか入ってても大丈夫？」

「大丈夫じゃねえよ！　じゃああれだ、ええと、スパゲッティ！」

「うんっ、じゃあミートソースにしよっかっ」

「しまったあ、すっげえ色々混ぜやすそうなメニューチョイスしちまった！」

「アハハハ冗談だよ、冗談っ──だってそんなことする必要ないよね、もうわたしの全部はソージのものなんだから。ごはんの準備も掃除も洗濯も全部キリカさんがやるんだから大丈夫ソージはすぐに全部キリカさんと一緒になるのアハハハハハハハハハ！」

「やだこの人なにを言ってるのかわからない！」

　宗そう司じの声は悲鳴に近かった。

　壊れたように笑っていたキリカはいきなりぴたりと止まり笑顔を浮かべる。

「あ、そうだ。どうせなら、今のうちにシェルター色々見ておいたらどうかなっ」

「ふむ……手伝いはしなくて良いのか？」

「大丈夫だよっ、簡単だし」

「じゃあまあ、お言葉に甘えるとするか」

「うん、行ってらっしゃい」

　料理中のキリカに見送られ、宗司はリビングを出た。

　リビングの外も見慣れた宗司の家で、違いといえば玄関が何ど処こにも繫つながっていないこと、二階へ伸びていた階段が地階へ向かっていることか。

　少し考え、宗司は階段を下りる事にした。

「にしても……」

　階段を下りながら、キリカの姿を思い出す。

　二つに結んだ銀色の髪、青い瞳ひとみ、青いブレザー、

　料理をするキリカはその上に、白いエプロンをつけていた。

　初うい々ういしい姿はまさに新妻キリカさん。

「うん、可愛かわいかったな、アレ」

　同じぐらい怖かったが、それは置いておこう。

　地階もやはり白しろ崎さき家の二階を模して作っているようだ。

　リリスの部屋がキリカの部屋になっており、その隣には宗司の部屋がある。

　部屋の中まで完全再現されているのだろうかと思いながら、宗司はドアを開けた。

「……マジかよ」

　部屋の中まで完全再現されていた。

　ただし半分だけ。

　隣室との壁が取り払われ、ど真ん中にダブルベッドが置かれている。

　ご丁寧に枕まくらはイエスノー枕だった。

「いや……」

　宗そう司じは枕をひっくり返し確認した、イエスイエス枕だった。

　拒否権はないらしい。

　思わず宗司が嘆息し、不意に、何者かの声が聞こえた。

「──ふふふふふふ」

　ダブルベッドの下から勢い良く飛び出してくる人影。

　雪色の髪、黒い瞳ひとみ、白いワンピース。

　黒い向日葵ひまわり、『断罪の鎮魂歌アンフエール・アンジユ』、森もり塚つか終つい乃の。

「諦あきらめないのがわたしの良いところ！　宗司先輩覚悟ですよ！」

「アホか黙れ！」

　宗司は全部を言わせなかった、台詞せりふの途中で終乃の口を掌てのひらで塞ふさぐ。

　この夢の中の、何か若干おかしなキリカに見つかったら何をされるかわからない。

　当たり前だが終乃は目を白黒させ、手を振り払おうともがく。

「むぐー、むがー、むがが！」

「良いか大声はやめろ、上に聞こえたら命に関わるぞ、おれの命じゃない、おまえの命にだ。わかったな、冗談じゃないんだ」

「むぐー？　むぐむぐ」

　疑問はあるようだが、宗司のあまりに真剣な様子に押され終乃が頷うなずく。

　宗司はゆっくりと終乃の口から手を離した。

「ふぅ……まったく寿命が縮まるぜ、夢の中だけど」

「ぷはあ……何なんですか宗司先輩、いきなりびっくりするじゃないですか」

「事情があるんだ」

「ま、まさか」

　はっ、と何かに気付いたように終乃が言った。

「かくれんぼプレイをしている最中……とか？」

「うわ絶妙に間違えてない」

　ただし、見つかるとアウトなのは終乃だけである。

　自分が危機的状況にあることも知らず、終乃は誇らしげに薄い胸を張った。

「ふふっ、わかりましたよ宗司先輩。鬼に見つけられたら、『今度は、服の中に隠れた本当のおれを探してみないかい』とか言ってえっちぃ展開に持っていくつもりですね」

「いや、残念だが本当の自分を探されるのはおまえだと思う……こう、内臓的な意味で」

「話がいきなり猟奇的な方向に行きましたよ！」

「馬ば鹿か！　だから大声を出すむぐー」

「宗そう司じ先輩こもがー」

　お互いに掌てのひらで相手の口を塞ふさぐ。目と目が合い、互いに頷うなずき、手を離した。

　誰だれかが──一人しかないが──階段を下りて来る音がした。

　ぞわりと宗司の背中に悪寒が走る。

「終つい乃の、ベッドの下に隠れてろ。絶対に出てくるなよ」

「え？　は、はい、わかりました」

　ただならぬ雰囲気を感じ取ったのか、終乃が慌ててベッドの下に隠れた。

　ガチャリと部屋のドアが開く。

「ソージ、ごはん出来たよー」

　新妻めいたエプロン姿のキリカが姿を見せる。

　にこにこと楽しそうな笑顔を浮かべて──何な故ぜか、マグロ解体用の一メートル近くある殆ほとんど刀に近い包丁を持っている。

「今日のミートソースは、自分で言うのも何だけど良い感じだよっ」

「そ、そうか楽しみだな」

「うん、ところでさ」




「ソージ、さっき誰と話してたの？」




　青い瞳ひとみが闇やみに染まった。

　ぶわりと背中に汗が吹き出る。動揺を表に出したら、終乃が危険だ。

「え？　誰とも話してないが、何かの聞き間違いじゃないか？」

　宗司のくせに珍しく、完かん璧ぺきなレベルで自然な演技であった。

　キリカにすら通用したのだろう、彼女の瞳から闇が晴れ実に可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

「あれそうなの？」

「独り言が変な風に反響したんじゃないかシェルターだし」

「アハハハ、そうかも。キリカさんちょっとナイーブになってたかなっ」

　気楽な調子で笑いながら彼女は何気ない動きで宗司の傍そば、つまりベッドの傍に立ち。

「えいっ！」

　ぐさり、と、いきなりベッドに刀と見み紛まがうようなマグロ包丁を突き刺した。

　ぐさり、ぐさり、ぐさり、ぐさり、ぐさり。

「な、え、え？　キ、キリカ、なにしてんの？」

「うんっ、もしキリカさん聞き間違いじゃなかったらベッドの下に隠れてるだろうなって思ったのさっ」

「へ、へえ……」

「でも良かったよっ。やっぱりソージはキリカさんに噓うそなんて吐ついてなかった。アハハッ、もし噓だったら、アハハッ」

　普段と何ら変わらぬ笑顔を、キリカは浮かべている。

「ネズミはちゃんと退治しないといけないもんねっ」

「は、ははははは、キリカは働きものだなあ」

「やだなソージ、そんなに褒めないでよ。もちろんソージには何もしないよ。悪いのはネズミだもんっ、ソージは絶対に悪くないよ、ソージが悪いわけないもん、むしろソージは騙だまされた被害者だよ、キリカさんがいっぱいいっぱい慰めてあげないとねっ」

「ああ、うん、別に騙されてないから安心していいぞ」

「うんっ、キリカさんソージが無事で安心だよっ。じゃ、ごはんはもうちょっとだから少ししたら上に来てねっ」

　ふわりと、銀色の髪を白いエプロンを揺らしてキリカが背を向ける。

　マグロ包丁を肩に担ぎ、ふんふんふーんと鼻歌を口ずさみながら軽い足取りで部屋を出て行った。

　彼女の足音が完全に聞こえなくなり宗そう司じは言った。

「もう、出てきても良いぞ」

「……な、なんなんですかあのひとぅ」

　終つい乃のは殆ほとんど泣きそうな顔をしていた、かたかたぷるぷる細い体が震えていた。

　良く見ればワンピースが何箇所か浅く切れている、傷がないのは不幸中の幸いか。

「怖いなんてもんじゃないですよ、怖すぎですよ。見てくださいよ、ここ、あの包丁掠かすって、本当に、死ぬかと、思ったじゃないですかあ」

「誤解するなよ、今回はちょっと夢の中ではっちゃけてるけど普段は良い奴やつなんだよ。おれの中で良い奴ランキング作ったら三位以内に入るぐらい」

　それはともかく。

「悪いこと言わないから今回は引き上げろ。また次の夢で相手してやるから」

「そ、そうしますけど、そ、その前に、あの」

　大粒の涙を浮かべた黒い瞳ひとみは、哀願するように宗司を見上げる。

「ふ、震えが止まるまで、ぎゅって、してくれませんか」

「……ああ」

　彼女は『敵』だ、それは間違いない。

　だが、震える子犬のような終乃を見捨てることは出来なかった。

　妹にするように、包み込むように宗そう司じは終つい乃のを抱きしめる。

「かかったなアホ先輩があ！」

「ごふううっ！」

　瞬間、がら空きの胴に物もの凄すごいストレートが叩たたき込まれた。

　悶もん絶ぜつして蹲うずくまる宗司、終乃は白いワンピースの腰に手を当て薄い胸を張り勝ち誇る。

「ちょっと怖い思いをしたからと、簡単にわたしがデレると思ったら大間違いですよ。かばってくれたことには感謝しているからこの程度で勘弁してやりますが次はねーですから、覚えておくが良いです宗司先輩！」

　でゅわっ、と何か良く分からない掛け声と共に終乃は再びベッド（穴だらけ）の下に潜もぐって行く。しばらくごそごそと動いている音がしたが、やがて聞こえなくなった。

「あ、あ、あの、女ぁ……次は絶対助けねえ」

　よろよろと宗司が立ち上がる。

　にゅっ、とベッドの下からまた終乃が顔を出した。

「あ…………ありがとうございます。それだけ言い忘れました」

　照れくさそうに頰ほおを染め、ぷいっとそっぽを向いたままそれだけ言うとまたベッドの下に引っ込んで今度こそ、この夢から出て行ったようだ。

　宗司は苦笑して、肩をすくめた。

「やれやれ、難儀な奴やつだなあ」

　部屋を出て、階段を上がり、リビングへ向かった。

　その間にこれからどうするか、キリカのことを考えていた。

　確かに少しばかりキリカはおかしくなっているかもしれないが、彼女が何を望んでいるのかはこれ以上ないぐらいに明確だった。




　テーブルの上にはミートソーススパゲッティにコンソメスープと簡単なサラダが用意されていた。

　キリカはエプロンを外したいつものブレザー姿、宗司の正面に座って青い瞳ひとみに期待の色を込めてじっと見詰めている。

　見詰められて多少居心地の悪さを覚えながらもフォークでスパゲッティを巻き口に運ぶ。トマトの適度な酸味と旨うまみが口に広がり、思わず宗司の眉まゆが上がった。

「美う味まいよ、キリカ」

「えへへへー、でしょう結構頑張ったんだよ」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんで、キリカもフォークに手を伸ばした。

　くるくるっと器用にスパゲッティを巻き、もぐもぐと美お味いしそうに食べる。

「うんっ、さすがキリカさん、料理上手で素敵なお嫁さんだねっ」

「そうだな。これからも期待してるよ」

「へ？」

「いや、どうせこれから二人きりで暮らすんだろ……ああ」

　忘れていた、と、宗そう司じがフォークを置いた。

「結婚しようか、キリカ」

「え？　え？　え？　えっと？　え！」

　現実に思考が追いつかないのか、何度も何度も困ったような声を上げる。

　ぽろぽろと青い瞳ひとみから大粒の涙が零こぼれ落ちる。

「……泣くなよ。こんなことで」

「だってぇ……」

　宗司は立ち上がり、キリカの傍そばに行く。

「泣くなよ」

　椅い子すに座ってえぐえぐと泣いているキリカを、両腕で包み込むように抱きしめた。

　キリカもそっと宗司の体に腕を回し──思い切り爪つめを立てた。

「あいだだだだだだ」

「嬉うれしいけど、どうせプロポーズするならもっとロマンチックにしてよぅ」

「ごめんごめんごめん、っていうかおれにそんな器用なこと出来るわけないだろ！」

「許さないもんソージのバカー、一生優しくしてくれないと許さないもん！」

「わかった、覚えとく」

「絶対忘れちゃダメだからねっ、忘れたら怒るから」

「ああ、絶対に忘れない」

「じゃあ、もうちょっと泣くから……優しくして」

「かしこまりましたよ、お姫さま」

　キラキラと光る銀色の髪を梳すくように、宗そう司じはキリカの頭を撫なでる。

　キリカが泣き止やむまでずっとそうしていた。

「まったく、これからが大変そうだな」

　それから、二人はずっと夢の世界が終わるまで幸せに過ごしましたとさ。

　めでたしめでたし。






追憶　四　奴の名前はメイド怪盗リリス






　気付くと、妙な場所に妙な格好をして立っていた。

　場所はどこぞの洋館のホールようだ。足元には緋ひ色いろの絨じゆう毯たんが敷かれ、天井には豪ごう奢しやなシャンデリア、奥には備え付けの柱時計と螺ら旋せん階段があり二階は回廊になっている。

　宗司はいつもの学ラン、の上に焦げ茶色のトレンチコート、頭には同色のソフト帽という極めて怪しい格好をしていた。

　状況がまるで飲み込めない、これではまるで推理小説に出て来る探偵だ。

　そして、これが一番重要なことなのだが。

　ホールには宗司の他ほかに四人の人物が居た。

　一人はこの館やかたの主あるじらしき女で、リリスだった。

　リリスが歳としを経て美しく成長したらこうなるだろうという美女で、髪を高く結い、どこかアンニュイな雰囲気を醸し出す肩の開いた黒いイブニングドレスを着用している。

　艶あでやかな黒いドレスの胸元から零こぼれそうな程に豊かな胸をしていた。

　女主人リリスの傍かたわらには、メイドが控えていた。

　これもリリスだった。

　リリスが宗そう司じと同じ年とし頃ごろになったら、こうなるであろうという少し大人びたリリス。

　小さなポニーテイルにまとめた髪にホワイトブリムを載せ、清せい楚そな紺色のメイド服を着ている。

　表情もなく無言のまま女主人リリスの影に佇たたずむ姿は彫像のようですらあった。

　次に、やや離れたところにやっぱりリリスが居る。

　年齢は恐らく女主人リリスと同程度で、シャープな印象を与えるフレームレスの眼鏡をかけ、女性用のスーツを着用していた。

　タイトスカートからすらりと伸びた足が実に魅力的だが胸はあまりなく、無線機のようなもので誰だれかと会話をしている。

　最後に宗司の隣に、恐らくもう予測はついているだろうがリリスが居た。

　実に見慣れたリリスで、着ているのも見慣れたペールオレンジの変形ブレザー──制服姿である。

　虹にじ色の瞳ひとみでじっ、と宗司を見詰めていた。

　四者四用のリリスに囲まれた宗司は思わずガッツポーズをした。

「やったぜ、リリス天国じゃねえか！」

「何をわけのわからないことを言っているんですか兄さま、依頼人の前ですよ」

　最高の夢だとテンション鰻うなぎ登のぼりになっている宗司の腰を、隣に立つノーマルリリスが肘ひじで小突いた。

「……依頼人？」

　リリス天国に浮かれていた宗司だったが、言われて何となく察する。

　このトレンチコートにソフト帽という定番の格好、そして良く見れば隣に立つノーマルリリスの腕に『助手』の腕章。

「なあリリス、もしかしておれが探偵でリリスはその助手だったりする？」

「何を言ってるのですか兄さま、そうに決まっているではありませんか」

「マジか、じゃあ、あの……大人リリスみたいな人が依頼人？」

「その通りです兄さま、だから早くご挨あい拶さつしてください。この依頼が失敗したら事務所の家賃が払えなくなります」

「ああ」

　これがどういう夢であるのかを理解し、宗司は視線を女主人リリスに向ける。

　出来る限り探偵らしい口調というのを考えながら、口を開いた。

「はじめまして、探偵の白しろ崎さき宗司です。あなたが依頼人の……」

「リリス、と申します。白崎さま」

　黒いイブニングドレス姿の女主人リリスは優雅な微笑ほほえみを浮かべた。

「夫のリリスに先立たれ、早三年、若い体を持て余す美び貌ぼうの未亡人です」

「なるほどそれは大変だ。いやあ、それにしても大人なリリスも美人で良いなあ」

「兄さま、デレデレしないでください、そして明らかなツッコミどころをスルーしないでください。この場合は体を持て余す宣言に反応すべきです」

　さすがはシスコンを抉こじらせた男、白しろ崎さき宗そう司じ、相手が明らかに自分より年上でも普通にシスコンを発揮している。

　隣の助手リリスにじとっとした目で睨にらまれ慌てて表情を引き締めた。

「こほん、失礼しました」

「お気になさらず」

　女主人リリスは柔らかく微笑ほほえむと、すっと一歩前に出る。

「お近づきのしるしに、こちらをどうぞ」

　ぎゅっと、柔らかな両手で包み込むようにして宗司の右手に何かを握らせた。

　それは硬い金属の感触がした。女主人リリスが手を離し、宗司は右手を開く。

「鍵かぎ？」

「実はそれが」

　ぽっ、と赤く染まった頰ほおに手を添え女主人リリスは少女のようにはにかむ。

「リリスの寝室の鍵ですわ」

「いや、これをどうしろと」

「白崎さま……わたくし、既に妻となる覚悟は出来ていますわ！」

「いけない意味がわからない！」

「一目惚ぼれですの。それに、探偵といえば依頼人とのラブシーンは必ひつ須すですわ」

「言われてみれば、そうかもしれない」

「納得しないでください兄さま」

　小突く、というレベルではない肘ひじ打うちが宗司の脇わき腹ばらに入った。

　なかなか見事な威力に、宗司は声も出せずに悶もん絶ぜつする。

　助手リリスは拗すねたような怒ったような、むすっとした顔で腕組みをし兄を見下ろす。

「な、何をするんだマイ助手リリス」

「何をする、ではありません兄さま。確かによくある展開ですがリリスは認めません、そもそも早すぎます。出会って十分も経たってませんよ」

「いいえ」

　ぐっ、と力強く拳こぶしを握り女主人リリスは断言した。

「愛に時間は関係ありませんわ！」

「だよね！」

「えいっ」

「ぐほっ！」

　今度は膝ひざが入った。悶もん絶ぜつする兄をスルーして助手リリスが一つ咳せき払ばらいをする。

「そろそろ依頼の詳しい内容をお聞きしたいのですが、電話では警備の手伝いとしか聞いていませんので」

「では僭せん越えつながら、リリスが」

　つい、とメイドのリリスが一歩前に出た。

　あらかじめ説明は彼女がすると決まっていたのだろう女主人リリスは何も言わず黒いイブニングドレスの胸元から取り出した羽扇で口元を隠した。

　ついでに宗そう司じも立ち上がり目線をメイドのリリスに向ける。

　メイドリリスも職業的な無表情を浮かべたまま淡々とした声で説明を始めた。

「白しろ崎さきさまには警察と協力して、当家の家宝『紺こん碧ぺきの涙』を守って欲しいのです」

「……紺碧の涙」

　きりりと真面目まじめな顔をして宗司が呟つぶやく、名前からして何らかの宝飾品であろうか。

「それにしてもメイドリリス可愛かわいいな」

「兄さまはちょっと黙っててください」

「オッケー、お兄ちゃん黙ってる」

　割と普通に怒られてしまった。しかし、当の本人は真面目まじめくさった顔で『怒ってるリリスも可愛いなあ』などと考えている。

　かなり駄目な宗司を置いて、説明は続いていた。

「先日、あの有名なメイド怪盗リリスから当家あてに予告状が届きました」

「──ッ、あの有名なメイド怪盗リリスから、なるほど、それで兄さまに協力を」

「はい、何度となくメイド怪盗リリスと対決している白崎さまならば、『紺碧の涙』を守ってくださるのではないかと」

「予告状を拝見できますか」

「どうぞ、こちらになります」

「拝見します……『今晩深夜十二時に紺碧の涙を頂きに参上します』ですか」

「はい」

「あの、何か普通に話が進んでいるところ申し訳ないんだがちょっと良いかな」

　たっぷりメイドリリスを堪たん能のうした宗司が口を挟んだ。

　自然に、女主人リリスとメイドリリス、そして助手リリスの視線が集まる。

　宗司は少し困ったような顔をして、言った。

「メイド怪盗リリス？」

「はい、その通りです兄さま。兄さまもご存知の通り、メイド変装の達人にして、メイド潜入のプロフェッショナル。いかなる場所にもメイドとして忍び込む神出鬼没の怪盗」

　別にご存知ではないが、今更それを言っても仕方ない。

　宗そう司じは困ったような顔のまま、メイドリリスを指差した。

「じゃあ、犯人そこのメイドリリスで決まりじゃね？」

　一瞬、ホールが静まり返った。

　くすくすと助手リリスが笑い、羽扇の陰で女主人リリスも小さく笑う。

「ふふっ、兄さまったら冗談がお上手なんですから」

「そうですわ、リリスったら一瞬本気にしてしまいました」

「ままままままままったくです、確かにリリスは先日雇われたばかりの新参メイドで、謎なぞの腹痛によりリリス以外のメイドは寝込んでおり、掃除という名目で館やかたの隅々まで観察し、逃走経路として良さそうな場所をピックアップしていますが、一体何の証拠があってメイドのリリスがメイド怪盗リリスの変装だと見破ったというのかさっぽりわかりません」

　一人、凄すごく分かりやすく動揺していた。

　相変わらずの職業的無表情を浮かべているくせに、目はきょどきょどと泳ぎ、全身がガクガクと気の毒なぐらい震えている。

「その……なんか、ごめん」

「べべべべべ別に謝罪される必要はありません。こほん……話は全然変わりますが、白しろ崎さきさまメイドはお好きですか？」

「ふっ、そんなことを聞くもんじゃないぜお嬢さん──大好きに決まってるだろ！」

　一瞬、ソフト帽を傾け格好をつけたかと思えば、宗司は無意味に力強く宣言した。

　きらん、と無表情の中でメイドリリスの瞳ひとみが輝く。

「実はメイドのお仕事は短期契約でして、丁度明日で期間満了なのです。白崎さまさえよろしければリリスのご主人様に……」

「なん……だと……」

　宗司が極めて真剣な顔で食い付いた所で、メイドリリスはわざとらしく不安そうな顔をして、ちらちらと上目遣いに宗司を見上げた。

「ああ、でもリリスはメイド怪盗リリスではないかと疑われた身」

「くっ、誰だれだそんなあらぬ疑いをかけた奴やつは、許せん！」

「メイド怪盗の濡ぬれ衣ぎぬを着せられ逮捕されてしまっては、白崎さまにお仕え出来ません」

「大丈夫だ、リリスはおれが守る！」

「白崎さま、いいえ、未来のご主人さま！」

　どこからともなく、荘そう厳ごんな音楽が流れ始めた。

　パシャリとスポットライトが点灯しメイドリリスと宗司を照らす。

「感動的な展開ですわね」

「……そうですか」

　本当に感動的だったかはともかく女主人リリスはそっと涙を拭ぬぐった。

　助手リリスの方は虹にじ色の瞳ひとみで、宗そう司じを殆ほとんど睨にらむように見ながらむすっとしていた。

　そしてメイドリリスが映画のクライマックスのように、赤い絨じゆう毯たんの上、紺色のスカートを純白のロングエプロンを揺らし宗司の胸へと飛び込んで行く。

　宗司は宗司で無駄にカッコよく白い歯を輝かせ、両手を広げた。

「おいでリリス！」

「はい、ご主人さま！」

「はい、兄さま！」

　そしてメイドリリスより一瞬早く、助手リリスが横合いから宗司の胸に飛び込んだ。

「え？」

「どうかしましたか？」

「いや……え？」

　宗司は戸と惑まどい、抱きついている助手リリスと抱きつく一歩手前で停止しているメイドリリスを交互に見やる。

　助手リリスは虹色の瞳で宗司を見上げ、ちょっと拗すねたように口唇を尖とがらせる。

「別にリリスが抱きついても良いですよね、リリスもリリスですから」

「よくありません。今のは明らかにリリスが抱きつくシーンです」

「あらでも、その考え方があるならリリスが抱きついても問題ないですわね」

　メイドリリスが眦まなじりを吊つり上げ、正面から開き直ったように抱きついて来た。

　更に女主人リリスが、恐らくは面白がって助手リリスの反対側から抱きつく。

「ええい、離れなさいこのメイドに年増！　兄さまにはリリスが居ればいいんです」

「ご主人さまを癒いやすのはメイドの務め、醜い独占欲をむき出しにする鬼助手は引っ込んでいてください」

「経験豊富で包容力のあるリリスこそ、探偵という仕事をしている白しろ崎さきさまにはお似合いではないかしら」

　そのまま取り合いが始まり宗司はもみくちゃにされるが。

「ハッハッハッ、やめろよリリスー、動けないだろー」

　全然困った感じのしない、凄すごく幸せそうな顔をしていた。

「その通りだ、いい加減にしたまえ！」

　不意に、凛りんとした声がシャンデリアに照らされたホールに響いた。

　思わず全員の視線が声のほうを向いた。

　スーツ姿のキリリとしたリリスが、赤い絨毯の上を早足でこちらへ歩いて来る。

「まったく、もうすぐ予告にあった十二時だというのにいつまで遊んでいるのかね。リリスは情けないよ白崎探偵」

　宗そう司じたちの前まで来ると、フレームレスの眼鏡をくいと持ち上げ腕組みをする。

　宗司は首を傾かしげた。

「……えーと？」

「ちょ、ちょっと待ちたまえキミ！　何だその『あれ、こんな奴やついたっけ？』みたいな反応は。いただろ、最初からいただろ、確かにロビーの隅っこで警備の打ち合わせをしていたから会話にも参加できなくて目立たなかったけど」

「あ、ああ！　確かにスーツに眼鏡のちょっとクールなリリスも可愛かわいいなと思った。うんっ、更に男っぽい喋しやべり方をする点もプラスされて超可愛い！」

「そうそう……か、可愛いは余計だ馬ば鹿か者もの！　ライバルに向かって何を言う！」

　クールそうな外見の割りに照れ屋なのか、スーツ姿のリリスがちょっと頰ほおを赤くする。

　宗司に抱きついたまま助手リリスは軽く嘆息した。

「お久しぶりですリリス警部」

「助手クンか、久しぶりだね」

「はい、これで十六度目の勝負ですか」

「ふっ、その通りだ。今回も、リリスが勝ちを頂くよ」

　なるほど、探偵と張り合うライバルの刑事役かと宗司は一人で納得する。

「因ちなみに、戦績はどんなもんなんだ？」

「十四勝一敗です」

「おお！」

「兄さまが十四勝している方です」

「無能じゃねえか！」

「無能って言うなぁ！　負けてない、リリスはまだ負けてないんだからな！」

　顔を真っ赤にしてリリス警部は言い張る。凄すごく悔しそうな、少し泣きそうな顔がもうとにかく可愛い。ちょっといじめたくなるタイプの可愛さだ。

「い、言っておくがな、館やかたの周辺はリリスの部下が完かん璧ぺきにガードしている。いくらメイド怪盗リリスといえどもこの警備を突破して侵入は不可能。今回はキミの出番はないぞ白しろ崎さき探偵！」

「うん、頑張れリリス、お兄ちゃん応援してる！」

「ライバルを応援するなあああああああああ！」

「顔真っ赤にして叫ぶリリスも可愛いなああああああああああああああああ！」

「あああああもう、なんでリリスのライバルはこんな馬ば鹿かなんだあああああああ！」

　ああああああああ──ホールに宗司とリリス警部の叫びがこだました。

「さて、警備を頼まれた探偵としてお聞きしたいのですが、その『紺こん碧ぺきの涙』とやらはどこにあるんですかね」

「こら、いきなり素に戻るな。リリスが可哀かわい想そうな子みたいだろ！」

「さすがは兄さま、見事な切り替えです」

「さすがは未来のご主人さま、いつでも仕事を忘れない姿勢が立派です」

「さすがは未来の旦だん那なさま、そのクールな態度に惚ほれ直しましたわ」

「ハッハッハッ、そんなに褒めるな。照れるだろ」

「……キミたちが甘やかすから、この探偵は際限なく駄目になるんじゃないのか」

「フッ」

　ソフト帽の端を傾け、宗そう司じはニヒルに笑う。

「妬やいてるのかい、リリス」

「そそそそそそんなわけあるかあ！」

「……冗談のつもりだったんだが、まあいい。それで肝心の『紺こん碧ぺきの涙』は」

「それでしたら、こちらになりますわ」

　女主人リリスは羽扇を畳み胸の谷間に収め、改めて胸の谷間から小さなリモコンを取り出し、スイッチを押した。

　音もなく、ロビーの床、宗司たちのすぐ傍そばに五十センチ四方程度の穴が開き。

　同じサイズのガラスケースが迫せり出だして来た。

　おお、とリリスたちが感嘆の声を上げる。

　宗司もまた眼まな差ざし鋭く、それを見た。

「これが、当家の家宝『紺碧の涙』です」

　ガラスケースの中には、まさに見事な紺碧の……スクール水着が飾られていた。

「おい、これを狙ねらう怪盗と、これを家宝にしてる家と、『紺碧の涙』なんて名前つけた奴やつのどれにツッコミが必要だ！」

　丁度、そのタイミングだった。

　ホールの壁際で柱時計が、鳴り始めた。

「しまった、遊んでいる間に予告の時間になってしまったぞ！」

「やべえ、おれ何もしてねえぞ！」

　鐘の音に合わせたように──事実、メイド怪盗リリスがそのように仕掛けておいたのだろうが──シャンデリアの明かりが消えホールは突如暗くら闇やみに包まれた。

「大丈夫ですわ、すぐに非常用の予備電源に切り替わります」

　女主人リリスの言うとおり、再びホールに明かりが灯ともる。

　暗闇があったのは、長く見積もっても一分程度であろう。

「兄さま、見てください！」

「信じられません……まさか」

「なんということだ！」

「これは、どうしたことですの……」

　ガラスケースの中から、『紺こん碧ぺきの涙』は忽こつ然ぜんと消失していた。

　すかさずリリス警部が通信機で外部の警官たちに連絡を取る。

「窓も含めて全すべての出入り口を固めるんだ、猫の子一匹外に出すな！」

「……どうしましょう、兄さま」

　虹にじ色の瞳ひとみに不安の色を宿し、助手リリスが宗そう司じを見上げた。

　物静かな眼まな差ざしで空のガラスケースを眺めていた宗司が、彼女たちの方へ向き直る。

「全員動くな」




「犯人は、この中に居る！」




「なっ──！」

　リリスたちが揃そろって絶句し、宗司を見た。

　一方、勢いで言ってみた宗司はこれからどうしようか困っていた。

　何というか犯人は確定したようなものだが、そのまま指摘して良いものか。

　ちらとメイドリリスを見ると、案の定動揺しまくっている。

　くい、と宗司はソフト帽のつばを下げ淡々と語り出す──とりあえずそれっぽいことを語って時間を誤魔化すのだ。

「……まず、メイド怪盗リリスは変装の達人だ。何食わぬ顔をして関係者の中に紛れ込んでいる可能性は充分にある。だからこそ、リリス警部はあえてこのホールには警官を配備しなかったのだろう」

「くっ……そこに気付いていたとはさすがはリリスのライバル」

　事実関係者が少ないほど潜もぐり込むのは難しくなる、確かに考え方としては悪くない。

「先程の停電のどさくさでメイド怪盗リリスは確かに『紺碧の涙』を盗んだ、しかし、それだけだ。無事に館やかたから『紺碧の涙』を持ち逃げ出してこそ完かん璧ぺきに盗んだと言える」

「つまり白しろ崎さきさまは、既にメイド怪盗リリスはこの場から逃げてしまっていると？」

「いや、それも難しい。停電の時間は短すぎるし、館の外は警官が固めている」

　つまり、と彼は続けた。

「怪盗メイドリリスはまだ、『紺碧の涙』を隠し持っている」

「──ッ！　なるほど、確かに……だが、隠し持つといってもどこに」

「簡単だ。着れば良い」

「なるほど！　やるじゃないか白崎探偵、さすがリリスのライバルだ」

「フッ……」

　内心、宗司は冷や汗だらだらであった。推理としては適当極まりなく、穴も山盛りだ。

　そもそも一分足らずの停電で、スクール水着に着替えるとか無理がありすぎる。

　雰囲気に飲まれて何となく周囲を納得させたし、後は、所持品検査と称して適当にメイドリリス（間違いなく犯人）と二人きりになり、『紺こん碧ぺきの涙』を返して貰もらう代わりに見逃すと交渉すれば良い。

　はずだった。

「わかりました兄さま、リリス、潔白を証明するために脱ぬぎます！」

「はいぃ！」

「確かに、それが一番手っ取り早いです」

「恥ずかしいですけれど、仕方ありませんわね」

「仕方ない、犯罪捜査のためだリリスも脱ごう」

　いそいそと、何な故ぜかちょっと楽しそうな顔をして脱ぎだすリリスたち。

　予想外過ぎて止めるのも忘れてしまった。

　ぷつり、と女主人リリスがイブニングドレスの背中のボタンを外し。

　するり、とメイドリリスがメイド服の胸元のリボンを解ほどき。

　ふわり、と助手リリスが制服の上着をロビーの赤い絨じゆう毯たんに落とす。

　かちり、とリリス警部がスーツのスカートのホックを外した。

「ちょ、ちょっと待て！」












　我を取り戻した宗そう司じの静止は、少しばかり遅かったかもしれない。

「良いんです、リリス、兄さまになら見られても……」

「未来のご主人さまのために、リリスはこの身を捧ささげます」

「他ほかの人ならばともかく、旦だん那なさまのためならば後悔はありませんわ」

「か、勘違いするな。リリスはあくまでライバルとして無実を証明するためにだな……」

　妙なところで健けな気げさを発揮したリリスたちは止まらない。

「だから──ちゃんと、見てくださいね」

　リリスたちの白い肌が、まだ一部とは言え顕あらわに──

　バァン！

「リリス警部、館やかたの外を歩いていた不審者を逮捕しました」

「メイド怪盗リリスの可能性が高いと思い連行しました」

「ち、違いますよ！　わたしは単に宗司先輩をぎゃふんと言わせようと思って！　っていうか何でこんな同じ顔の人がいっぱいなんですかこの夢！　悪夢ですか！」

　がっちりと左右を婦人警官リリス（ミニスカート）に固められた、終つい乃のが現れた。

　天の助けとばかりに宗司はリリスたちに背を向け、ロビー入り口の方を向き。

「すまん終乃！」

「いきなり謝罪された！」

　目を白黒させて戸と惑まどう終乃を、宗司はずびりと指差し宣言した。

「犯人はこいつだああああああああああああ！」

「えええええええええええええええええええ！」

　終乃の尊い犠牲により、リリスたちが脱ぬぐ必要はなくなった。

　一つの危機は回避された。

　問題は……この後、どういう推理をでっち上げて話をまとめるかだ。

「チッ、良いところで邪魔が入りました」

「はい、もう少しだったのに」

「惜しかったですわね」

「べ、別にリリスはどうでも……」

　背後のリリスたちは未いまだ、虎こ視し眈たん々たんと脱ぐチャンスを狙ねらっているぞ。

　頑張れ宗司！






追憶　五　不治の病に侵された薄幸のネコミミ美少女、という設定






　窓辺で白いカーテンが揺れていた。

　空はどこまでも高く、果てしなく遠く。

　彼女の手は決して届かない。

　彼女の体はこの安っぽい寝台から離れられず。

　彼女の魂はこのちっぽけな病院から飛び立つことはない。

　それでも僅わずかな慰みはあった。

　空を飛ぶ鳥、夜に瞬またたく星、季節の匂においを宿した風。

　そして一本の老いた樹木。

　儚はかなげな色を瞳ひとみに宿した、赤毛のネコミミ少女はベッドの上で寂さみしげに呟つぶやく。

「ああ、あの木から最後の一葉が落ちるとき、私の命も終わるのね」

「あれは常緑樹だ」

「……うな、つまり、いちねんじゅう、かれない？」

「枯れないな。後から後から葉っぱ増えるし」

「うなー」

　ぱかっ、と赤毛のネコミミ少女──要するにフェルは大口を開けると。

「ねこみみふぁいやー」

「うわあああああああ、木を燃やしやがった！」

「ああ、あの木から最後の一葉が落ちるとき、私の命も終わるのね」

「その論理で行くと、おまえの命はあと十分ねえぞ！」

「……そうじ、ふじのやまいにおかされた、はっこうのねこみみびしょうじょにむかって、つっこみが、はげしすぎる。もっと、やさしくしやがれ」

「やかましいわ！」

　確かに、ここは病室だ。

　フェルは入院患者らしく猫さん柄のパジャマを着用して、ベッドの上に居る、が。

「おまえ、めっちゃ元気そうじゃねえか！　顔色マックス良いし、サイドテーブルにはお菓子とコーラ山積みだし、どの辺が病弱そうなんだ！」

「おかしと、こーらばかり、たべたら、そら、からだもよわく、なるよね」

「ただの不摂生じゃねえかあああああああああああああ！」

「おかげで、また、おぱーいが、おおきくなった」

　たゆゆんと、フェルがわざわざパジャマ越しに胸を持ち上げてみせる。

　宗そう司じは顔を赤く、ではなく、青くしてキョロキョロっと周囲を見た。

「馬ば鹿かやめろ、それが一いち乃のに聞こえてみろ死ぬぞ！」

「だいじょーぶだよ、ここ、フェルの、ゆめだし」

「……あん？」

　確かに、ここはフェルの夢の中だ。

　一乃の夢を通り、キリカの夢を通り、リリスの夢を通り辿たどり着いた。

「すごいでしょー、フェル、じぶんが、ゆめをみているじかく、あるんだぜ」

「マジかよ本気で驚いた……まあフェルだしなあ」

「うなっなっなー」

　赤毛の上でネコミミをぴっこぴこ揺らし、からからと笑う。

「だからまー、いっしょに、あそぼうぜ」

　ぱちん、とウインクを一つ宗司に向けた。

　宗司は軽く嘆息して肩をすくめ、傍そばにあった見舞い客用の椅い子すに腰を下ろす。

「負けたよ」

「おっけー、じゃあ、もういっかい、さいしょからやろうぜ」

「最初から？　まあ構わんが、なんだ、こだわるじゃないか」

「うなっなっなー、たまには、フェルも、かわいいところみせとかないとな、ひろいんとして、にんきをかせぐのさ」

「もうその発言が可愛かわいくないぞー、打算たっぷりで汚れてるぞー」

「ばかやろー！　さいきんのひろいんは、かわいいだけじゃ、やってけねーんだよ」

「……世知辛い世界で生きてんなあ、おまえ」

「だいじょーぶ、フェル、けっこう、たのしんでるから」

「まあ楽しんでるなら何よりだ」

「そうじは、たのしくないの？」

「割と楽しい、悪くないな」

　と、先程座ったばかりの椅子から立ち上がった。

「んじゃ、フェルのヒロインポイント稼ぎに付き合ってやるか」

「うなー、こんどは、はなたば、ほしいなー」

「花束ね、わかったよ」

　ぱたぱたと、両手と両耳を振るフェルに見送られ宗司は病室を一度出た。

　夢の中の病院を歩き、売店を探し見舞い用の花束を手に入れる。

「……いかん、良く考えたら花とか全然わからんぞ。見舞いだから菊はまずいよな」

　結局、名前を知っているという理由で薔ば薇らをチョイスした。

　丁度その赤さがフェルを思わせるというのもあった。

「どう考えても見舞い向きじゃねえよなあ……まあ、良いか」

　再び病室のドアをノックする。

「入るぞ、フェ──るぅ？」

　ベッドの上に、ウサギが居た。

「うなーん、フェルのこと、すきにして、いいんだぜー」

　フェルがバニーガールだった。

　ウサミミのついたヘアバンド、胸元と背中が大きく開いたバニースーツ、目の粗あらい網タイツ。

　片かた肘ひじをついてベッドに寝そべり、セクシーに足を組んで、その豊かな胸を宗そう司じに見せ付けるようにもう一方の腕で持ち上げ強調している。

　身長こそ低いが、フェルのスタイルは抜群に良い。スレンダーという意味ではなく、むっちりとした、いわゆる女性らしい柔らかな体つきだ。

　バニーガール姿は見事なまでに似合っており、宗司も一瞬、目を奪われた。

　ただし、一瞬後には叫んでいた。

「不治の病に侵された薄幸のネコミミ美少女設定どこ行きやがった！　しかも病院でバニーガールって何の関係もねえし、自前のネコミミがあるくせにウサミミつけてるから耳が四つもあるぞおまえ。っていうか、ヒロインポイント稼ぎじゃねえのか明らかに別のポイント稼いでるぞ嫌いじゃないけどさあ！」

「おー、すごい、いっきに、ぜんぶつっこんだ」

　セクシーポーズをしていたフェルがちょこんと起き上がり、ベッドに座ってぱちぱちぱちと拍手をした。

　長台詞ぜりふで疲れた宗司は大きく息を吐ついた。

「やかましいわ。まったく、花束まで用意したんだぞこっちは」

「うなー、まじで、よういしてくれたのか、さんくーす」

「どういたしまして」

　薔ば薇らの花束を持って、フェルの傍そばまで宗司は歩いていった。

　頂ちよう戴だいとばかりにフェルが掌てのひらを上にして両手を差し出す。

　そこに、静かに花束を置く。

　二人の後ろで、窓際の白いカーテンが柔らかな風に揺れていた。

　この瞬間だけを切り取り、フェルの衣装に目を瞑つぶれば、確かに薄幸の少女を見舞いに来たシーンに見えなくもなかった。

「うなー、そうじ、おみまいに、ばらのはなって、どうかとおもうよー」

「わかってるよ。他ほかに名前を知ってる花がなかったんだ」

　宗司の言い訳に、フェルは何な故ぜか嬉うれしそうに笑った。

　硝子がらす球のような瞳ひとみに珍しく感情を宿して宗そう司じを見上げていた。

「赤い薔ば薇らの花言葉、知ってる？」

「……知らん」

「情熱と、愛情」

「……だから、知らん」

「ありがと、薄幸の美少女にはなれなかったけど、嬉うれしい」

「…………そうか」

　ぷい、と宗司はそっぽを向いた。

「着替えるから、そのまま、むこう向いてて」

　無言で宗司は頷うなずいた、照れているのを隠すように唇を引き結び無愛想な顔をしていた。フェルがもう一度、くすりと笑った。

　そして僅わずかな衣きぬ擦ずれの音がして。

「もう、良いよ」

「ああ」

　振り向くと、フェルがスク水バニーガールだった。

「なんでやねん！」

「うなっ、めずらしいぐらいに、すとれーとな、つっこみだね」

「うるせえよ！　おまえ、さっきちょっと良い雰囲気だったじゃないか。ヒロインっぽかったじゃないか、なんで自分で全力でぶち壊してるんだよ！」

　やたらシニカルな表情で、唇を逆さまのへの字に曲げてフェルが肩をすくめた。

「へっ、あまったれるんじゃねー、おまえのじんせいに、そんな、まともなひろいんが、でてくるわけねえだろー」

「今までのやり取りを全否定してないか、自称ヒロインさんよう！」

「うなっ！　そういえば、そうだった。いけない、そうじを、からかうのに、むちゅうになりすぎて、ほんらいのもくてきを、わすれていた」

「おまえ……本当にどうにかしろよ、その自爆癖」

「うなー、でも、すきだろ、すくーるみずぎ」

「アホか！　別に好きじゃ……いや、ううむ」

　胸元に白い名札がついた紺色のスクール水着である。更にネコミミとウサミミと、網タイツである。

　むしろネコミミ以下のオプションは邪魔かもしれない。

　しかしスクール水着フェル単体で見ると、こう、フェルのむちむちとした体をぴっちりと包む紺色のスクール水着という組み合わせは実に……

「でもこれ、ちょっと、むねが、きつい」

　真剣な顔でスク水フェルについて考え込んでいた宗そう司じの眼前で。

　フェルがきゅっと、水着の肩かた紐ひもを吊つり上げた。

　むにゅーんとスクール水着の生地によってフェルの柔らかな胸部が圧迫され、胸元に縫い付けられた白い名札が形を歪ゆがめる。

「……意外に、有りだな！」

「わーい、やったー」

　そのまま、フェルがバンザイっと両手を挙げた。

　引っ張られた肩紐が元に戻ると同時に、フェルの胸部がたゆゆゆゆゆゆゆーんと盛大に弾んだ。

　まさに眼福である。宗司も思わず真剣な顔をして深く頷うなずいてしまうぐらいだ。

「しかし、何でまたバニーを選んだんだ？　病院なら看護婦が鉄板だと思うのだが」

「うな？」

　ぴっこりと、フェルが赤毛の上のネコミミを傾かしげた。そして、やはり邪魔だったのかウサミミつきのヘアバンドを外してサイドテーブルに置いた。

「そうじ、かんごふさん、すきなの」

「好きか嫌いかと言われたら、まあ好きだが」

「うなー、でも、いまは、おとこもおんなも、『かんごし』さんっていわないと、だめなんだぜ」

「なん……だと……」

「あとねー、なーすきゃっぷも、はいしのびょういん、おおいらしいよー」

「……なん…………だと！」

　思わず拳こぶしを握り締めた。

「否、たとえ看護師さんと呼ぶのが正しかったとしても、おれは看護婦さんと呼びたい！　あとナースキャップもあって欲しい」

「なーすさん、ってよぶなら、いまでも、おっけーかもよ。ちなみに、だんせいかんごしは、なーすまんさん」

「ナースという響きも嫌いじゃないが、看護婦さんと呼ぶのが駄目だからナースさんと呼ぶのは男らしくないな。逃げの発想だ」

「おお、そうじが、こだわっている。てっきり、めいどと、ぶるまと、いもうとがすきな、へんたいだと、おもっていた」

「おお！　言われてみれば、おれ別に看護婦さん好きじゃねえわ！　いや嫌いじゃないけどそんな熱く語るほど好きってわけじゃなかった！」

「ふざけんなこらー！」

　ぼすっ！

　そんなに痛くないが、一発殴られた。

「……何をする」

「なんとなく、むかついたから」

「そうか、何となくむかついたんなら仕方ないな」

　うむ、と宗そう司じは頷うなずいた。フェルを相手にするコツは、細かいことは考えないことだ。

「いや待て、誰だれがメイドとブルマと妹が好きな変態だ」

「まあ、それはそれとして」

　荷物を右から左に置き換えるような仕草と共に、ネコミミが左右に揺れる。

「あきました」

「あん？」

「れいせいにかんがえてさ、フェルが、ふじのやまいにおかされたはっこうのびしょうじょとか、にあわないよねー」

「自分で言うな！　あ、いや、そんなことはないと思うよ」

「うなー、そういうなぐさめかた、ぎゃくに、きずつくんだけど」

「……すまん」

「まーいいけどねー」

　しょんぼりと、赤毛の上のネコミミが萎しおれたのも束つかの間ま。フェルはぴょこんとベッドから飛び降りた。

「こんどは、ぎゃくに、しようぜ」

「逆……まさか、おれに『不治の病に侵された薄幸の美少年』やれってのか？」

「うなぁ……じぶんで、びしょうねんとか、いってやがるぜ」

「うるさいよ！　うっかり、そのまんま逆にしただけで、自分が美少年だと言い張るほど図ずう々ずうしくねえよ！　っていうかごめん、本気で恥ずかしいから忘れて！」

　顔を真っ赤にした宗司が両手を合わせてフェルを拝み倒す。

　表情こそ変わらないが、フェルのネコミミはすんごく嬉うれしそうにぴっこぴっこぴっこぴっこ踊っていた。

「にやり、こいつは、おもしろくなってきたぜー」

「くう、なんて腹の立つ無表情だ」

「うなっなっなー、まあ、おとなしく、フェルのあそびに、つきあうんだなー」

「……仕方ない。結局、おれはどうすれば良いんだ」

「まず、べっどにねるんだ。こんどは、フェルが、びょうしつにしゅつげんする。ざんねんだが、はっこうのびしょうねんではなく、ふつうの、かんじゃだ」

「残念じゃなくて安心したよ」

　逆にする、というのは宗司の想像であながち間違えていなかったわけだ。

　宗そう司じは諦あきらめて靴を脱ぬぎ、ベッドに寝転んだ。

　いきなりフェルが覆いかぶさって来た。

「は？」

　ささやかな重み、薄手のパジャマ越しに当たるフェルの胸。

　フェルの小さな手が肩に添えられ、二人の距離が縮まる。

　押おし潰つぶされて、ふにゅんとマシュマロのように形を変える柔やわい膨らみ。

　硝子がらす球のような瞳ひとみが戸と惑まどう宗司を静かに見詰め。

　やがて二人の体は重なり合った。

　彼女の唇は赤く、どこか甘い味がした。

「うなっなー、すきありだぜー」

　身を離し、彼女は珍しく笑う。

　そのまま手品の如ごとく鮮やかに身を翻し、病室を出て行った。

「すぐもどるから、いいこにして、まってるんだぜ」

　ぽかんとしたまま、宗司はネコミミがちょこんと乗った長い赤毛の後姿を見送る。

　賑にぎやかな彼女が消えて、病室は急に静かになった。

「あのネコミミ、やってくれるなあ」

　盛大なため息が静か過ぎる病室に響いた。

　完全な不意打ちに、見事してやられたが今更文句を言っても始まらない。

　宗司はもう一度ため息を吐つき、静か過ぎて落ち着かない病室でベッドに横になる。

　ベッドは干したての布団を思わせる太陽の匂においがした。

　さっきの口付けのせいだろうか、それがフェルの匂いだとわかった。

　フェルの匂いがするベッドに横たわり、宗司は落ち着かない気分でフェルを待った。

　ドアがノックされる、宗司の返事を待たずドアは開いた。

「よ」

　妙に軽い挨あい拶さつと共に再び顔を出したフェルは──看護婦さんであった。

　ネコミミとネコミミの間にちょこんと載ったナースキャップ、僅わずかに桃色を帯びたナース服、丈はセクシーになり過ぎない程度に短く、当然だが胸元ばいんばいん。

　わざとらしく腰をくねらせながら宗司のベッドまでやって来て、これまたわざとらしく胸元を強調するように前まえ屈かがみになり。

　ちろり、と誘うように赤い舌で唇を舐なめた。

「そうじ」

　吐息を耳に吹きかけるように彼女が囁ささやく。蜜みつに似た甘い香りがする。

　妙にざわざわと胸が騒ぎ、宗司の声は上うわ擦ずった。

「な、なんだよ」

「せっかくだし、フェルとえっちぃことしようぜー」

「帰れ！」

　がばっと起き上がりながら宗そう司じが叫ぶ、フェルが妙にシニカルに肩をすくめた。

「おいおい、そうじのだいすきな、かんごふさんだぜ。つめたいじゃねえか」

「別に大好きじゃないと言ったはずだが」

「うなー、ゆめのなかだし、もっと、はっちゃけても、いいんじゃない？」

「おれがはっちゃけたら、誰だれがおまえらの暴走を止めるんだよ」

「それもそだね。そうじも、たいへんだ」

「ハッハッハッ、おまえも元凶の一人だぞ」

「しってるー」

「うわ腹立つ」

「しってるけど、かいぜんするきは、ない」

「うわ心底腹立つ」

「うなっなっー、あいしてるぜー」

「愛してるなら少しはおれの負担を減らせ！」

「ばかやろー、あいしてるから、ふたんを、おしつけるんだろうが」

「いかん！　一瞬納得しちまった！」

「まあ、あれだよ。すきなひとの、いちばんかがやいているところを、みていたい。そんな、おとめごころだよ。フェルってけなげ」

「……つまり、苦労しているおれは輝いてると。おいそれ貧乏くじって言わないか？」

「ふははははは、くるしむがいい。きさまのくるしみこそが、わがよろこび」

「どこの大魔王だ貴様は！」

「だいまおう……」

　顎あごに手を当て、フェルがきらんと硝子がらす球の瞳ひとみを輝かせる。

　瞬間宗司の背筋に悪寒が走った。

「うなー、それもわるくないな」

「止やめろ、なんだか知らんが凄すごく嫌な予感がした」

「まあ、いまのフェルは、すてきなかんごふさんだから、やめておこう」

「そうしてくれ」

　内心で宗司はほっと胸を撫なで下おろし、すぐにそれが間違いだと気付く。

「よーし、じゃあ、かんごふさんらしく、かんびょうするぞ！」

「別に病気じゃねえぞおれ」

「まーまー、おいしゃさんごっこみたいなもんだよ」

「お医者さんごっこか……魅力的な響きだが、おまえが相手だと不安しかない」

　じろっと半ば睨にらむようにフェルを見たが、彼女の無表情は崩れず硝子がらす球の瞳ひとみには何の感情もなかった。

　代わりに、ナースキャップを挟み込むネコミミが盛大にぴこぴこと左右に動いていた。明らかにろくでもないことを考えている。

「だいじょーぶ、だいじょーぶ」

　淡々とした口調で言いながら、おもむろに──どこからともなく──怪しげな茶色い液体で満ちた高さ三十センチほどもある大きな瓶びんを取り出した。

「まずは、このどこにでもある、なんのへんてつもない、あやしいくすりをぜんしんにぬるから、ぬげ」

「ええい、どこからツッコミを入れてくれようかこのネコミミは！」

　結局、順番にツッコミを入れていくしかないわけだが。

「まず、そんなでかい瓶をどこに隠していたんだ！　次に中身は何だ怪しくないと言うほどに怪しいわ！　最後に、『脱ぬげ』、じゃねえよ！」

「うなー、いいだろう。フェルも、じゅんばんにこたえてやるぜ」

　妙に偉そうに、フェルはたゆゆゆんとナース服に包まれた胸を張る。

「びんは、ふしぎなちからでとりだした」

「おい、いきなり何の説明にもなってないぞ」

「なかみは、ただの、どろだから、あんぜんです」

「薬ですらないのかよ、ただの泥っておまえ」

「さいごに、ぬぐと、フェルがよろこびます」

「それこそ知らんわ！」

「うなー」

　赤毛の上で、フェルのネコミミが不思議そうに傾く。

「そうか、そうじは、じぶんでぬぐより、ぬがされるほうが、こうふんするたいぷか」

「酷ひどい濡ぬれ衣ぎぬが来たなあ」

「あんしんしろ、フェルは、わりとなんでもいける」

「おれは今、どうすればおまえと会話が成立するのかちょっと真剣に悩んでるぞ」

「フェルが、かいわをせいりつさせるきがないから、むだじゃない？」

「よーしフェル、もうちょっと近くにおいで」

「うなー、なにー？」

　宗そう司じに手招きされ、フェルは両りよう膝ひざをベッドの上に乗せて素直に近付く。

　半身を起こした宗司と、膝立ちになっているフェルの二人がベッドの上にいる。

　宗司はナース姿のフェルを見詰めて静かに微笑ほほえんだ。

　何を誤解したのか、フェルがぽっと頰ほおを染めて目を閉じる。

「……そうじが、したいなら、フェルは、いいよ」

「じゃあ遠慮なく」

　ぐにゅーっとフェルの頰ほっぺたを引っ張った。

「いひゃいいひゃい、ふにゃー」

「せめて、会話を、成立させる、努力は、しようね」

　ぐにゅ、ぐにゅ、ぐにゅーっ、ぐにっ、ぐにゅー。

「ふぁい、ふぁかりまひた」

「よろしい」

　満足気に頷うなずいて宗そう司じがフェルの頰ほおから手を離す。先程とは別の理由でフェルの頰は赤くなっており、硝子がらす球の瞳ひとみには薄うっすらと涙が浮かんでいた。

　赤い頰を掌てのひらでさすりさすりしている姿は幼い顔立ちと相まって可愛かわいらしく、少しやり過ぎたかなと宗司は反省する。

「まあ泥はともかく、お医者さんごっこには付き合うさ。次はどうするんだ看護婦さん」

「おっけー、つぎも、かんがえてある。そうじは、もういっかい、ねてくれる」

「横になれってことか、はいはい」

　宗司が改めてベッドに横たわり枕まくらに頭を預けると、フェルは。

「ぷりずんもーど、きどう！」

　懐から取り出した謎なぞのボタンをポチッと押した。

　次の瞬間、カチャンカチャンカチャンと八本のマジックハンドが飛び出し、ベッドの上の宗司を拘束した！

「なにぃ！」

「うなー、これで、そうじは、うごけない」

　フェルが宗司の胸の上に馬乗りになり、にやり、と邪悪に笑う。

　胸の上に乗ったフェルの重みと柔らかさを喜ぶ余裕もない。

「貴様！　まさか、さっき頰を抓つねったのを恨みに思って」

「ざんねんだったな、そうじよ。フェルは、そんなに、こころがせまくない」

　では何だ。そう思う宗司の眼前でフェルが。

　ナース服のボタンを上から三つ外した。

　零こぼれ落ちそうな真っ白な二つの膨らみと、作り出された谷間が顕あらわになる。

「いいわすれていたが、フェルは──」




「はつじょうきだ」




「おいこらやめろ、洒落しやれにならんだろ！」

「うーなー？　きこえんなー」

　顕あらわにした膨らみを直接押し付けるようにフェルは体を倒して行く。

　事態を理解した宗そう司じが拘束から逃れようと体を左右に揺さぶるが、マジックハンドはびくともしない。

　ああ、ここはフェルの夢の中、いつものように一いち乃のたちが乱入して助けてくれる可能性すらない。まさに絶望！

　はっ、と宗司は希望を思い出した。

　森もり塚つか終つい乃の──彼女が、彼女さえ来てくれたら。

　首を巡らし、病室のドアを見る。

　ガチャリとドアノブが回る。

　ドアが開き──そこには。




　この後、宗司がどうなったのかはどこにも記されていない。






追憶　六　リアはアイドル






「きゃー、遅刻ですわ遅刻ですわ！」

『はぁい、わたくしの名前はリア。どこにでもいる普通の高校一年生……でしたわ。

　でも、ひょんなことから夢だったアイドルデビューをしてしまいましたの！

　お友だちにもクラスメイトにも内緒でアイドル活動は大変で、実は今日もそのせいでちょっと寝坊してしまいましたわ。

　だから、縦に巻いた金色の髪やちゃんとアイロンをあてた赤いセーラー服が乱れてしまうのに、必死で急いでいるわけなのですけれど』

「あっ！　ちょ、ちょっとそこの人、どいてくださいまし！」

『どっしーん！

　ああんもう、急いでるときに限ってトラブルが起こるなんて！

　曲がり角からいきなり飛び出して来て誰だれかと正面衝突。

　転んで道路に倒れてお尻しりを打ってしまうところでしたわ』

「すまない、急いでいたんだ」

「い、いえ、わたくしこそ、ごめんなさい」

『その人は、転びそうになったわたくしを優しく抱き止めてくれましたの……

　凛りんとした顔の大人びた男の人で、わたくしよりも背が高くて、まるで白い薔ば薇らの花を背し負よっているみたいに……

　って、か、顔が近いですわ！

　それに、何だか胸がドキドキして、わたくしってば一体どうしてしまったの！』

「大丈夫か？　顔が赤いみたいだが」

「……な、なんでもありませんわ。その、もう、離してくれても、良いんですのよ」

「ああ、すまない。キミがあんまり綺き麗れいだから見み蕩とれてしまっていたよ」

『くすり、と少し笑い彼は低く落ち着いた声で言いましたわ。

　綺麗と褒めてくれたのは、わたくしの緊張を解ほぐすための冗談だと思いますわ、多分。

　それなのにわたくしの鼓動は激しくなるばかりで。

　彼は舞踏会の最後の一曲が終わった後みたいにそっとわたくしから手を離しました。

　凄すごく大人びているように思えたけれど、良く見たら彼ってばわたくしと同じ学校の制服を着ていましたの。

　見慣れた黒い学生服が、彼が着ているだけで上等の夜会服みたい』

「キミに怪け我ががなくて良かった。それじゃあ、おれはこれで」

「……はい」

「そうだ一つだけ言い忘れてた」

「な、なんですの」

「キミのその金色の髪、とても綺麗で素敵だ──縁があったら、また会おう」

『大人びた笑みを残して、その人はすぐに去って行きましたわ。

　せめて名前だけでも聞いておけば良かったと後悔しても後の祭りでした』

「また、会えますかしら……白い薔薇の人」

『わたくしはドキドキする胸をそっと掌てのひらで抑えて、小さく呟つぶやきましたわ。

　そしてすぐに思い出しましたの』

「ああああああ！　そうですわ、わたくしも遅刻しそうで急いでましたのに！」

『わたくしは慌てて走り出しました。正直、間に合うかどうか怪しいですけれど。

　諦あきらめてはいけませんものね！

　高校生活も、アイドル活動も……できれば、恋も。

　わたくし、一生懸命頑張りますわ！』




　……白い薔薇の人は、実際のところ立ち去ったと見せかけて曲がり角の陰に隠れてリアを見張っていた。この辺は住宅街なので隠れる場所が少ないのが困りものだ。

　リアが再び学校へ向けて走り出すと、小さきため息を吐ついて呟つぶやく。

「やっと行ったか……」

「そうみたいですね、白い薔ば薇らの人先輩」

「その呼び方はやめろ、マジで」

　と白い薔薇の人──お気づきであろうが要するに宗そう司じは、自分の隣で白いワンピースに包まれた肩を震わせ笑いをこらえる終つい乃のに言った。

「だって、白い薔薇の人ですよ…………ぷひゅっ。だ、大丈夫です、笑ったりしませんから、はい、笑ったり──ぷっ」

「漏れてんぞ笑い声」

「ちょっと失礼します」

　終乃が思い切り顔をそむけた、そして遠慮なく、美少女には相応ふさわしくないレベルでけたたましく、白く長い髪が乱れるのも構わず満足するまで笑い続けた。

　宗司は苦りきった顔をして、終乃が満足するのを待つ。

　ここはリアの夢の中だ。

　どういう夢であるかは、ある意味、今までで一番わかりやすい。

　何な故ぜなら、自然と『宗司が何をすべきか』頭の中に浮かんでくるし、リアの心の声がモノローグ的に聞こえてくるからだ。

　問題は……

「あいつはどういうセンスをしてるんだ」

「乙女チックで可愛かわいいじゃないですか……ぷひゅへっ」

　黒い瞳ひとみの端に涙が浮かぶほど笑った終乃は、まだ口の端をひくひくとさせてはいるが、とりあえずは落ち着いたらしく宗司の方を振り向いた。

　羨うらやましいことに、終乃はリアに存在を知られていないため宗司のように『役割』を振られてはいない。

「いやー、面白くなってきましたね。あ、宗司先輩。今回は休戦してあげても良いですよ。別に恩に着せるつもりはありませんから、ただ見てるだけで満足ですから！」

「そいつはどうも、ありがとう」

　宗司の顔は苦々しさを更に増し、不意に、脳内に『報しらせ』が電波の如ごとく飛んで来た。

「くっ！　また何かイベントが起きたみたいだ！　行くぞ終乃！」

「がってんですよ、宗司先輩！」

　報せに導かれるままに宗司が走り出し、リアとは別の意味で胸を高鳴らせている終乃がその後ろに続いた。

　一応『敵』同士のはずだが、妙に仲良く見えるのは気のせいだ。

「今度はどこですか、通学路イベント終わりましたしやっぱり学校ですか？」

「……いや、また通学路だ」

「……遅刻しそうで急いでたんじゃないですか？」

「おれに聞くな！」

　そうして、幾つかの角を曲がりリアの元へ到着する。

　何気ない住宅街の一角で、リアは。

「うなっなっなっー、おう、まぶい、すけじゃねえか、がっこうなんていかずに、フェルと、あそぼうぜ。かんけりとか、どうよー」

「いやっ、離してくださいまし！」

　ネコミミが突き出た学帽、長ランと呼ばれる裾すそを伸ばした変形学ラン、ドカンと呼ばれる足元が広がったズボン、そして下げ駄た。

　更には何な故ぜか口に魚の骨を咥くわえた不良に……不良？　まあともかく、それっぽいネコミミ美少女に絡からまれていた。

「そういうタイプの不良ってもう絶滅してんだろ！　マブいもスケも意味わかんねえ奴やつのが多いぞ！　しかも缶蹴けりかよ！　時代がおかしい展開がおかしい台詞せりふがおかしい、って要するに何もかもおかしいわ！」

　思わず全力で、しかしリアには聞こえないよう明後日の方向を向いて宗そう司じは叫んだ。

　脳内に流れ込む電波は、ここで格好良くリアを助けるよう要求している。

「ええい、さっき別れた相手とすぐ再会だってどうかと思うが……仕方ない」

「待ってください宗司先輩」

　リアと不良フェルの間に割って入ろうとした宗司の肩を、終つい乃のが摑つかんだ。

「わたしに良い考えがあります」

「……聞こうか」

　森もり塚つか終乃は微笑ほほえんでいた。

　森塚一いち乃のとの類似性を感じさせるに充分な微笑みであった。

　一般的に、その類似性は『罪のない邪悪さ』と呼称されるものだ。

　余談ではあるが、おおよそ存在する全すべての猫はこの性質を持ち合わせている。




『まったくなんて日かしら！　一つ良いことがあれば二つ悪いことがあるなんて。

　言うまでもなく一つ目の悪いことは寝坊で、二つ目の悪いことはこんなネコミミ不良生徒に捕まってしまうなんて。

　良いことの方はもちろん……あの凛りんとした白い薔ば薇らに出会えたことですわ。

　あの人がもしこの場にいたら──きっと、王子さまのようにわたくしを助け出して。

　その時ですわ、声がしました』

「フンッ、随分と詰まらないことをやってるじゃないか」

「うなっ！」

「あなたは……」

『獣のような人でした、振り向いたわたくしが見た人は。

　本当に白い薔ば薇らの人とは大違い、何もかもに退屈したような傲ごう慢まんな目つきで。

　素肌の上に直接、白いボタンシャツを羽織ってるだけの、と、とんでもない格好で……いえ、もちろんちゃんとスラックスは穿いてますけど』

「なんだ、てめーはー」

「おれが誰だれだろうと、貴様には関係のないことだ」

『彼は、はんっ、と詰まらなさそうに鼻を鳴らして近寄って来ると。

　いきなり、ぐいっとわたくしの肩を抱き寄せて』

「えっ──？」

『そして、わたくしが驚いた隙すきに、そ、そいつは、もう本当に信じられないことに。

　キ、キスを……して来ましたの。

　わたくしはもう、本当に呆ぼう然ぜんとしてしまって言葉も涙も出てきませんでしたわ』

「悪いが、こいつはもうおれのものだ」

「……ちっ、しらけちまったぜ。あばよ」

『下げ駄たの音をさせながらネコミミの不良が去って行って、わたくしはようやく我を取り戻しましたわ。この獣のような目をした彼はまだ馴なれ馴れしくもわたくしの肩を抱いていて、当然、わたくしは逃れようと身をよじりましたの』

「やっ、こ、この離しなさい！」

「ふんっ、どうして、おれが自分のモノを手放さないといけないんだ」

「だ、誰があなたのものだと！　よ、よ、よくもキ……キスなんて！　女の子にとってキスがどれほど大事なものだかご存知ないようですわね！　このケダモノ！」

「知っているとも、お嬢さん」

『その時、わたくしは気付きましたわ。彼の傲慢な、獣の瞳ひとみの中に酷ひどく真剣な、訴えかけるような輝きがあることに。

　思ったよりも、彼の瞳は綺き麗れいでわたくしは思わず彼の瞳を見詰めてしまいました。

　獣の瞳をした彼は、まるで自分自身に言い聞かせているような声で言いましたわ』

「おまえは運命を信じるか？」

「……運命？」

「おれは、今日、信じる気になった。おまえと出会ったからだ」

『そのままもう一度、唇をわたくしの方へと──

　わたくしの脳裏に、白い薔薇の人の大人びた優しい微笑ほほえみが浮かびました。

　やめて、と小さく呟つぶやいていました。

　とても獣の瞳ひとみをした男を止められるほどの力はなかったはずですわ。

　なのにどうしてか、彼がわたくしを摑つかむ力が少し弱くなりました。

　まるで、わたくしの言葉に、傷ついたみたいに』

「──ッ、さ、さよなら！」

『わたくしは彼の手を振ふり解ほどいて、文字通り逃げるように走り出しました。

　獣の瞳をした彼は追い駆けては来ませんでしたわ。

　ただ静かにわたくしの姿を、見詰めていました』




「……なんだか、やってしまったような気がする」

　縦に巻いた金色の髪を揺らして走り去るリアの背中が完全に見えなくなり、素に戻った宗そう司じは呟つぶやいた。

「何を言うんですか宗司先輩、大成功ですよ！」

「そ、そうかあ？」

　ひょっこりと姿を見せた（今まで物陰で宗司とリアのやり取りを眺めていた）終つい乃のは、白いワンピースの腰に手を当てて偉そうに薄い胸を張った。

　白い薔ば薇らの人が連発するよりは、と終乃の口車に乗りああいうキャラクターを演じてみたが……本当に良かったのだろうか。

「だってあれですよ宗司先輩、『仄ほのかな憧あこがれを抱く年上の紳士』と『好きだと言ってくれるちょっと俺様入った男の子』の間で板挟みですよ！　絶対、あのリアさんそういうシチュエーション好きですって！」

　やたらに力強く、確信を持って終乃は断言した。

「少なくともわたしは大好きですよ！」

「おまえの趣味かよ！　どんな男の趣味してんだおまえ！」

「イケメンです！」

「わっかりやすーい！」

「つまり宗司先輩のことは大嫌いです！」

「うるさいよ！」

「まあ噓うそですけどね。顔が良いだけのろくでなし何てどこにでもいますし」

　へっ、と彼女は小こ馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべて肩をすくめた。

「結局大事なのは心ですよ、心」

「言ってることは綺き麗れいなのに、何な故ぜそんな汚い笑顔浮かべるのかねキミは」

「すいません、宗司先輩が俺様ぶってる滑こつ稽けいな姿を思い出していました」

「ああ、そうかい」

「そして、そんな腐れファッキング宗司先輩の俺様系にちょっとトキメキを覚えた自分がとても許せません」

「実に反応に困る発言をありがとう」

　ため息を一つ、宗そう司じはシャツの前が全開になっていることを思い出して一つ一つボタンを戻して行く──終つい乃のが何な故ぜか、頰ほおを僅わずかに赤く染めてじっと見詰めている。

「なんだよ」

「一応釘くぎを刺しておきますけど、この休戦はあくまで一時的なものですから。わたしがちょっぴり俺様系キャラに強引に求められるシチュエーションに弱いからと言ってフラグがたったと勘違いして調子に乗らないでください」

「何度も言われなくても、そんな勘違いをする気はないから安心しろ」

　宗司が素っ気なく答えると、不思議なことに終乃の頰の赤みが増した。




『まったく、今朝は本当に散々でしたわ。結局遅刻して叱しかられましたし……あんな、ケダモノ男にキスまでされて。一時限目の休憩時間になっても、まだ、唇の感触が残っているようで、わたくしは思わず指先で自分の唇をなぞって……』

「どしたのリア、もしかしてまだ遅刻したことを落ち込んでいるのかしら」

「あっ、いいえ、何でもありませんわ。ちょっと考え事を」

「アハハハ、もしかして気になる男の子でも出来たのっ？」

「い、いえ、そんなことは！」

『ドキリとして、わたくしは思わず大声を出してしまいました。そのとき、わたくしの胸中に浮かんでいたのはあの素敵な白い薔ば薇らの人と、どうしてか、獣の目をした彼で。

　……声をかけてくれたのは、わたくしのクラスメイトの一いち乃のさんとキリカさんでしたわ。二人は親友らしく、とても仲良しでいつも二人でいるところを見掛けます。しょっちゅう喧けん嘩かもしていますけれど、喧嘩するほど仲が良いという奴やつですわね。

　二人とお喋しやべりしている間に、チャイムが鳴って次の授業が始まりました。

　次は憂ゆう鬱うつな数学の時間なのですけれど、何故か数学の先生でなく、担任の先生がやって来ましたわ。あの人と、一緒に。

　教壇で話している先生の言葉なんて半分も耳に入りませんでしたわ。転校生が、少し遅れてやって来たので今から紹介するとか、そんなことを言っていたのだと思います。

　あの人は、黒板に自分の名前を書き、白い薔薇のような大人びた笑みを浮かべました』

「白しろ崎さき宗司です、よろしくおねがいします」

「……白崎、宗司さん」

『わたくしは、やっと白い薔薇の人の名前を知ることが出来ました。

　宗司さんもわたくしのことに気付いてくれたのか、目が合ってしまいました。

　照れくさくなって、わたくしは思わず目を伏せて、それからちょっとだけ目を上げて。

　彼は静かに微笑ほほえんだまま、私の方へと歩いて来て、隣の席に座りました』

「縁が、あったようだな」

『なんということのない言葉に、わたくしの胸の鼓動が激しくなります。

　やっとのことで、わたくしは白い薔ば薇らの人──宗そう司じさんに頷うなずき返しました』

「その、け、今朝は、失礼しました」

「いや、こちらこそ。だが良かった」

「ええと、何がでしょうか」

「実は、キミにもう一度会いたいと思っていたんだ」

『かあ、と顔が赤くなっていくのがわかりましたわ。心臓のドキドキは激しすぎて数えられないぐらい。宗司さんの静かな微笑が更にわたくしをドキドキさせてしまいます』

「も、もう、そんな冗談を言われては困ってしまいますわ」

「冗談のつもりはなかったが、それならもう言わないようにしよう」

『そ、それってつまり冗談じゃないってことですわよね！

　ああもう、嬉うれしいのは嬉しいですけれど、訳がわかりませんわ。

　いったい、この人は何を考えてますの』

「思い出した、キミには一番大切なことを聞いていなかった」

「はひ、んっ、はい」












「キミの名前を聞いていない」

「あっ……わたくしは、リア、ですわ」

「リアか、綺き麗れいな名前だ。リア……リア、ああ、本当に綺麗な名前だ」

『彼は一人で納得したように頷うなずき、白い薔ば薇らのような大人びた微笑ほほえみを浮かべました。

　我ながら単純な話ですけれど、そんなことでわたくし嬉うれしくなってしまって。名前を呼び捨てにされていることにも気がつきませんでしたわ。

　宗そう司じさんは、確かに凛りんとしていて、大人びて、物静かで、白い薔薇のようでした。

　でも、それと同じくらいに、天然であることをわたくしはまだ知りませんでしたわ』




『授業中ずっと、白い薔薇の人──いえ、宗司さんのことが気になってしまい。わたくしは一日中そわそわしていましたわ。放課後になっても落ち着かず、つい、うっかり』

「あっ……そういえば夕方から撮影がありましたわ」

『しかも遅れたら大変なことになる大事な撮影ですわ。わたくしは慌てて教室を飛び出しました。外はすっかり夕暮れ、電車ではもう間に合いませんし、マネージャーさんに連絡して車で送って貰もらうか、自分でタクシーを捕まえるしかありませんわね。

　そんな風に考えて急いでいると、校門の傍そばで夕ゆう陽ひに照らされ、彼が佇たたずんでいました。

　獣の目をした、あの男が』

「ふんっ、おれを待たせるとはな」

「なっ！　あなたが勝手に待っていたのでしょう！　それに今のわたくしにはあなたの相手をしている暇なんてありませんわ！」

「何だ、急いでいたのか。ふんっ、喜べおれが送ってやろう」

『彼は相変わらず、素肌の上にボタンシャツを羽織っただけの姿でしたわ。

　大型の赤いバイク、名前はわかりませんけれどスタイリッシュなデザインのバイクに浅く腰かけてわたくしを待っていたようです。

　確かに、送って貰えれば助かるのですけれど……』

「わかりましたわ、お願いします」

「決まりだな、後ろに乗れよ」

『背に腹は代えられないと、わたくしは不承不承に頷きました。

　彼は、にっ、と笑みを浮かべてわたくしにも赤いヘルメットを軽く放ほうり投げて来ました。

　その笑みが、何だか子供っぽくてわたくしは少し可お笑かしくなってしまいました』

「手を出せ、乗せてやる」

「……失礼しますわ」

「よし。しっかりしがみついてろ、落とされないように」

「言われるまでもありません」

『彼は意外にも紳士的に、バイクに乗るときは手を貸してくれたわ。

　実際に乗ってみると思った以上に大きなバイクにまたがり、本当に嫌ですけれど──わたくしは目の前にある彼の背中に腕を回しました。

　獣のような瞳ひとみをした彼の背中は、大きくて頼もしいと思ってしまいました』

「そういえば、あなたの名前、聞いてませんわ」

「ソウジだ、おまえは」

「リアですわ」

「そうか、リアか……覚えておこう」

『なんてことかしら、白い薔ば薇らの人と獣の目をした彼が同じ名前だなんて。

　それは縁があったのかもしれませんし、運命だったのかもしれませんわ。

　でも、わたくしが何かの結論を出す前に赤いバイクは走り出していました。

　夕日の中、金色の髪をなびかせ風を切る赤いバイク、そのスピードは初めてのもので。

　わたくしは束つかの間ま、何もかもから解放されたような、自由を感じました。

　獣の瞳をした彼──ソウジも、この自由のためにバイクに乗っているのかもしれない。ふと、そんなことを思いましたわ。

　わたくしが、彼の孤独を知るのは……もう少し、後の話でした。

　宗そう司じとソウジ、同じ名前をしているけれど、中身はまったく逆の二人。

　自分でも気付かないまま、わたくしは二人の男の子に──惹ひかれて行きました。

　アイドルという秘密を、隠したまま』




「……おい、これどうするんだよ。大丈夫なのか？」

「何を言ってるんですか！　超盛り上がってますよ！」

　運転したこともない赤いバイクを見事に運転して、リアをテレビ局まで送った宗司は道路脇わきにバイクを止めて終つい乃のを待った。

　白い髪と白いワンピースを夕焼け色に染めて、終乃は息を切らせてやって来た。

　リアと宗司とソウジがどうなったのか、続きが気になって気になって仕方がないという様子で、黒い瞳をわくわく輝かせていた。

「タイプの違う二人の男の間で揺れる乙女心、三角関係！　もうちょっとイベントが進んだらライバルとかも登場して欲しいですね！　あ、わたしこれはリリスさんが来るんじゃないかと思ってるんですけど、立場は同じアイドルで、アイドルとしても恋愛としてもリアさんと争うことに、なんてどうです！」

「どうです、じゃねえよ。おれに言われても知らねえよ」

　あまりのテンションの高さに、宗司の方が若干引き気味である。

　それが不満なのか、ぷくりと終乃は頰ほおを膨らませて薄い胸の下で腕組みをした。

「もう、真面目まじめに考えてくださいよ。当事者なんですから」

「うるせえぞ演出家」

「ああ、わたしもこんな刺激的な恋をしてみたいです。それにしても迷いますね！　大人びたクールな男だと思わせておいて実は天然の宗そう司じ先輩と、自信に満ちた俺様系の仮面の下に孤独な素顔を隠した宗司先輩。わたしだったらどっちを選びましょうか、二人とも素敵で困っちゃいますよ。いえ、全然困らないんですけどね！」

「おまえ最初は『白い薔ば薇らの人』で笑ってたじゃねえか」

「そうでしたっけ？」

「大体、どっち選んでも中身は俺だぞ、良いのかよ」

「そりゃあ勿もち論ろん──」

　はた、と終つい乃のは我を取り戻したように硬直した。

「……デレてませんからね」

「そうか」

「こ、これはですね、ちょっとシチュエーションに酔ってしまったと言うか。とにかくわたしの本心とかじゃ全然ありませんから！　誤解しないでくださいよ！」

「おまえ、リアと気が合いそうだな」

「少なくとも、好みは合いそうです」

「なら、良い。実際助かってるしな、おれはその辺がさっぱりわからないから」

「任せてください、これからもバンバン演出を挟んでリアさんの恋を盛り上げますよ」

　ぐっ、とガッツポーズをして宣言するリアは実に頼もしかった。

　……これから何をするのか、若干怖くもあったがリアのためだ頑張るしかない。

　諦あきらめ混じりにそう思っていると、終乃がじっ、と宗司を見詰めていたことに気付いた。

「何だよ」

「いえ、何ていうか……今までの夢の中の宗司先輩を見ていて思ったんですが」

　少し迷うように終乃は言った。

「お姉ちゃんたちのこと、結構大切にしてるんですね」

「おれは、あいつらの傍そばにいると決めたんだよ」

　宗司は、終乃の黒い瞳ひとみを静かに見詰め返して答える。

「自分で、そう決めたんだ」

　終乃は何か言いたそうな顔をしていたが、結局、何も言わなかった。






追憶　七　森塚一乃の巨乳帝国






「良い報しらせと悪い報せがあります、とテスは言います」

「良い報せの方から教えてくれ」

「夢の修復がほぼ完了しました」

「なるほど、おれが一乃たちの色々と問題のある夢に付き合った甲か斐いがあったわけだな」「はい、そして悪い報せですが」

「大体わかる、理由は知らんが、まだ誰だれかがおかしな夢を見ている」

「概おおむね正解です、とテスは言います。補足するならば『誰かが』ではなく、我らが主あるじを含む全員の夢が混ざり合ってしまいました」

「なるほど、それで……」




『時は二〇ＸＸ年！　人類は巨乳によって支配された！』




「うなっひゃー、ひんにゅうは、ぜつめつだー！　おとこは、しゅうかくだー！」

「しゅうかくだー」

「おとこだー」

「しゅうかくだー」




「こういう訳のわからんナレーションが聞こえるわ、訳のわからんネコミミ集団が襲ってくるわ、向こうにでっかい城が見えるわ無茶苦茶なはずだよな！」

「……健闘を祈る、とテスは伝えます」

「ああ、全部終わったら慰めてくれ！」

「それはえっちぃ意味ですか？」

「違う！　いやこの際もうそれでも良いや！」

「えっと……テ、テスは頑張ります」

「ああ頑張れ……待った今のなし、間違えた！」

　叫びながら喚わめきながら、宗そう司じは逃げ回っていた。

　制服（赤いセーラー服）着て石いし斧おの持って眼帯つけて赤く長い髪の毛の上にネコミミ生やした、要するに珍妙な格好をした十人ほどのフェルが宗司を追いかけている。

　町並みは見慣れた、現実世界で宗司たちの暮らしていた町と似たようなものではあるが戦争状態にでもあるのか随分と荒れた雰囲気で、一部の建物には破損の跡も見えた。

　何よりいかれてるのは、荒あら谷や学園があった場所に巨大な城が建っていることだろう。

　しかもその隣には自由の女神像ならぬ巨乳の一いち乃の像がババーンと設置されていた。

「っていうか、なんでおれが追いかけられてるんだ！」




『説明しよう！』




「ナレーターが解説に来た！　こいつマジで何なんだ！」




『この世界では男は白しろ崎さき宗そう司じ一人なので、大変貴重なのだ！』




「それ、ひょっとして、一乃たちが知ってる男がおれだけって話じゃ」




『厳密には、心を開いている男性が白崎宗司だけなのである！』




「……そうか」




『説明しよう！　白崎宗司は照れている！』




「やかましいわ、引っ込んでろナレーター！」

　空に向けて宗司が叫ぶと、意外に素直にナレーションは終了した。

　それは良いが、宗司が追いかけられている状況には全く変化がない。

「おとこだー」

「つかまえて、えっちぃことしようぜー！」

「うなっひゃー、ひとりじめはよくないぜー」

　どころか、石いし斧おのフェル軍団は後から後から増えている。

「やべえ、結構本気で身の危険を感じる」

「まあそういうなよ、めいどフェルとか、ぶるまフェルとか、おんなきょうしフェルとか、いろいろ、よういしてるからさ」

「むう、ちょっと心惹ひかれなくもない」

　などと阿あ呆ほなことを考えていたせいだろう、がつっ、と足元の瓦が礫れきに躓つまずいてしまった。

　反射的に腕で顔と胸を守ったものの、宗司は荒れたアスファルトの上に転倒する。

　その隙すきを逃すフェル軍団ではない。

「うなっひゃー！」

　歓声を上げ、一斉に飛び掛ろうとしたその瞬間だった。

「兄さま、顔を上げないで！」

　声と共に、何かが宗そう司じの傍そばに放ほうり投げられた。

　宗司は指示に従い顔を伏せていたが、横目にちらりと、それが見えた。

　掌てのひらに収まる程度の楕だ円えんに近い形状。

「手しゆ榴りゆう弾だん！」

　宗司が悲鳴に近い声を上げた次の瞬間、そいつは派手に爆発した。

「げほっ！　げほっげほっ！　な、なんだこれ？」

　派手に爆発はしたが、撒まき散らされたのは爆風や破片でなく白っぽい粉だった。

　いくらか吸い込んでしまったので宗司は咳せき込んでいるがダメージ自体はない。

　しかし、宗司に襲い掛かろうとしていたフェル軍団には効果覿てき面めんだった。

「うなーんっ……」

「うなっ！　うなっ！　うなっ！」

「うにゃーん」

　大多数のフェルが酔って火ほ照てったように顔を赤くし、石いし斧おのを放り出して、ある者は地面にごろごろと体を擦こすり付け、ある者は手足に付いた粉の匂においを熱心に嗅かいでいた。

　いずれにせよ、宗司のことは眼中にないようだ。

「ご無事でしたか、兄さま」

　先ほどの手榴弾を投げて宗司を助けてくれただろうリリスが物陰から姿を現した。

　宗司はくねくねしているフェルたちを見ながら、傍に来たリリスに問う。

「ああ、おれは無事だけど……さっきの手榴弾ってやっぱり」

「はい、リリスたちが開発した対ネコミミ用兵器マタタビ爆弾です」

「ちょっと待ってリリス、マタタビだろうとは思ったけど、何だろうそれに付随してきた諸もろ々もろの単語が理解できない。つまり、リリスはフェルたちと敵対している？」

「はい、そして、いいえです」

　淡々とした声でリリスは言った。

　柔らかな髪を結んだ小さなポニーテイル、虹にじ色の瞳ひとみ、ペールオレンジの制服姿、起伏に乏しく十三歳という年齢を考えても小柄な体格。

「敵はフェル軍団を使い、この地を支配した巨乳帝国を築いた女」

「まさか！」

「はい、『巨乳女帝』森もり塚つか一いち乃のです」

　宗司は山の方を、荒あら谷や学園があった方を見た。

　重圧感を与える巨大な城と、聳そびえる巨乳の一乃像。

　リリスが宗司の手をそっと握り、同じように城を見た。

「リリスたちは、巨乳帝国と戦う──レジスタンスなのです」

　なんということだ。宗そう司じは胸中で呟つぶやいた。

　色々な意味で、本当になんということだ。




　リリスに案内されて、宗司はレジスタンスの隠れ家へと到着した。

　住宅街の一角、若干薄汚れてはいるが建物自体には破損もなく健在で、一見すると平凡な二階建ての建売住宅にしか見えない。

「つうかこれ、おれたちの家じゃね？」

「はい、折角ですので隠れ家として利用しています」

「うん、隠れ家にするのは良いけど何で見つからないんだろうな」

「灯台下暗しと言いますから」

「そういうもんか」

　頷うなずきながら、宗司はリリスに続いて屋内へと入った。勿もち論ろん、靴は脱ぬぐ。

「おや兄さまではないですか」

「おかえりなさいませ兄さま」

「お風ふ呂ろにしますか、お食事にしますか」

「それとも、リ・リ・ス？」

「リリスでお願いします！　じゃなくて……何だか多くないかリリス！」

　靴を脱いで家に上がるなり、二階からリビングから奥から合計四人のリリスが顔を出して口々に言った。案内してくれたリリスを含めると、この隠れ家には五人のリリスがいるということになる。一応、記憶が確かならば宗司の妹は二人である。

「ふふふ、驚くのはまだ早いです兄さま」

「ここはあくまで隠れ家の一つ、町中の隠れ家にまだまだリリスは隠れています」

「それに考えても見てください兄さま」

「あのネコミミ妖よう怪かいだって好き放題に増殖しているではありませんか」

「お兄ちゃん、リリスにああなって欲しくはないなあ」

　フェルのことは嫌いではないが、あんなのが増えたら大変なのは間違いない。

「それはともかく、リビングにどうぞ。折角ですので寛くつろいでいて下さい」

「リリスたちは少し準備がありますし、お茶の用意もしなければなりません」

「ああ、わかった」

　準備とやらが気になるも宗司は言われたとおり、リビングのソファーで寛いでいた。程なく五人のリリスが戻って来てそのうち四人が宗司と同じくソファーに座った。

　宗司の両隣に一人ずつ、左右の一人がけソファーに一人ずつ。

　やや遅れ、最後に残ったリリスはティーポットとティーカップを載せた盆を手に現れ、全員の前に紅茶を置き、宗司の対面に腰を下ろした。

「森もり塚つか一いち乃のは、変わってしまいました」

　おもむろに、リリスの一人が言った。

「自らが巨乳になることで、巨乳に取り憑つかれてしまったのでしょう。程なく、巨乳による巨乳のための巨乳世界を目指しクーデターを起こしました」

「……ごめん、聞いてると頭が痛くなりそうだから簡単にまとめてくれる」

「はい、兄さま」

「要するに、巨乳と貧乳どっちがすばらしいかで戦争をしているというわけです」

「うん、簡単にまとめてもらっても頭が痛くなりそうなレベルで酷ひどい話だね」

「悲しいことに、リリスたちは劣勢、戦争の主導権を奪われ苦戦しています」

「森塚一乃が巨乳になってしまったため、パワーバランスが崩れたのです」

　なるほど、確かにゲーム同好会内部を見れば巨乳はキリカ、フェル、リアの三人。普通から貧乳は一乃とリリスだった。しかし、今や一乃は巨乳の仲間だ。

「ですが、リリスたちには兄さまがいます」

「兄さまさえいればこの戦争はリリスたちの勝利に間違いありません」

「なるほど」

　頷うなずき、宗そう司じは紅茶を一口飲んだ。

　紅茶の香りと、その渋みが心を落ち着けてくれる。

　宗司は、虹にじ色の瞳ひとみでこちらをじっと見詰めるリリスたちを順番に見詰め返した。

「で、それとリリスたちがコスプレしていることには何の関係があるのかな？」

　恐らく、準備とはこれのことだったのだろう。

　メイド、ナース、バニーガール、スクール水着、ブルマ！

　リリスたちは、宗司をリビングで一人待たせていた間に着替えていたのだ！

「嬉うれしくないですか？」

「嬉しいに決まってるだろ！　お兄ちゃんもうひゃっほうだよ！」

「やだもう兄さまってば、目つきがいやらしいですよ。どうぞもっと見て下さい」

　ぽっ、と頰ほおを染めいやんいやんとリリスたちが身を捩よじる。

　メイド服が、ナース服が、バニーがスク水がブルマが踊る！

「そんな兄さまに、リリスは巨乳帝国撲滅作戦の内容を教えちゃいますね」

「うん、コスプレと戦争の関係は確かにマジで気になる」

「では──」

　すっ、と五人のリリスを代表するように対面に座るブルマリリスが立ち上がった。

　因ちなみに、ブルマの色は紺色でシャツの裾すそは外に出している！

　同時に、宗司の両隣に座っているリリスたちが宗司の腕を抱きしめる。

　左右のリリスはメイドとナース！　メイド服越しにナース服越しに当たる仄ほのかな胸の感触と石せつ鹼けんに似た清潔な香りがたまらない！

　更に、左右の一人がけソファーに座っていたリリスとリリスも立ち上がり宗そう司じの背後に回って左右から首筋に腕を絡からめて来た。

　バニーガールとスクール水着、肩に当たる布地の感触と耳をくすぐる吐息。

「お、おいリリス何をするつもりだ」

「ふふっ、兄さまは何もしなくても大丈夫です。全部リリスに任せて下さいね」

　まだまだリリスタイムは終わらない。

　いよいよ、真打ち──ブルマリリスは、ああ、なんということだろうか。

　宗司の膝ひざを跨またぐようにして腰を下ろし、正面から宗司に抱きついた。

「リ、リリス？」

　宗司は乾いた声で問うが、リリスは答えず虹にじ色の瞳ひとみで静かに見詰める。

　五方向からリリスに抱きつかれた宗司にもはや逃げ場はなく。

　これぞまさに、リリス三ざん昧まいリリス固め。

　だからどうしたと言われたらそれまでだが、戦争に勝つには必要なことなのだ。

　宗司の膝に跨るブルマリリスは幼い体を擦こすり付けるように甘え、熱っぽい声で囁ささやいた。

「兄さまと既成事実を作って、リリスが兄さまのものになってしまえば巨乳も貧乳も関係なくリリスの勝利は確定です」












「よし冷静になろうかマイシスター」

「リリスはとても冷静ですよ」

　制止するが、既に時は遅し。

　左右の、背後のリリスたちが虹にじ色の瞳ひとみに濡ぬれた輝きを宿し宗そう司じの服を脱ぬがそうと──

　ピンポーン。

　雰囲気をぶち壊すように、玄関のチャイムが鳴った。

「こんにちはー、ていこくへいでーす、れじすたんすをつかまえにきましたー」

　次の瞬間、ドアが破壊される音がして大量のフェルが白しろ崎さき家に雪な崩だれ込んで来た。




　薄暗い地下牢ろうであった。

「……むう、リリスたちが無事なら良いんだが」

　当然だが窓はなく明かりは天井の電灯一つで、後は粗末なベッドと毛布が壁際にある程度だ。扉は頑丈な鉄製でとてもではないが素手で破れるものではない。

　白崎家を襲撃した石いし斧おのフェル軍団に捕まり、城まで連行されたは良いが、そのまま牢ろう屋やに放置されている状況だった。やることがないので宗司はベッドにごろんと寝転んでいる。

「まあでも、上う手まく行けば一いち乃のには会えそうだな」

「うなははははー、とらわれびとながら、そのたいど、なかなかきにいったぞ」

「誰だれだ……いやフェルに決まってた！」

「そのとおりだ、あわれな、とらわれびとよ、わがなは、ぷろふぇっさーフェル」

　ギギギギギギと重く錆さび付いた音をさせて地下牢のドアが開いた。

「うんしょ、うんしょ、やべえ、このどあ、ちょうおもい」

「……手伝おうか？」

「おねがいします」

　訂正、ドアを開けようとしたけど物もの凄すごく重たかったので二人で頑張って開けた。

「うなはははは、あらためてなのろう、わがなは、ぷろふぇっさーフェルだ」

「要するにフェルなんだよな」

　多分、白衣を羽織っているあたりがプロフェッサーなのだろう。

　長い赤毛にネコミミ、硝子がらす球めいた瞳に赤いセーラー服、小さな体に似合わないたゆゆんとした胸、と他ほかの部分は完全にいつものフェルだ。

　つかつかとフェルが地下牢の中に入って来たので、宗司は改めてベッドに座った。

　ギギギギギ、バタンと重いドアが閉まる。

「で、何かおれに用事かプロフェッサー」

「うなははははは、そうじは、このていこくで、ゆいいつの、おとこ。フェルの、きちょうなけんきゅうざいりょうとして、つかってやろうというのだー」

　高笑いと共に、フェルは悪役めいて唇の端を吊つり上げた。

　しかし、ちゃんとプロフェッサーと呼んでもらえたことが嬉うれしかったのか、赤毛の上のネコミミがぴっこぴっこ左右に弾んでいた。実に単純でわかりやすく、可愛かわいいことだ。

「人体実験ということか……」

　なんという恐ろしい響きだろう。問題は、先の展開が完全に読めたことであるが。

「一応聞くけど、既成事実がどうとか言い出さないよな？」

「うなっ！」

　高笑いを止やめて、フェルが硬直する。

「そ、そんなことないよ」

「違うのか、じゃあおれは何をされるんだ？」

「うなー……ええと、うなー…………」

　硝子がらす球の瞳ひとみが泳いでいた。

　ぺったりと赤毛の上のネコミミがしおれて、少し俯うつむいた。

　てれてれもじもじ、と、内うち股またになって指を絡からめる。

「まずは、こうかんにっきから、はじめない？」

「ごめん！　何かごめんフェル、おれの心が汚れてた！」

「いっかげつごに、てをつないで。はんとしごぐらいに、きすで、えっちぃことは、けっこんしてからだと、フェルも、こころのじゅんびができて、うれしいです」

　フェルの中にも個体差があるのか、うなっひゃー言いながら石いし斧おの振りまわしている連中とは違って物もの凄すごく純情だった。宗そう司じの心に小さなトキメキが芽生えてしまう。

「あと、ほんとうは、じんたいじっけんじゃなくて、ごうもんを、しにきました」

「返せ！　おれの小さなトキメキを返せ！」

「うなはははははー、きこえぬわー。みるがよい、わが、おそるべき、ごうもんきぐ」

　一転、再び悪役めいた高笑いを上げたフェルは硝子球の瞳を輝かせ白衣に手を入れた。

　白衣の内側より取り出され、フェルの手に握られ元気良くびちびちと跳ねているそれは。

「ウナギじゃねえか」

「うなははははー、ただの、うなぎではない、たべておいしい、つかんでぬるぬる、とってもげんきな、フェルじるしの、すごいうなぎなのだー！　ちなみにようしょくだー！」

「その技術は拷問じゃなくて水産業界で生かすべきだろうが！」

「さあ、しろさきそうじよ、このうなぎを、せなかにいれられるという、おそるべきごうもんのまえに、くっするがいい」

「その前に、ちょっと質問良いか」

「うなー？」

「拷問の目的って何なんだ？　ぶっちゃけおれ、何も知らんぞ」

「うなっ！　ごうもんって、もくてきがないと、やったら、だめなの？」

「当たりまえじゃああああああああ！」

「んじゃー、フェルの、しゅみってことで、どうかなー」

「拷問の理由としては最低に近いな……ああ、まあいいや」

　諦あきらめたようにため息を吐ついて、宗そう司じはベッドから立ち上がった。

　つかつかとフェルの前に立つ。

「とりゃ」

「うなっ、うなぎとられた」

「てりゃ」

「うなっ、えりくび、つかんで、なにをするつもりだー」

「おりゃ」

「うっなああああああああん！」

　背中にウナギを放ほうり込まれたプロフェッサーフェルが、くすぐったさのあまり叫び。

　それこそウナギのようにぐねぐねと体を揺らし、ぐるぐると牢屋の中を走り回る。

　だが、ウナギは出てくる気配がなく。

　顔を高潮させたフェルが色っぽく悲鳴を上げる。

「うなぁぁん、そこは、だめー、フェルの、びんかんなところを、うなぎがー」

　よくやったウナギ！

　だがウナギと戯れるフェルを暢気のんきに見物しているわけにはいかない。

　フェルが一人で牢ろう屋やを訪ねたこと、フェルの悲鳴が聞こえても誰だれも牢屋に現れないこと、そして、フェルは牢屋のドアに鍵かぎをかけていないこと、全すべてが脱獄のチャンスだ。

「すまん、フェル！」

　一応謝って、宗司は牢屋を出た。

　予想通り地下牢ろうはがらんとしており、見張りの姿もなく、ウナギに弄もてあそばれるフェルの声だけが響いている。実に無用心だが宗司にはありがたい。

　小走りに地下牢を抜け、階段を上がる。このまま外を目指すか。

　否。

　会わねばなるまい、巨乳帝国の支配者──『巨乳女帝』森もり塚つか一いち乃のに！

　そして言うのだ！

「こんな阿あ呆ほな戦争さっさとやめんかい！」

　と！

「しかし……おれは一体全体、何をやってるんだろうか」

　それは誰にもわからない。




　平和を愛する正義の心を胸に、宗そう司じは赤い絨じゆう毯たんが敷き詰められた城を走った。

　途中で警備兵フェルを見かけたが、上う手まいことやりすごした。

　階段を上り、廊下を巡り、そして見つけた一つの扉。

『皇帝専用』のプレートがかけられた、そのドアを宗司は勢い良く開けた。

「おい、一いち乃の──っ！」

　白い煙、いや、蒸気が、宗司の視界を覆い隠した。

　視界を覆う白が去り、現れたのは。

　ぽかんとして、赤い瞳ひとみでこちらを見る──全裸の森もり塚つか一乃であった。

「……うわ、すげえ」

　ばゆゆゆゆゆんとした暴力的なまでの巨乳を、直接見た宗司はそう呟つぶやくしかなかった。

　別にその声が聞こえたわけではないだろうが、一乃は我を取り戻し悲鳴を──

「きゃあっっ……ちょっと待ってこの場合は悲鳴を上げるよりも、堂々とした態度で『見たければいくらでも見せてあげるわ、おいでなさい』とか振舞ったほうが良いかしら！」

「知らんわ阿あ呆ほが！」

　腕組みをして巨乳を持ち上げ、さり気なく巨乳を揺らす一乃に叫ぶ。

　顔が赤いのは、恐らく、周囲の気温が妙に高いせいだ。

「まあ、とりあえず寒いからドアを閉めてくれるかしら」

「あ、はい」

　宗司が素直にドアを閉めると、一乃は満足そうに頷うなずいた。

「では改めて、ようこそ、皇帝の浴室へ。足を踏み入れた男性はあなたが初めてよ」

「おれ以外に男がいないって話じゃなければ、光栄だったかもな」

　そう、そこは浴室だった。

　皇帝専用に相応ふさわしく、浴室は広く、浴槽はちょっとしたプールほどもある。

　壁際には精せい緻ちな彫刻（モデルの大半は一乃だが）が飾られ、薔ば薇らに似た香りのするお湯は、奥の壁にかけられたライオンの口からかけ流しにされている。

　宗司には正確な名称がわからなかったが、浴槽は滑らかな白い石材で作られていた。

　一乃はその浴槽の縁ふち、宗司が入ってきたドアに一番近いあたりに立っていたのだ。

　ぽちゃん、と一乃が浴槽に身を沈める。湯は僅わずかに色がついており肌は見えない。

　しかし、その帝国主義的な巨乳は、半ば以上、湯に浮かび。

　その球体の半分近くが晒さらされている。

「ふふっ、もうちょっと近くに寄りなさいな、話も出来ないじゃない」

「あ……ああ」

　礼儀正しく宗司は目線を逸そらし、浴槽の傍そばまで近寄った。

　一乃は赤い唇を吊つり上げ嫣えん然ぜんと微笑ほほえみ、浴槽に腰を下ろしたまま宗司を見上げた。

「……とりあえず、おれはこんな馬ば鹿かな戦争はやめろと言いに来たのだが」

「あら、いいわよ」

「え、マジで！」

　あまりのスピード展開に驚いた宗そう司じが反射的に聞き返す。

　驚いていたせいで、反応が遅れた。

「勿もち論ろんよ、わたしと一緒にお風ふ呂ろに入ってくれるならね」

　いきなり一いち乃のが立ち上がる。ばゆゆゆゆゆんと激しく揺れる巨乳が下より上へ。

　宗司の眼前に！

　目を奪われた！　一乃の両腕が宗司の肩を摑つかんだ。そのまま浴槽に引ひき摺ずり込まれた！

　ばっしゃーん！

　派手な水音を立てて、二人の体が浴槽に落ち、薔ば薇らの香りがするお湯が弾はじける。

「ぷはっ！　あ、危ないだろうが！」

「あら失礼、でも、これぐらい強引にしないとあなた逃げてしまうじゃないの」

　悪びれもせずに一乃が言い、宗司は返答に詰まる。

　確かに、逃げていたかもしれない。むしろ逃げていた可能性は高い。

　一乃はまだ宗司の肩から手を離していなかった、どころか、腕を首に回して殆ほとんど抱きつくような姿勢になっていた。

　破壊的なる一乃の巨乳は二人の体の間で押おし潰つぶされ、押し付けられている。

　薔薇の香りがするお湯で温められた彼女の体は仄ほのかに火ほ照てり、熟うれた桃色の果実のように宗司の本能を誘惑してならない。

　長い黒髪もまた濡ぬれて艶やかなてかりを帯び、彼女の体に絡みつく。

　宗司が全裸でなかったのが唯一の救いだろうか。

「……逃げないから、離せ」

「あら、どうして？」

「どうしてって言われても逆に困るんだが」

　一乃は嫣えん然ぜんと微笑ほほえみ、そっと唇を寄せた。

　宗司が目を見開く、一乃の唇は寸前で止まり小さく呼気を漏らす。

　薔薇の香りが少し強くなったような気がした。

　黒い瞳ひとみの奥に、悪戯いたずらっぽい輝きが宿っていた。

「まったく真面目まじめなのだから、無責任に楽しめば良いじゃない」

　一乃は言った。

「どうせ、夢の中なんですもの」

　甘ったるい微笑み、寸前で止まっていた唇が、否、舌がぺろりと宗司をカスタードクリームの味見でもするように舐なめた。

　宗そう司じの額に汗が浮かんだ、浴室の熱さとは別の理由で。

「……じ、自覚あったのか」

「この夢が始まってからは」

　可お笑かしそうに一いち乃のが笑っている。

「リリスとフェルも気付いて、この戦争ゲームに乗ってるわ。そうそう、残念ながら出会えなかったようだけど、キリカとリアも帝国側について色々やってるわ」

「良かった、乳の大きさが理由で争っている馬ば鹿かな国なんてなかったんだね」

「現実では、もっと馬鹿な理由で争っている馬鹿な国なんていくらでもあるわ」

　実に、一乃らしい皮肉だと宗司は苦笑いを浮かべる。

　まったく彼女には嫌いなものが多すぎる。

「と、いうことで夢の世界であることを良いことに、私のような美少女を全く責任を取らずに好き放題弄もてあそべる素敵な状況なのだけれど、どうする？」

「どうもしねえよ！」

「頑張って誘惑してあげるわよ？」

「これ以上されたら転びそうだからやめて！　真面目まじめな話、後で針の筵むしろになるのが目に見ているから嫌です。っていうか、その誘いは罠わなだろ明らかに」

「ちっ……誰だれか一人に手を出したら、後で全員に言い触らしてやろうと思っていたのに」

「ほら罠だった！」

「宗司の分際で知恵をつけちゃって、冷凍野菜並みに鈍いあなたはどこへ行ったの？」

「たまに思うんだけど、おまえ、おれに対して辛しん辣らつすぎないか」

「何をしても許されると理解しているから、甘えてるだけよ」

「……そ、そうか」

「あら照れた、所しよ詮せん宗司ね。わかりやすいわ」

「うるせえよ」

　ますます赤面した宗司に、一乃は愛いとおしそうに唇を寄せた。

　今度は耳元に、羽の先でくすぐるように、甘えるように囁ささやく。

「人間関係って不公平だと思わない？」

「どういう意味でだ」

「あなたは私たちが何をしても許してくれるけれど、私たちはあなたの何もかもを許したりしないなんて、本当に不公平」

　ぞわりと、宗司の背筋を嫌な予感が撫なでて行く。

　ちくりと、一乃は宗司を抱きしめた腕の先、指に力を込めて背中に爪つめを立てる。

　痛みで僅わずかに宗司が眉まゆをしかめる。

　聖女の如ごとく柔らかな微笑ほほえみを浮かべ、嬉うれしそうに一乃は言った。

「どうせ夢の中だから言ってしまうけれど──」

　黒い瞳ひとみでじっと、宗そう司じを見詰めて言った。

「愛してるわよ、宗司」

　そして彼女は指先に更に力を込め、宗司の背に爪つめを食い込ませる。

「だから満足の行く説明を求めるわ、『彼女』について」

　浴室のドアが開く音がした。

　背中の痛みをこらえて、宗司は音の方向を見た。

「やほー、ソージラブー」

「ごきげんようですわ、何だか随分久しぶりに会った気がしますわね」

　キリカとリア。

　何な故ぜか、既にバスタオル姿だった。

　入浴する気で満々のようで、体に巻きつけたバスタオルの胸元は──巨乳化した一いち乃のには及ばないものの──極めて豊満で、極めて雄大で、極めて強大で。

　思わず探検したくなるような深い谷間を共に形作っていた。

　そして、二人の間。

　連行される宇宙人のようにキリカとリアに引ひき摺ずられる。

　純白の少女。

　疲れて煤すすけたような白い髪、虚うつろな黒い瞳、か細い体はぐったりとして。

　恐らくは最後の良心を発揮させたのだろう、白いバスタオルだけは巻いている。

　森もり塚つか終つい乃のは、泣きそうな声で言った。

「そ、宗司……先輩…………助け、て、この人たち、話が……通じ…………な、い」

　がくり、と終乃の体から力が抜けた。

　宗司の体を決して離さないと言いたげに抱きしめたままの一乃が、悪戯いたずらっぽく囁ささやく。

「もう一度言うけれど──」




「人間関係って不公平なものだと思わない？」




　全くその通りだ。






追憶　八　風雲、一乃城






「話は理解できたわ」

　ことり、と紅茶のカップを置いて一乃は頷うなずいた。

　場所は巨乳城の一室、城の規模と比べたら小規模な丁度学校の教室程度の応接間。

　奇くしくもゲーム同好会部室に似た家具の配置で、部屋の中央に古びてはいるが一目で高級とわかるテーブルが鎮座している。

　窓にはレースのカーテン、足元には毛足の短い赤の絨じゆう毯たん、照明は小ぶりなシャンデリア、壁にはどこぞの風景画が掛けられていた。

　宗そう司じたちはテーブルを囲んで座っており、終つい乃のも縄で全身をぐるぐる巻きにされているが宗司の隣に着席している。

　当たり前ではあるが、既に全員着替えて制服姿だ。

　あの後、リリスにフェルまでやって来て入浴したため全員肌艶が良い。

　湯上り卵肌だ。

「アハハハ、まさか夢の中にまで『敵』が来るなんてね」

「執念深いと言いますか、馬ば鹿か馬ば鹿かしいと言いますか」

「うなー、たいへんだねー」

「というか、スズは何をしてますのよ。こんなことがないように外へ残してますのに」

「……あいつが真面目まじめに仕事するわけねえだろ」

「うん、フェルもそうおもう」

「あのー、お話中申し訳ないのですが」

　改めて白いワンピースを着せられ、椅い子すごと縛られた終乃が果敢に口を挟んだ。

　微妙にびびって腰が引けているのは絶対に内緒だ。

「わたし、どうなるんですかね？」

「あら、聞きたい？」

　穏やかに、まさしく妹を見詰める姉の眼まな差ざしを一乃が向ける。

「出来れば、解放して欲しいと思うんですが」

「ええ、勿もち論ろんそのつもりよ」

　一乃の言葉に、終乃は露骨に安あん堵どしたような顔を見せた。

　だが、宗司は嫌な予感しかなかった。

「でも、その前に改めて確認させてくれるかなっ」

「は、はい。何でも答えますよ！」

「まず、森もり塚つか終つい乃のは森塚一いち乃のの『存在しなかった妹』ということでしたか」

「ええと、はい。そうです」

「リリスの『第一世界シユレデインガー』のように、平行世界から来たという解釈で問題ないですか」

「大体それで大丈夫だと思います」

「うなー、で、ついのの、しめいは」

「それは勿もち論ろん『零白夜ラスト・エレメント』の消滅ですよ！　わたしは『運命の死神』、その為ために力を得て、その為に使命を背負い、死すべきものが正しく死す世界を守るのが役割ですから！」

「我らが主あるじたちと、同じ存在ということですわね……もっとも、我らが主たちの方は自身にそんな使命があることなど知らなかったわけですが」

　確認、とやらは終わったのか宗そう司じと終乃を除く全員の瞳ひとみが一乃に集まった。

　穏やかに微笑ほほえんだまま話を聞いていた一乃は、静かに頷うなずく。

「じゃあ、殺しましょうか」

「うえっ！」

　終乃が悲鳴を上げる。

「そだね殺そうか」

「はい、殺しましょうか」

「しかたないねー」

「やれやれですわ、恨まないでくださいましね」

　あっさりとキリカたちが賛同する。

　唯一反対したのが、笑えることに、『敵』である宗司だった。

「あー、何もそこまでしなくても良いんじゃないかな。今のところ害もないし」

「アハハハ、将来的には害になる『かも』しれないんでしょう」

「容赦する理由はありませんね」

　青と虹にじ色の瞳はぞっとするほど冷たく。

　そこには欠片かけらほどの躊ちゆう躇ちよもない。

　それは一乃も同じであり、一乃の一部とも言えるフェルとリアも同じことだ。

　静寂にも似た殺意──そこには怒りも憎しみもなく、透明な水晶のようでさえある。

　さり気なく、宗司は終乃を見た。

　恐らくは生まれて初めて何の迷いもない純然たる殺意を向けられたのだろう、蛇に睨にらまれた蛙かえるのように固まってしまっている。

「あなたの反対は私たちに殺人をさせたくないのが半分、その子への憐れん憫びんが半分よね」

「まあ、そうだな」

「つまり、兄さまには森塚終乃を殺すつもりはないということですね」

「ないよ」

「じゃあ、やっぱりキリカさんたちが殺すしかないね」

「止めるぞ、おれは」

「宗そう司じ」

　静かに、一いち乃のは言った。

「私たちは、どっちでも良かったのよ」

「……」

「別に、世界の全すべてを焼き尽くしてしまっても構わなかった。最後に残るのがあなたであるならば、それ以外の全てが消えてなくなってしまっても良かった」

「そうか」

「世界を焼いてしまうよりも、世界を捨ててしまう方が楽だったからそうしただけ。私たちを狂わせておいて、自分だけまともな人間のふりをするのはずるいわ」

「おれには、おまえたちの方が余程にまともな人間に見えるがね」

「見解の相違ね」

「仕方ないな」

　交渉は決裂した。正しくは最初から議論の余地などないことがわかっただけだ。

「零ぜろに還かえれ──虚無なる永えい劫ごう『零白夜ラスト・エレメント』！」

　瞬間、宗司の右手が白い手袋に包まれ部屋の大半を一乃たちごと凍りつかせた。

　凍結から逃れたのは宗司自身、隣の終つい乃の、部屋から出る道だけだ。

「えっ、ちょ、なにやってるんですか！」

「逃げるんだよ！　こんなもん、一分も持たんぞ！」

　まだ中身が入っていた紅茶のカップを逆さまにする、一瞬、滝めいて落ちる紅茶を『零百夜』で停止、紅茶の分子振動を停止させ強制的に熱を奪い凍りつかせる。

　紅茶のナイフで終乃のロープだけを切り、そのまま手を摑つかんで走り出す。

　戸と惑まどう終乃も一乃たちが向ける純然たる殺意を思い出したのか結局宗司に従った。

　バタン、と殆ほとんど蹴けり開けるようにして応接室を出る。

　足音が巨乳城の廊下を遠ざかる。

　色々な思いを抱きながら宗司の背中を見詰め、終乃は雪色の髪をなびかせ駆ける。

　宗司の予想したとおり、丁度、一分が経過した頃ころだった。

　一乃たちを封じ込めていた氷が砕けた。

「まったく、あの男は馬ば鹿かなのかしら」

「アハハハ、今更じゃないかなっ」

「兄さまですから、仕方ないですね」

「うなっなっなー、おもしろくなってきたねー」

「わたくしは頭が痛いですわ」

　予想外に彼女たちは冷静で、落ち着いていた。

　しゃらり、長い黒髪をかき上げて一いち乃のが席を立つ。

　そして巨乳城の城主に相応ふさわしい優雅さで宣言した。

「巨乳城──風雲モード、起動なさい！」

　ガガッ、ガガガガッ──城の内部機構が動き出す重々しい歯車の音と共に。

　巨乳城が、変形を開始した。




「なんだ……これは」

　いきなり城全体が激しく揺れたかと思えば、城の内部構造が作り変えられてしまった。

　少なくとも、地下牢ろうから皇帝専用浴室まで移動する間に覚えた道筋は役に立たない。

　石造りの長い廊下を遮るように、宗そう司じと終つい乃のの眼前には三つの扉が聳そびえ立たっていた。

『ふふっ──聞こえるかしら、宗司』

「ちっ、もう追いつかれたか！」

「違います宗司先輩、多分、監視カメラとスピーカーです」

『その通りよ、残念だけれど私たちが慌ててあなたたちを追いかける必要はないの』

『やほーソージラブー』

『兄さまのお姿、こちらからは良く見えます』

『ぶんめいのちからって、すごいよね』

『えーと、別に喋しやべることはないのですけれどわたくしもいますわ』

「全員見てるのかよ、それはともかく、追いかける必要がないだと？」

『教えてあげるわ、今、私の巨乳城は侵入も脱出も決して逃さぬプリズン──」

「待て！」

　鋭く制止し、宗司が問う。

「最初からずっと聞きたかったんだが、巨乳城という命名は誰だれがしたんだ？」

『私よ』

「そうか……いや、おまえが満足してるならそれで良いんだ。忘れてくれ」

『哀れんでるんじゃないわ馬ば鹿か！』

　スピーカー越しに怒鳴る一乃、宗司の隣で終乃が笑いを必死にこらえている。

『とにかく、城は侵入も脱出も許さないわ！　仕掛けられた無数の罠わなで、あなたたちが弱ったところを悠々と始末してあげる』

　そう、と彼女は一呼吸置いた。

『この風雲一乃城が、あなたたちの墓場よ！』

「巨乳城じゃなかったのか？」

『黙りなさい！』

「宗そう司じ先輩、あんまりそういうデリケートな部分を指摘しない方が良いです」

『そうよ、どうせなら心のデリケートな部分でなく体のデリケートな部分に触りなさい』

「お姉ちゃんも、隙すきあらばそっち方面に話を持っていかないで下さい！」

『森もり塚つか終つい乃の、言っておくわ、私に妹はいない』

　先ほどまでのどこかふざけた空気とは裏腹に、一いち乃のの声はぞっとするほど冷たかった。

　終乃が言葉に詰まり、宗司が元気付けるようにその肩を軽く叩たたく。

『最初の罠わなは、三つの扉。無事に先に進める扉は一つだけ。せいぜい頑張りなさい』

　冷淡に告げ、彼女はスピーカーをオフにした。

「結構、きついですね、面と向かって存在を否定されるの……仕方ないですけど」

　長く白い髪、黒い瞳ひとみ、整った顔立ちに細い体と白いワンピース。

　森塚一乃を幼くしたような少女は、儚はかなげに微笑ほほえんだ。

　宗司は何も言えなかったし、何も言わなかった。

　終乃は気を取り直すように、雪色の長い髪をなびかせて大きく首を振る。

「行きましょか！　宗司先輩を倒すにしても、城からは脱出したほうが良さそうですし！」

「ああ、その意気だ。まずは、この三つの扉のどれを選ぶかだな」

「さすがに、いきなり死の危険はないと思いますけれど……」

　眼前の三つの扉には外見的な差異はない、完全に勘が頼りなのだろう。

「悩んでいても仕方がないな、おれは真ん中の扉を潜くぐる。安全だったらおまえも来い」

「わたしは左の扉を行きます」

「終乃！」

「わたしは、宗司先輩に、守られるために、ここにいるわけじゃあないんです！」

　じっ、と黒い瞳が宗司を見詰めた。実に、正しい強さを持った輝きだった。

　無言で宗司は頷うなずき真ん中の扉に向かった。終乃もまた左の扉へ行く。

　同じタイミングで、扉を開け、向こう側へと潜った──

「何もない、か？」

「っ、きゃああああああ！」

　無事に潜り抜けた宗司の隣で悲鳴が上がる。反射的にそちらを向く。

　やや遅れて姿を見せた終乃は。

「ちょ、ちょっと、見ないで下さい！」

　白いワンピースが、超ミニの白いワンピース（ヘソ出し）になっていた。

　厳密に言うともう白いワンピースですらない、ミニ丈キャミソールと超ミニスカートに分解され、終乃が必死にスカートを押さえている。

「……なるほど、こういう罠か。うん、なんかあいつらしくて安心した」

「だから見るなって言ってるじゃないですか！」

　必死にミニスカートを押さえ、顔を真っ赤にしてぷんぷん怒鳴る終つい乃のが可愛かわいい。

「見るなって言われても……まあ、出来るだけおれの前を進まないようにしてくれ」

「うううう、わかりましたよ！　こうなりゃ自や棄けです好きなだけ見やがれですよ！　なーにが弱ったところを悠々と始末ですか、鼻歌交じりで脱出してやります！」

　気を遣われて逆に発奮したのか、ミニスカートがずり落ちないように押さえたまま宗そう司じの前に立って歩き出した。もっとも、ミニスカートに気を遣っているせいで足取りはちょこまかしたものになり、あっさり宗司に隣に並ばれてしまうのだが。

　ともあれ、これぐらいやる気になってくれたのは良いことだと宗司は思った。




　次の罠わなは、階段に仕掛けられていた。

　否、正しくは階段ではない。階段が丸ごとなくなり、ぱっくりと穴が開いている。

　とても飛び越えられる距離ではなく、二人の前に滑車つきロープが垂れ下がっていた。

　ターザンの如ごとく、このロープに捕まって穴を渡れというのだろう。

　ロープは二本、やはり、どちらかが罠だと予測はついた。

「わたしは、右にします」

「なら、おれは左だ」

「無事に向こう岸で会いましょうね、宗司先輩！」

「ああ、おまえこそ！」

　がしっ、二人はそれぞれロープを摑つかみ、またの間に挟むようにして安定を得る。

　滑車が滑り、一気に加速して二人の体を運ぶ。

「きゃああああああ！」

　またも、終乃の悲鳴が聞こえる。宗司がそちらを見る。何と言うことか、壁際から伸びたマジックハンドが、終乃の、残り少ないワンピースを無理矢理剝はぎ取ってしまった！

「って、だから見てるんじゃないですよ！」

　何のことであるか明言は避けるが、上はスポーツタイプのライトブルー、下は青と白のストライブだった。少女らしい健康的な色気があると言えなくもない！

「……ええと、上着、貸そうか？」

「いりません！　こ、このぐらいで、このぐらいでわたしは負けませんからね！」

　穴の向こう側に渡ったところで宗司は申し出たが、終乃は首を振り否定した。

　黒い瞳ひとみが燃えていた、少し涙目だけど燃えていた。

　ライトブルーと青白のストライプ姿で、堂々と涙目でぷるぷる震えながら歩いて行く。

　十三歳の少女が見せた、悲壮なまでの誇り高さ。

　宗司はそれ以上、余計な世話を焼くことなど出来なかった。

　だが、一いち乃の城は残酷だ。

　罠わなは容赦なく、二人を──主に、九割がた、殆ほとんど全部──終つい乃のを襲った。




「今度は扉が五つか……これは厳しいな」

「ふっ、わたしにはもう何も失うものはないのですよ！　とーつげきー！」

「待て！　あるだろ失うもの」

「にぎゃああああ、ブ、ブラが持っていかれたあああああ！」

「やっぱり」

「何ですかその目は、『でも、そのサイズならブラジャー必要ないだろ』とでも言いたげな顔は！　セクハラで抹まつ殺さつしますよ、セクハラじゃなくても最終的に抹殺ですよ！」

「誰だれもそこまで言ってねえよ！」




「……壁、だな？」

「……壁、ですね」

「二メートルぐらいあるが、登れば良いんだろうか」

「だと思いますよ、さあ、行きましょうか！　いやらしい罠もなさそうだし」

「止やめろ馬ば鹿か、自分でフラグを立てるな！」

「いやああああああああ、パ、パパパン、こ、これはちょっと洒落しやれにならないですよ！」

「え、えげつねえ……一いち乃のマジでえげつねえ」




「ううう、ま、まさか、全裸になるまで剝むかれるとは予想外ですよ」

「だから、おれの上着だけでも貸してやるって」

「宗そう司じ先輩の手助けなんていりません！　でも、こっち向いたら本気で怒りますから！」

「安心しろ、可哀かわい想そう過ぎてそっちを見る気もしない」

「それだと、わたしの体が貧相すぎて見たくないみたいな意味に聞こえるんですけど！」

「被害妄もう想そうだ……おい、喜べ終乃！　ここに休憩所があるぞ、しかも、着替えまで」

「マジですか！」

「ああ、水着だけみたいだが」

「それでも全裸よりマシです！　ありがとうございます超愛してますよ宗司先輩！」

「いや、この休憩所用意したのおれじゃないから愛されても困るんだが……」

「宗司先輩はいちいちイラッと来ますね。そこは素直に喜んでくれて良いのに」

「おまえはおまえで相当面倒くさい奴やつだよ」

「ま、それはともかく着替えるから、ちょっと待っててください」

「おう」

「って……なんですかこの水着！」




　宗そう司じと終つい乃のが石造りの廊下を歩いていた。

「なあ、その水着」

「言わないで下さい、何も言わないで下さい！」

　下手をしたら、終乃は全裸であったとき以上に恥ずかしそうであった。

　顔はもう真っ赤で、全身がぷるぷる震えていて、完全な涙目である。

　それでも唇を嚙かんで、必死に気丈を装っている。

　可哀かわい想そうなのだが、可愛かわいらしい。

「っていうか、こんなの水着って言いませんよ！　紐ひもですよ、紐！」

　終乃の形容は実に正しかった。

　上も下も極限まで布面積を削り取っており、実用性など塵ちりほどもない。

　走ればずれる、泳げば脱ぬげる、そっと歩くのが関の山。

　トップスの面積はトランプ一枚程度、アンダーも似たようなものという代しろ物ものだ。

　因ちなみに終乃の肉体年齢は十三歳程度、これはもはや犯罪ではなかろうか。

「それにしても、長いな」

　宗司が露骨に話題を変えると、ザザザとノイズが走りスピーカーから一いち乃のの声がした。

『お久しぶり、まったく私が思った以上に粘るじゃない』

「あったりまえですよ！　わたしはめげないところが良い所なんです。健けな気げな頑張り屋さんなんですから！」

「自分で言うと凄すごく図ずう々ずうしく聞こえるな」

『ふふっ、喜びなさい。次の曲がり角の向こうにあるのが最後の罠わなよ』

「──ッ！　ついに終わりが見えたか」

　そして、宗司と終乃の前に現れる最後の罠。

「こ、これは……」

「こ、ここ、お城の中、ですよね？」

『名づけて、《偽りの道》』

　長さ五十メートルはあろうかというプール、その水面には丁度人が一人乗れそうな飛び石が、ばらばらとランダムに配置されている。

　プールの向こうには、城の外へ続く門が聳そびえ立たっている。

「なるほど、飛び石の上を通ってプールを渡り向こう側へ行けって事か」

「かなりいっぱいありますし、最後にしては簡単そうですね」

『そんなに甘いわけがないでしょう、飛び石には簡単に沈む偽物も混ざっているわ』

「なるほどね。それで《偽りの道》か」

　飛び石を渡る運動能力に加えて、運も必要というわけだ。

　肝心のプールだが、内部の水は一見、何もない普通の水に見える。

　これならば、落ちても問題はなさそうだが果たして……

「宗そう司じ先輩」

　紐ひも水着の終つい乃のが、気丈な笑みで宗司を見上げた。

「頑張りましょう、これが最後です」

「ああ、最後まで油断はするなよ」

「ふんっ、誰だれに言っているんですか」

『ふんっ、美しい友情ね。せいぜい最後に足を踏み外さないことね、最後の罠わなの』

　皮肉めいた言葉と共に、スピーカーがオフにされる。

　宗司と終乃が、《偽りの道》へ挑む。

　二人は慎重だった、決して運任せにはしようとしない。

　まずは、観察をした。

　本物と偽物、どんな小さなものでも良い飛び石に差異がないかを。

　果たしてあった、僅わずかな、僅か過ぎる質感の違い。素材から来る浮力の差。

　偽物の飛び石は、僅かに、それが軽い。

　終乃は勝利を確信していた。紐水着なので軽快にとは言い難いが順調に前に進む。

　ゴールまで、飛び石は残り三つ。

　そしてそのうち二つが偽物。

「これで、わたしの勝ちです！」

　終乃は満面の笑顔を浮かべて、最後の、本物と思われる飛び石を踏んだ。

　同じように進んでいた宗司は、違和感を捨て切れなかった。

　確かに観察した、通常では見落としてしまうような差異から正解のルートを見つけた。

　当たり前に難易度が高い罠だった。だからこそ、何かが、引っかかっていた。

《偽りの道》──脳裏で宗司は呟つぶやく。

「……そうだ、一いち乃のはどうして、これが最後の罠だと教えたんだ」

　閃ひらめきが訪れた、それは、終乃が最後の飛び石へと飛んだ瞬間だった。

「やめろ！」

　だがもう遅い。

　宗司は一乃の高笑いを聞いた気がした。

　最後の罠の、最後こそが罠。

　材質の差を見抜かれることすら予想の内。

　終乃が踏んだ飛び石が、傾き、沈む。

　バランスを崩して、彼女もまた、沈む。

　悲鳴を上げる暇すらなく、高い水飛沫しぶきと共に終乃がプールに落ちた。

「終つい乃の！」

　宗そう司じが、飛び石に膝ひざをつきプールの中を覗のぞく。

「ぷっはぁ！　最後の最後でやってくれまってぎゃあああああああ！」

　幸いプールは終乃でも足がつく程度の深さで、彼女はすぐに顔を出したのだが。

　一見、何もいないように見えたプール、果たしてどこに隠れていたのか、黒く、ぬめぬめとてかる、六十センチ程度の生き物──要するに、

「これは──ウナギか」

「うにゃぎ！」

　そう、何匹ものウナギが終乃に襲い掛かって来た。

「逃げろ終乃！」

「言われなく、あひゃんっ！」

　普段であれば終乃はウナギから逃れられたかもしれない、だがほんの数秒、紐ひものように小さな水着を気にしてしまった。

　ウナギが終乃の体に辿たどり着き、ぬるぬると、ぬめぬめと、絡み付く。

　濡ぬれた白い髪、白い肌、小さな水着で辛うじて隠れた小さな体の上を這はい回る。

　それはもう、遠慮なく、這い回る。

「ひんっ、ちょ、や、なんでぇ。ウ、ウナギがぁんぅ」

「どういうことだ……」

　本来、ウナギに人間を襲うような習性はないはずだ。

　にも関かかわらず、このウナギは明確に終乃を狙ねらい……よく見れば、その頭部、口で終乃の全身を啄ついばんでいる。

「ひあんっ。だ、だめ、ですぅ、なんでぇ、こっんなのぅ」

　終乃は頰ほおを高潮させ、薄い胸を隠すように体をくねらしもがいている。

　着ている水着が水着だけに、大きな動きが取れずただでさえ積極的に絡み付いて来るウナギを振ふり解ほどけない。

　ウナギが肌を啄むたびに、彼女はくすぐったそうな嬌きよう声せいを上げている。

「みないでぇ」

　哀願の声に被かぶさるように、スピーカーから高笑いが響いた。

『うなっはっはー、それこそ、フェルが、かいはつした、どくたーうなぎだ』

「ドクターウナギ……ドクターフィッシュみたいなもんか？」

『そのとおり、にんげんの、はだにたまっている、ろうはいぶつを、えさにするのだ』

「なるほど、それで水に落ちた終乃が狙われたのか」

「なんれぇ、そんなっ、んっ、ばかっ、みたいなものぉ」

『しゅみ』

　聞くまでもないことだ。

　宗そう司じはふんと皮肉な笑みを浮かべる。

「喜べ終つい乃の、攻略法がわかったぞ」

「ひんっ、らめえ──」

『うなー、あきらかに、それどころじゃないね』

「よしそういうことなので急いで解説しよう。ドクターウナギには明確な欠点がある」

『うなっ！　けってん、だと』

「所しよ詮せんはウナギ、終乃がプールに落ちた音と振動に反応し本能的に攻撃しているだけだ。ならばより大きな音を立てて、より大きな振動があればウナギはそちらに行く！」

『そうじ、まさか──』

「そうだ、おれが、プールに飛び込み、ウナギをひきつければ良い！」

　なんという、自己犠牲の心。

　宗司は上着──いわゆる学ランを脱ぬぎ捨て、今にもプールの中に飛び込もうとしている。

　これには終乃も心を動かされた！

　もはや水着がどうのと言っている場合ではない、ぬめぬめと体に絡みつくウナギの攻撃に耐え飛び石の縁ふちにしがみつく。歯を食い縛り、勢い良く自分の体を引き上げた。

「っていうか、宗司先輩がウナギに絡からまれてアヒンアヒン言ってる光景なんて絶対見たくない、見てたまるもんですくぁあああああああああああ！」

　まさに火事場の馬ば鹿か力ぢからを発揮し、プールから這はい上がった終乃は飛び石の上に仁王立ちになり、白い裸身に絡みつくウナギを摑つかんでは投げ飛ばす。

　ついにウナギの魔手から逃れた終乃、呼吸は乱れ、濡ぬれた長く白い髪もまたぺったりと張り付いていたが──その瞳ひとみは力強く、その姿は美しかった。

「終乃！」

「ふんっ、まったく宗司先輩は余計な世話を焼くのが好きですね、誰だれも助けてくれなんて頼んでませんし、わたしは一人でもちゃんとやっていけるんですよ！」

　腰に手を当て薄い胸を張り、終乃は自信たっぷりに宣言する。その発言の何割かは確実に強がりだが可愛かわいらしいものだ。

　脱出の際に水着が脱げているとか、堂々と仁王立ちしてるのは良いですけど目の前に宗司いますよとか、そういう点には触れてはいけない。触れたら可哀かわい想そうだから。

　宗司は何も言わずに、脱いだ上着を終乃の肩にかけてやった。

　一瞬、驚いたように終乃の黒い瞳が宗司を見る。

　宗司は柔やわく微笑ほほえんで、終乃の兄が妹にするように頭を撫なでた。

「頑張ったな」

「……やめてください、子ども扱い」

　はにかんで、つんと彼女は唇を尖とがらせる。

　脱ぬげてしまった水着の代わりに、宗そう司じの学ランに袖そでを通す終つい乃のが少し嬉うれしそうに見えたのは気のせいかもしれない。

「えへへ……おっきいですねえ、宗司先輩」

　素肌の上に宗司の学ランを着た終乃、サイズが随分と違うので風変わりなワンピースのようだ。袖も随分と余ってふわふわしており、彼女は楽しげに余った袖を揺らして遊ぶ。

　どこか微笑ほほえましげにその姿を眺め、宗司は言った。

「行こう、もうすぐ城を出られる」

「はい！」

　一転、終乃は黒い瞳ひとみを輝かせ力いっぱいに元気良く頷うなずく。

　もう同じ罠わなに引っ掛かることはない、飛び石を渡り無事に城の門へと辿たどり着いた。

　巨大な城門はごごごごごごと鈍い音を立ててゆっくりと開いて行く。

　ただの鈍い音も試練を乗り越えた二人には祝福の鐘のようにすら聞こえ。

　ついに、城門の外へ。

「やりました！……あれ？」

　終乃の顔が喜びから困惑に変わる。宗司は険しく眉まゆ根ねを寄せて静かに呟つぶやいた。

「ああ、どうせこんなことだろうと思っていたよ」

　城門の外、現実世界における荒あら谷や学園正門前の道に、戦車が五台ほど砲塔をこちらへ向けて待ち構えていた。

　戦車というが現代の戦場で見るほどスタイリッシュなものではない。

　一メートルほどの円筒の正面に短い砲身をつけ、無限軌道で移動可能にしただけ。

　操縦席もむき出しで、戦車というよりは移動式ピッチングマシーンと呼んだ方が正しいような代しろ物ものだった。そして肝心の搭乗者だが……

　案の定、一いち乃の、キリカ、リリス、フェル、リアの五人である。

　操縦席の一乃が優雅に黒髪をかき上げ、宗司たちを見下ろし告げる。

「宣言どおり、あなたたちが弱ったところを潰つぶしに来てあげたわよ」

「ごめんねソージ。ツイノとイチャついてるのがむかついたから手加減はしないよっ」

「兄さまの制服を借りて、兄さまに頭をなでなでされて……ああ、妬ねたましいです」

　キリカの青い瞳の中に陽気な敵意が、虹にじ色のリリスの瞳に暗い炎が燃える。

　そしてフェルはお祭りの予感に赤毛の上のネコミミをぴっこぴっこ揺らし、リアはどこか気の毒そうに羽扇で口元を隠し嘆息した。

「うなっしゃー、あのおんなを、もういっかい、ぜんらにむいてやるぜー！」

「殺傷力は皆無ですから、そこだけは安心くださいませ……凄すごく痛いですけど」

　気遣っているようだが、止める気はなさそうなあたり、イラッとしてはいるのだろう。

　終わったと思ったところにダメ押しが来て、終つい乃のは既に涙目である。

「なんなんですかぁ、あの人たちはぁ……」

「諦あきらめないのと、めげないのが取り柄じゃなかったのか」

　宗そう司じが珍しくも皮肉を言う。

「それとも、おれの手助けが必要か？」

「うっ……うるさいですよ！　そうですよ、諦めませんよ、諦めるわけがないんです！」

　終乃は発奮し、立ち直り、きっと一いち乃のたちを睨にらみ付けた。

　黒い瞳ひとみに力を込め、未いまだ濡ぬれたままの長く白い髪をかき上げる。

「わたしは森もり塚つか終乃、十三歳」

　素肌の上に学ランを着ただけの姿ながら、その細い足は力強く地面を踏みしめる。

「『運命の死神』、『零白夜ラスト・エレメント』の『敵』、使命を果たすまで立ち止まることはない！」

　五台の戦車に向かって、彼女は自分から突っ込んで行く。




「ああ、おまえは強いのだろう森塚終乃。だがおまえは幼すぎる」

　彼は静かな瞳で終乃の背中を見詰め呟つぶやく。

　殺傷力はないが猛烈な速度で発射されるドッヂボールサイズの球。

　終乃は濡れた白い髪を揺らし、学ランの裾すそを翻し、よくかわしている。

　諦めない、自身が宣言したとおり、よく戦っている。

　だが……

「決して諦めないのはあいつらも同じだ。おれはあいつらに勝てなかった」

　思い起こすのは夢に封じ込められる前の記憶、彼女たちは真っ向から宗司に勝負を挑む、真っ向から打ち破り、真っ向から『零白夜ラスト・エレメント』白しろ崎さき宗司を殺さなかった。

　殺さないために、夢の中に封じ込めた。『運命の死神』としての『使命』でなく、彼女たち自身の意思で。

「自分の意思で自分の『運命』を選び取った人間は強いぞ森塚終乃」






追憶　九　零百夜──夢の終わり






　一面の白。

　一番最初の記憶。

　父母の顔は知らず、何一つ思い出はなく、ただ使命と異能の力のみがあった。

　全すべての死に行くものたちの嘆き。

　全ての悲劇を終わらせる存在。

　永遠の純白。

「ああ、これは、おれの夢か」

　今とは国の名前すら違っていた頃ころ、遥はるか北の彼方かなた。

　鉄のように冷たき森。星のように白き森、死者のように静かな森。

　かつて森は異界であった。

　狼アプリストスたちの支配する楽園であった。

　森は人の領域でなく、森に住まうものは人ではなかった。

　森を出ることで人になる資格を手に入れ、彼女たちに出会うことで人になった。

　懐かしさを覚えることはない、哀かなしみを覚えることもない、そこには文字通りの意味で何もなかったのだ。何一つなかったのだ。

　あるのは『無』だけだ。

　そこに今の、多くを得た自分がいるのは酷ひどく奇妙な気がしていた。

「ううー！　なんなんですかここ！　寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒い寒いとにかく寒い！」

　こんな夢の中にすらついてきた誠実なる彼の『敵』は、雪色の髪すらもバリバリと凍ってしまいそうな極寒の中で白いワンピースの肩を抱いて唇を紫にして震えていた。

　一方、宗そう司じの方は何の変哲もない制服姿だが寒さに震える様子もない。

　終つい乃のは黒い瞳ひとみで、じろりと上目遣いに宗司のことを睨にらんだ。

「寒くないんですか宗司先輩は」

「ああ、全然」

　軽く、宗司は右手を上げた。

　白い手袋の形、停止の異能、白しろ崎さき宗司が宿した宿命の顕現──『零白夜ラスト・エレメント』。

「こいつで、周りの冷気を遮断してる」

「ちょっと！　そんな便利なことしてるならわたしにも使ってくださいよ！」

「良いのか？　『敵』の力に頼っても」

「ぬぐっ！」

　宗そう司じの意地悪な問いに終つい乃のが呻うめいた。悔しそうに唇を嚙かみ、つんと彼女はそっぽを向く。口の中でぶつぶつと『寒くない、寒くない、寒くない』と呟つぶやいている。

「因ちなみに、この温度だと涙が凍って目が開かなくなるぞ」

「な、泣いてませんよ！」

　ただ、涙目ではあった。

　宗司は苦笑する。別に意地悪が目的ではない、『零白夜ラスト・エレメント』の範囲を広げて終乃の周辺でも冷気を停止させた。

「……ありがとうございました、でも、礼は言いませんよ」

「別にいらんよ」

　言わないと言いながらちゃんと礼をする終乃はきっとそう悪い人間ではないのだろう。寒さが和らぐと、彼女は自分の体を擦こすって暖めながら改めて周囲を眺めていた。

「なんにもありませんね」

「木と、土と、雪と風があるぞ」

「そういう意味じゃありません」

　宗司は指先で空を指した。

「星もある、見えないけどな」

「あ……」

　白夜、と呼ばれる現象がある。

　細かい理屈は省略するが、極めて緯度の高い場所で見られる現象であり、太陽が沈まず、従って夜が訪れず、一晩中空が薄い白色にそまるのだ。

「……綺き麗れい」

　だがその美しさに意味はない。

「おれはここで生まれた、そして、ここで育たなかった」

　白夜の空を見上げて宗司が呟く。

「自身の時を止め、待っていた、おれの倒すべき『敵』が、おれの倒されるべき『敵』が現れるのを待っていた。結局、どちらも現れなかった。現れたのはただの人間だった」

「何が言いたいんですか」

「おまえはどこで生まれた」

　沈黙があった。

　森もり塚つか終乃は宗司ではなく、白夜の空を眺めていた。

　あるいは、白夜の空を通して何かを──誰だれかを見ているのかもしれない。

「荒あら谷や学園第三旧校舎、一階、ゲーム同好会前の廊下を歩いている時に、わたしはわたしの出現を自覚しました。お姉ちゃんの記憶と、自身の異能と、使命はもう知っていました」

「そうか」

「はい」

　深雪を踏む小さな足音、小さな森もり塚つか終つい乃のが宗そう司じの隣を離れ、宗司の正面に立った。

　既に二人とも白夜の空を見上げていない。

　目の前にいる、お互いを見ている。

「おまえは何ど処こから来て、何処へ行く」

「哲学に興味はありません」

「哲学ではない、これは意思と宿命だ」

「わたしは『敵』を討つために来ました」

「討って何処へ行く」

「何処かへ」

「そうか」

「そうです」

　しゃらり、と森塚終乃は長く白い髪をかき上げた。

「わたしは森塚終乃、十六歳、運命の死神『断罪の鎮魂歌アンフエール・アンジユ』」




　黒い炎が彼女を包み、焼き尽くす。

　炎の渦から彼女は再び現れる。

　彼女の名前は森塚終乃、十三歳の幼い少女だった。




「わたしには、使命の他ほかに、なにもない」

　今の彼女は十六歳だった。

　白い髪と黒い瞳ひとみを除いて、森塚一いち乃のと何一つ変わりはしなかった。

　黒い炎を穂先に灯ともす槍やりを手にしていた。

　宗司は彼女の姿を眺めて静かに頷うなずき、確信し、兄のように優しく微笑ほほえむ。

「そうか、おまえはとことんまでおれを殺す『敵』なんだな」

『断罪の鎮魂歌アンフエール・アンジユ』にして『煉獄カサルテイリオ』。

「よし──雪合戦でもやるか！」

「……はい？」

「いや、だっておまえ、なんか本気出してるけど……ここまだ夢の中だぞ？　そもそも、夢の外側におれを引っ張り出さなきゃ絶対に殺せないんだが」

「あああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　十六歳の終乃が、黒い炎を灯す槍を放ほうり投げて頭を抱えた。

「そ、そうでした。なんでわたしこんな無駄なところで切り札見せちゃったんだろ！」

「夢の中でも色々あったからなあ、うっかり忘れちゃっても仕方ないだろ」

「そんな安っぽい同情いりません！」

「……そんなにへこむなって、ほら、元気出せよ」

　終つい乃のは完全に涙目で、今にも大声で泣き出しそうに体がぷるぷると震えていた。

　慰めるように宗そう司じは言ったが、彼女はますます瞳ひとみに涙を浮かべるだけだ。

　宗司もなかなかに困っていた。

　終乃自身は決して認めはしないだろうが、彼女はその立ち位置的にはむしろ宗司の妹のようなものだ──人として生まれて異能の力を背負わされたものでなく、共に異能の力のために創つくられ使命を果たすために生まれた存在として。

「よし、じゃあこうしよう。今から雪合戦をして、終乃が勝ったら」

「勝ったら、なんですか」

「一度、夢を終わらせよう」

　終乃が涙を拭ふき、立ち上がった。

「本当ですね」

「そうだな、一いち乃のとキリカ、リリスとリリス、フェルとリア、ウサ子じゃなかったスズとテス、それに、まだ会ったことのない『煉獄カサルテイリオ』の残りの連中にも誓おう」

「……改めて聞くと、マジハーレムですね」

「おまえ以外、誰だれにも聞かれてないから言っちゃうが、マジハーレムだ」

　宗司は言った。

「凄すごく美お味いしい立場にいるなと常つね日ひ頃ごろから思ってるぜ！」

「うわ、すんごい笑顔だ」

「ふっ……生まれたばかりの子どもにはわからないだろうがな。人間は大切なものがあると、こんな顔も出来るようになる」

「けっ、惚気のろけやがって。ぜってー、ぶっ殺してやりますよ」

「出来るか？　まずは雪合戦に勝たないといけないんだぞ」

「勝てる勝てないじゃありません──勝つんですよ！」

　槍やりを放ほうり投げ、終乃は素早く屈かがみこんで雪球を作成、立ち上がりながらアンダースローで宗司に向かって投げつける。

　見事な不意打ち！

「だが甘い！」

　身を捩よじり、軽やかな側転で雪球を回避、膝ひざ立だちの姿勢で着地し自らも雪球を作る。

「さすがにこの程度で勝たせちゃあくれませんかあああああ！」

「当たり前だ、おれの『敵』！　自慢じゃないが、おれは強いぞ！」

「うるせえですよ！　ハーレムに現うつつを抜かしてやがるオスビッチなんぞに負けるわけにはいかねーです。雪球に頭ぶつけて死ねやこらあああ！」

「おい一応言うけどな、結構苦労も多いんだぞ！　誰だれかを贔ひい屓きしたり出来ないし、みんなに気を遣わないといけないし、ぶっちゃけ将来的に色々問題多いし！」

「だったらハーレムなんぞやめて、一人を選べばいいでしょうがあああ！」

「絶対嫌だね！　おれは何がなんでも全員幸せにするんだよ！」

「無駄に男らしいじゃないですかああ！」

「おれに惚ほれるんじゃねえぞおおおお！」

「それだけは！　絶対に！　ありえない！　から死ねえええええ！」

「ぬおおおおお！　おまえが死ねやこらああああ！」

　二人して怒鳴りあいながら、物もの凄すごい勢いで雪球を投げ合っていた。

　互いに何度も被弾しているが、どちらもまだ負けを認めていない。

　というか、そもそも勝敗に関するルールを定めていないことに二人は気付いていない。

　どちらかが疲れ果て、力尽きた時点で負けとするしかないのだろうが。

　何にせよ、勝敗は既に見えていた。

　忘れてはいけない。

　白しろ崎さき宗そう司じという男は、本当にどうしようもなく、『妹』に甘いのだ。






日誌　一　日常を続けます






　ある春の日の朝。

　見慣れた──現実世界の──自室で目を覚ますたび、宗司は未いまだ奇妙な気分になる。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい話だ。

　夢の中にいれば、望んだものは全すべてがあった。望まなかったものは全てがなかった。

　いや、一つだけ、イレギュラーはあった。

　雪色の長い髪を思い出し、宗司は苦笑する。

　改めて、身支度を整えて制服──いつもの学ランに着替え一階のリビングへ降りる。

「おはようございます兄さま、」

「リリスは兄さまのことをずっとお待ちしていました」

　姿を見せるなり、現実世界のリリスとリリスが左右から宗司に抱きついて来る。

　柔らかな髪で作った小さなポニーテイル、整ってはいるが幼さを残した顔立ち、十三歳という年齢と比べても小さな体。

　二人とも見慣れたペールオレンジの制服姿で、その上に白いエプロンをつけ。

　当たり前のような顔をして、左右から宗そう司じの頰ほおに口づけをする。

「……お、おはようリリス」

　宗司は若干の戸と惑まどいを宿したままリリスたちに言った。

　リリスとリリスは虹にじ色の瞳ひとみを閉じ軽く顎あごを上げ、さくらんぼめいて鮮やかな唇を宗司に向けて捧ささげたまま、何かを待っているように動かない。

　胸中で嘆息し、宗司は諦あきらめたように、リリスとリリスの唇に短い口づけをする。

「ごちそうさまでした、」

「リリスとしてはもっと情熱的でもよかったのですけれど」

　リリスとリリスは虹色の瞳を開けて。満足そうに小さく微笑ほほえんだ。

　宗司の方は、さすがに照れくさいのか、赤くなった掌てのひらで顔の半分ほどを隠していた。

「……勘弁してくれよリリス、お兄ちゃん、これでも結構頑張ってるんだから」

「何でも言うことを聞くと言った、」

「兄さまが悪いのです」

「『おはよう、と、おやすみなさい、のキスは義務』、」

「ちゃんと約束したではありませんか」

　弱りきった情けない顔をしている兄とは対称的に、リリスは涼しいものだ。

「浮気のために現実世界へ戻ると言い出した兄さまを、」

「許容してあげる心の広い妹に向かってなんという言い草でしょうか」

「リリス傷ついちゃうなー、」

「リリス傷ついちゃうなー」

　明らかに面白がっていた。表情は変わらないが、虹色の瞳がきらめいていた。

　ますます弱りきった、情けなさも極まった顔で宗司は悲しく抗議する。

「浮気じゃないんです。正直、そういう意味では全く興味がないんだけど……ほら、何ていうかな、放ほうっておけないというか、見捨てられないというかぎやぁ！」

「リリスとしてはそれが一番気に入りません、」

「浮気の方がマシです」

　宗司の台詞せりふの途中で、リリスとリリスは宗司の肘ひじを思い切りつねった。

「浮気相手が増える程度なら許しますが、」

「妹が増えた場合は戦争ですよ兄さま」

「……はい」

　リリスとリリスが左右から発する凄すさまじい圧力に、わかりやすい程に強烈な嫉しつ妬とに、宗司は頷うなずく以外出来なかった。

　一転、リリスとリリスは柔らかに微笑み、宗司の腕を引いてテーブルへ連れて行く。

「さ、兄さま、朝食にしましょう、」

「今日の朝食も兄さまのために愛情をたっぷりこめて作りましたから」

「わあ、嬉うれしいなあ……でも、たまにリリスの愛情が重たいなあ」

「やだ兄さまったら、」

「そんなに褒めないで下さい」

「褒めてないよ！」

　山盛りの諦念を込めて、宗そう司じは食卓についた。

　リリスとリリスはそのまま宗司の両隣に、挟み込むように腰を下ろす。

　メニュー自体は普通の、トーストにスクランブルエッグ、コンソメスープ、ちょっとした野菜というものだったが。宗司の前にはフォークもナイフも箸はしもなかった。

「なんということでしょうリリスとしたことがついうっかり、」

「兄さまのフォークとナイフを用意し忘れてしまいました」

「でも問題ありません、」

「リリスが兄さまに食べさせてあげればよいのです」

「……そうだね」

　もう毎朝のことだと指摘するのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい、この辺が愛情の重たい由縁である。

　リリスとリリスは片腕を宗司に絡からめたまま、双子らしく実に息のあった動きで宗司のトーストにバターを塗り、スクランブルエッグを軽く乗せ。

「はい、兄さま、」

「あーんしてくださいね」

「……あーん」

　宗司の口元に運んで行く。

「美お味いしいですか？」

「ああ、美味しいよ。いつもありがとうリリス」

「そんな、リリスは兄さまが喜んでくれるのでしたら何だって」

　はにかんでちょっと視線を伏せるリリスはたまらなく愛らしく、いじらしい。

　基本的にはシスコンであり、根っこの部分はどうしようもないシスコンである宗司も実際のところ本気でこの扱いにまいっているわけではなく。

　嬉しいけど恥ずかしいという感じである。

　思わず、にへらっ、とした笑みを浮かべて本音を漏らしてしまうぐらいだ。

「ああー、もう、リリスは可愛かわいいなあ！　リリスは本当に可愛いなあ！」

「いやんいやんいやん、」

「兄さまってばそんな風に言われたらリリス照れちゃいます」

「はい兄さま、」

「次はスープをどうぞ」

「うんっ！」

　いちゃいちゃいちゃいちゃと、見物人がいたら塩の塊かたまりでも食べたくなる勢いで甘ったるい朝食はこんな具合に続いた。

　因ちなみに、現実世界に帰って来てからこれが毎日である。

　朝食の後は登校、本来ならリリスとリリスと共に向かうところだが。

「じゃあ行って来るよ」

「いってらっしゃいませ兄さま」

　宗そう司じは一人で登校し、リリスは少し遅れて登校する。

　と、いうのも通学路のどこかで。

「ふふふ、出てきましたね宗司先輩。今日こそ、今日こそ、そのお命頂戴ですよ！」

　こいつが、毎朝毎朝雨の日も風の日も忠犬よろしく待ち構えているからだ。

「おう、おはよう小乃ちいさいの」

「だれが小乃ちいさいのですか！　わたしは森もり塚つか終つい乃の、十六歳」

　しゃらり、と長い雪色の髪をかき上げ彼女は言う──

「いやあ、一応一いち乃のが姉なんだし、おまえは小乃ちいさいのって呼ぶしかないだろ」

「むきいいいい、また決め台詞ぜりふの邪魔をしましたね！」

「しかし、十六歳の体になっても中身は変わらないな」

「当たり前ですよ、中身は一緒なんですから」

　宗司たちと共に現実世界に戻った終乃は十三歳の幼い体から、『切り札』である十六歳の体に成長していた。

　理由はわからない。色々と仮説はあったが、最終的にはフェルの『かんがえてもしかたないし、せいちょうきってことで、いいじゃん』という発言で決着した。

　望み通り宗司を、そして一乃たちを現実世界に連れ出した彼女の願いは変わらない。

「とにかく、今日こそ『使命』を果たすとき、覚悟ぉぉおおおおおお！」

　こんな具合に、白昼堂々と襲い掛かって来る。

「うおりゃ」

「きゃああああああんっ！」

　拳こぶしを振り上げて襲い掛かってきた彼女を、宗司は一歩前に踏み込んで抱き締めた。

　顔を真っ赤にして嬉うれしいのか恥ずかしいのかわからない悲鳴を上げる終乃。

　十六歳サイズになった今でも、体のサイズは一乃と同程度、一乃感覚で抱き締めれば簡単に両腕で包み込んでしまえる。

　女の子を怪け我がさせるのはちょっと……という宗司の策だったが終乃には有効だった。

　一対一なら抱き締めてしまえば下手な攻撃は出来ないというのもある。

「は、離してください！　何をするんですか、この痴漢、変態、破は廉れん恥ち！」

　喚わめきながら終つい乃のはぎゅーっと抱き締めてる腕に力を込める。

　言ってることとやってることが無茶苦茶なのも、いつものことである。

　宗そう司じは半ば呆あきれながら、言った。

「いや、そもそも、殴りかかるんじゃなくて『断罪の鎮魂歌アンフエール・アンジユ』でも『煉獄カサルテイリオ』でも使えよ」

「ううううう、宗司先輩に言われるまでもなく。わかっているのに、わかっているのに勢いで殴りかかってしまう自分が恨めしい！」

「まあ、場数が足りないわなあ」

　実際、五回に一回ぐらいはちゃんと異能を発動させて襲い掛かって来る。

　それでも普通に負けているが。

「ところで終乃」

「……なんですか宗司先輩」

　抱き締めたまま宗司が問うと、終乃はふてくされたような顔で──恥ずかしそうに頰ほおを染めて宗司の顔を見上げている。

「戸籍は親父に頭下げて用意してもらうから、学校に通ってみる気はないか」

「ありません、そんなもの、わたしには不要です」

「贈った制服は着てくれてるのになあ」

「仕方なく受け取っただけです。いきなり成長してから着替えが足りないんですよ」

　そう、今の終乃は荒あら谷や学園高等部のセーラー服を着ていた。カラーバリエーションは終乃の髪の色に合わせて白を選んだ。

　仕方なく、と言ったわりには宗司の前に現れるときは必ず制服姿である。

「あー、学校に来れば友だちが出来るかも」

「いりません」

「就職が有利になるかも」

「知りません。何なんですか宗司先輩は、わたしの保護者ですか」

　つんっ、と本気で拗すねたように終乃は身を捩よじって宗司の拘束を逃れる。

「わたしは『運命の死神』、わたしはわたしの使命を為すためにここにいるんです。生憎あいにく今日は調子が悪いようなので、これぐらいで勘弁してやりますよ！」

　雪色の長い髪を翻し背を向け、白いセーラー服のスカートを揺らし終乃が走り去る。

　宗司は軽く手を振って、終乃を見送った。

「また明日な」

「けっ、明日こそが宗司先輩の命日だー！」




　終乃の襲撃を退け、宗司は荒谷学園の校門を潜くぐる。

　校門の桜は見事な満開で、生徒たちを祝福するように桜色の花弁を降らせていた。

　何とはなしに、その桜を見上げていると。

「だーれだっ！」

　むぎゅう、と背中に大変素晴らしく柔らかく甘い果実に似た膨らみが押し付けられた。

「キリカ……というか、普通そこは手で目隠しするところじゃないのか」

「アハハハ、どうせ一発でわかっちゃうんだから良いじゃん」

　肩越しに振り返れば、案の定キリカがいた。朝陽あさひを浴びて輝く銀色の髪には一枚二枚と桜の花びらが落ち、青い瞳ひとみは澄み渡る空のよう、制服はいつものブレザー姿。

　校門の傍そばで、登校の時間帯、当たり前だが多数の生徒が二人に目線を向けて行くがキリカは全く気にした様子はない。

　背中から抱きついたまま、顎あごを宗そう司じの肩に乗せてごろごろと猫のように甘えている。

「嫌、とは言わないが……せめて場所を変えるつもりはないか？」

「ないよ？　いつでも、好きなときに、好きなように抱きついて良いって『約束』だもんね。それはもう、キリカさん好き放題やるよ。別に見られても気にならないしねー」

「おれは気になる」

「アハハハ、もちろん知ってるよ、ソージセンパイッ」

　苦々しげに宗司は顔を歪ゆがめた。

　要するに、キリカ流のささやかな復ふく讐しゆうである。

　決して嫌ではない、むしろ嬉うれしい、色んな意味で。

　この背中に当たる膨らみの感触は素晴らしい、顔を埋めて眠りたいぐらいに。

　結果、宗司は笑っているような困っているような酷ひどく珍妙な表情になってしまう。

　それがまた面白いのか、キリカはにゅふふふと悪戯いたずらっぽい表情で宗司を見詰める。

「んー、許してあげよっか？」

「……要求はなんだ」

「キリカさん、美お味いしいパフェが食べたいなあ何て思うんだけどー」

「今度の日曜日で良いでしょうか」

「パフェだけじゃなくて、ご飯も食べたいなー。それに新しい服も買いたいなー、見たい映画もあるしー、これはキリカさん大忙しだなー」

「わかったよ、付き合えば良いんだろ付き合えば」

「え？　キリカさん別にソージに付き合って欲しいなんて言ってないよ？」

　空とぼけた表情でキリカが言う。

「それとも、ソージはそんなにわたしとデートしたいのかなー？　したいなら、ちゃんと言葉にして欲しいなー、ちゃんと誘ってくれたらオーケーするかもねっ！」

「ぬぐぐぐぐぐ、この女……」

「あっ、そーだよねー、ソージも忙しいもんねー。何せ今まで良い感じだった女の子放ほうり出して、新しい女の子に夢中なんだもんねー、これって浮気だよねー。あーあー、キリカさん泣いちゃうかもなー」

「ぐぬぬぬぬぬぬぬ」

　キリカのわざとらしい泣き真ま似ね、宗そう司じは口く惜やしげに呻うめくが敗北は既に確定的だった。

　盛大に、宗司はため息を吐つき──かちり、脳内で『反撃モード』のスイッチを入れる。

「良かったら、今度の日曜日におれと一緒に出かけないか」

「アハハハ、ソージってばそんなにキリカさんとデートしたいの？」

「したいね、とても。おまえと一緒にいると楽しいんだ」

「……うんっ、キリカさんもソージと一緒だと楽しい」

　きらきら、とキリカは夏の日差しのように眩まぶしい笑顔を浮かべた。

「やっぱり、おまえは笑ってる顔が一番可愛かわいいよ」

「アハハハ……ソージのバカ、恥ずかしいこと言わないでよ」

「良いじゃないか、本音なんだから」

「ちぇー」

　ぎゅっ、とキリカが抱き締める腕に力を込める。宗司の肩に顔を埋めるように、青い瞳ひとみを僅わずかに伏せて唇を尖とがらせた。

「宗司の狙い通りなんだろうけど、そんな風に言われたらもっと好きになっちゃう」

「お互い様だろ、そんなもん」

「ふんだ、ソージのバーカ、でもラブー」

　ぷんぷんと、わざとらしく怒ってキリカが身を離す──一瞬、掠かすめるように唇を宗司の頰ほおに当ててひらりと走り出す。

「キリカさんちょっと教室寄るから、また部室でねっ！」

「ああ、後でな」

　ぴょんぴょんと元気良く跳ねる銀色の髪を見送り、宗司はキリカに遅れて下げ駄た箱ばこへ。




　下駄箱の中に、ハートのシールで封をした手紙が入っていた。

　どこからどう見てもラブレターである。どう考えても悪戯いたずらである。

「こういうことをしそうな馬ば鹿かには心当たりがあるぞ」

　呟つぶやき、さり気なく周囲を確認すると、想像したとおりの馬鹿がいた。

「うなっなっなっー、そうじのやつめ、おどろいて、まぬけづらをしていやがるぜー」

　長い赤毛の上にちょこんとネコミミ、硝子がらす球の瞳に性悪猫の顔立ち、赤いセーラー服姿で背は低いくせにばゆゆんと弾む鞠まりのような胸囲を誇る女──要するにフェルである。

　予想外だったのは、もう一人馬鹿がいたことである。

　長い雪色の髪に黒い瞳、十六歳になって大人びた顔立ち、すらりとした体を白いセーラー服に包み、フェルと一緒に別の下げ駄た箱ばこに影に隠れてこちらを見ていた。

「さすがです師匠！　こんな精神的攻撃、わたしには思いつけませんでしたよ！」

「うなー、まかせろ、わがでしよ。おまえに、そうじをいたぶる、ひゃくはちのほうほうを、のこらずでんじゅしてやろうではないかー」

　何だか嫌な人間関係が形成されていた。

「……ああ、どうしてわたくしがこんな目に」

　最後にもう一人、明らかに巻き込まれて嫌そうな顔をしている金髪縦ロールがいた。

　赤い瞳ひとみは諦あきらめに染まり、フェルト同じ赤いセーラー服姿でアンニュイな、ちょっと色っぽいため息をついている。当人の気品がある顔立ちと相まって思い悩む美び姫きのようだ。

　同じ下駄箱の陰に三人も隠れていたら見つからないはずがないのだが、果たして彼女たちはそれに気付いているのだろうか。気付いていて全く気にしていない可能性もあるが。

　ともあれ、宗そう司じはこの偽ラブレターをどうすれば良いのかと考える。

「よし、とりあえず読んでみるか」

　堂々と、その場でラブレターを開いて読み始めた。

「あ、師匠。読み始めましたよ、あのラブレターが恐るべき罠わなだとも知らずに」

「しょせんは、そうじ、おそるるに、たらずよー」

「っていうか、あれ偽ラブレターだと気付かれているんじゃありませんの？」

「ハハッ、リアさんはたまに意味のわからないことを言いますね」

「あいつは、しんちょうなんだ」

「……もう良いですわ。諦めました」

「師匠！　宗司先輩が読み終わったみたいです、差出人の名前を探しています！」

「うなはー、まかせろ、さしだしにんはちゃんとぎめいをつかっている」

「あら、そうでしたの？」

「ぺんぎんだりあこ、って、かいた」

「正体バレバレですわ！　ってちょっとお待ちなさいませ、文章もわたくしが書きましたわよね！　どうせあなたたちではまともなラブレターなんて書けませんもの！」

「はい、ありがとうございますリアさん！」

「あら礼儀正しい、ってそういう問題じゃありませんわ！　文面もわたくしで、差出人がペンギン田リア子では、わたくしがラブレターを出したようなものじゃありませんか」

「いいじゃん。きゃっきゃうふふ、いいながら、たのしそうに、かいてたし」

「う、うるさいですわねえ。良いじゃないですのそれぐらい……」

　リアが胸の谷間から取り出した羽扇で、赤くなった頰ほおを隠してそっぽを向く。

　ネコミミをぴっこぴっこさせて、フェルはにやにやと意地悪く笑っている。

　その間も、弟子は油断なく偽ラブレタートラップにかかった宗司を監視し。

「大変です師匠、宗そう司じ先輩が予想外の行動に出ました！」

「うなっ！」

「ラブレターを、読み上げようとしています！」

「なになに、拝啓、春の風も爽さわやかな今日この頃ごろいかがおすごしでしょうか──」

「きゃああああああああ！　なにをやってますの、馬ば鹿かですのあなた馬鹿ですの！」

　たまらず、悲鳴を上げてリアが飛び出し宗司の手からラブレターを奪い取る。

　宗司は軽く手を上げてリアに挨拶をした。

「おはよう、リア。春の風も爽やかな朝だな」

「ええ、おはようございます。春の風も台無しになるような非道な真ま似ねをしますわね！」

　顔を真っ赤にしたリアは奪い取ったラブレターをぎゅーっと自身の胸元に押し付けるようにして庇かばい、宗司を睨にらんでいる。

　恥ずかしいのか怒っているのか照れているのか、なかなかに可愛かわいらしい顔だ。

　宗司は小さく苦笑して肩をすくめた。

「おれ宛の手紙を、おれが読んで何が悪いんだ」

「別に読まれて困るわけではないのですけれど、音読させられるのはさすがに……」

「それに、差出人はペンギン田リア子とかいう、聞いたことのない相手だぞ」

「は？」

　困惑の声をあげるリア、宗司はじっと彼女の赤い瞳ひとみを見詰めて告げる。

「けど、おれにはわかるんだよ。文章を読んだだけであかる。きっと、このラブレターの差出人は、綺き麗れいで、気品があって、優しい、とても素晴らしい女性だって」

「ななななななななな何を言ってますの、ああもう、わたくし知りませんわ！」

　無論、宗司はわかってやっている。リアだってそれを理解している。

　しかし、リアの乙女心は理性とは別にきゅんきゅんと反応してしまい。

　耐え切れず、顔を真っ赤にしたまま金色の縦ロールをなびかせ逃げ出した。

　因ちなみに、フェルと終つい乃のはとっくに逃げていた。逃げ足だけは大したものである。

「……ふっ、勝利の味はいつも虚むなしい」

　格好をつけて阿あ呆ほな冗談を言い、宗司は改めて部室に向かった。




　部室には既に一いち乃のが来ていた。朝陽あさひの差し込む部室で一人、優雅に紅茶を飲んでいる。

「あら、いらっしゃい。紅茶ならまだあるから自分で注いで飲んでも良いわよ」

「わかった、おはよう一乃」

　自分の分の紅茶を注ぎ、宗司は一乃の正面に座った。

　長い黒髪、赤い瞳、黒いセーラー服、冷たさを宿した大人びた顔立ち。

　終乃と同じ顔立ちで、同じ年齢だというのに、二人から感じる印象はまるで違う。

　静かに一いち乃のがティーカップを置き、赤い瞳ひとみでじっと宗そう司じを見詰めた。

「馬ば鹿かな人ね。あの夢の中にいれば、私は何もいらなかった。あそこには全すべてがあった」

「悪かったよ」

　宗司が現実に戻る選択をした際、唯一、彼女だけが何も言わなかった。

　そう、と頷うなずき、当然のように共に目覚めることを選んだ。

「終つい乃のはどうだ？」

「それなりに頑張っているわよ。今は家事を仕込んでいるところ。飼ったことはないけれどペットがいたらこんな感じなのかもしれないわね」

　現実世界に戻るに当たり問題になったのが終乃の生活だ。

　放置しても無論問題はなく、当人もそれを望んでいたが宗司はそれをさせなかった。

　当初は白しろ崎さき家に居候させるつもりだったが、一乃が終乃を引き取った。

　終乃も渋々ながら受け入れた。妹として作られたため姉には強気に出れないのだろう。

　じっ、と赤い瞳が宗司を見詰めていた。心の奥底まで覗のぞき込むような眼まな差ざしだった。

「終乃は、あなたの妹でも、あなたの娘でも、あなた自身でもないわよ」

　静かな声だった。桜の花びらをと共に春風に飛ばされそうな声だった。

　しゃらしゃらと、長い黒髪が淡き春風に揺れる。

「勿もち論ろん、私でもない」

「……わかってるさ。それでも放ほうってはおけなくてな」

　終乃は宗司ではない、一乃でもない──だが、似ている、重なる、それ故に。

「詰まらない憐憫ね」

　ふっ、と一乃は微笑ほほえんだ。

　酷ひどく穏やかで、内面からの幸福が滲にじみ出ているような微笑みだった。

「私はあなたに救われた、だから、あなたが誰かを救おうとするなら止めはしない──勿論、限度はあるけれど」

「おれは、おまえたちに救われたよ」

「救い救われ、良い関係ね」

「ああ、理想的だ」

　くつくつと宗司が笑い、くすくすと一乃も笑った。

　そっと彼女が手を伸ばす、テーブルの上にあった宗司の手を上からそっと包み込む。

「私はあなたのことを、信じている」

「ああ……覚えているよ」

　返事としては奇妙なものだった。

　一乃の言葉は、二人が最初にした約束の話だった。

「しかし、唐突だな」

「告白はいつだって特別なものよ。それにしてもちゃんと覚えていてくれて嬉うれしいわ。あなたのことだから忘れていても不思議ではなかったのに」

「忘れないさ、大事なことだからな」

「大変ね、忘れられないことがどんどん増えるわ」

「つまり幸せってことだな」

「あなたも随分と、平気な顔をして恥ずかしいことを言えるようになったわね」

「実は今でも恥ずかしい、頑張って我慢してるんだ」

　また二人は、声を上げた笑った。

　別にその笑い声に誘われたわけでもないのだろうが。




　キリカが。

「ソージラブー、どしたの楽しそうに」




　リリスとリリスが。

「遅くなりました兄さま、」

「どうしました楽しそうな声がしましたが」




　フェル。

「うなー？　なにか、いいことあったの？」




　リア。

「まったくですわね。気になりますわ」




　スズにテスに、ミニゾウに子犬──『煉獄カサルテイリオ』の獣たち。

「はいどうもどうもですよー」

「太鼓がないと落ち着かないと、テスは言う」

「ゾーウ？」「ワウンッ？」




　最後に終つい乃の。

「……わたしは、お姉ちゃんに言われて仕方なく来ただけですから」




　続々と部室に集まって来た。

「この部室も賑にぎやかになったな」

「最初は、私と宗そう司じだけだったのにね」

「わたしは別に宗そう司じ先輩たちの仲間じゃありませんからね！」

「ああ、今はな」

「これからもずっとです！」




　チャイムが鳴った。




「──そろそろ、行くか」

「そうね、行きましょうか」

「だね、全員揃そろったし」

「はい、兄さま」

「うなー、フェルはるすばんだね」

「留守番というか、わたくしたちはパーティーの準備ですわよ」

「うさー、破滅的に最高なパーティーを見せてやるデスよ」

「この日のために、新曲の練習をしてきたとテスは言う。勿もち論ろん、太鼓だけど」

「ゾーウ！」「ワンッ！」

「……むううー、行ってらっしゃいです」




　宗司と一いち乃のと、キリカとリリスにリリス。

　フェルたちに見送られて席を立つ。

　部室を出て、第三旧校舎の廊下を歩く。

　学園の外れも外れ、古びた木製校舎、歩くたびに廊下がぎしぎしと鳴る。

　ゲーム同好会以外の人間が訪ねたところなど見たこともない、忘れられた場所。




　第三旧校舎を出た彼らは、誰からともなく振り返り校舎を見上げた。

　今日もまた何も変わらず第三旧校舎は静かに佇たたずんでいる。




「お別れを言うのは、まだ早いな」




　第三旧校舎が返事をしたように、強い風が吹いた。

　桜吹雪が派手に舞い、校舎の前を通り過ぎる。

　宗司たちは再び第三旧校舎に背を向けて、歩き出した。













我が偉大なりし暗黒の賛歌（言うまでもなく、あとがき）






「フハハハハハハハ！　ようこそ我が暗黒神殿へ、我輩こそが嵐あらしの夜に生まれし（略）なる者、これで十一度目の登場である。最近、ちょびっと時間の感覚がおかしいので前巻から一年ぐらい経たっているような錯覚を覚えておるが、ええと……半年ぶりぐらい？」

「はい、大体半年ですね」

「うむ、流石さすがは我輩正解のようであるな。それはさておき、十一巻である。今回は前巻の最後に出て来た森もり塚つか終つい乃のが色々と活躍する話になっておるぞ」

「そうです……活躍？」

「うむ、活躍（全裸）であるぞ」

「なるほど、そっちの活躍（全裸）でしたか」

「色んな意味で体を張って十一巻の為に頑張ってくれた彼女には我輩個人的に花丸を送りたい。これからも是非頑張ってもらいたいものである」

「他人事みたいに言ってますけど、やらせてる張本人ですよね？」

「うんっ！」

「うわ、すんごい笑顔」

「我輩、最近ちょっと『頑張ってるけど報われない子』属性に目覚めた。超楽しい、あと『新しい属性に目覚める』って響きがカッコいいよね、覚醒とか進化とかそんな感じ」

「（ほんっと、この人は何年経ってもぶれないなあ）……あっ、それで思い出しましたけど名乗り変えるって言ってませんでした」

「ああ、嵐の夜（以下略）の件ですか。いくつか候補は出来たんですが、嵐の夜（以下略）でない自分にどうしても違和感が拭ぬぐえなくて困っているんですよ。ほら、一いち乃のさんシリーズといえば嵐の夜（以下略）みたいなところあるじゃないですか僕の中限定で」

「知りませんよ、そんなこと」

「ククッ、相変わらずクールであるな我が担当編集よ。だが我輩は嫌いではないぞ。よっ、このクールビューティー、略してルビュー編集」

「語呂悪っ！　そしてうざっ！」

「いやあ、あとがきに余裕があると思う存分無駄話が出来て良いなあ」

「少しは真面目まじめな話も出来ないんですか」

「真面目と言われても……ああ、アンケート読んでて一つ思ったんだけど。明らかにこの人一巻からここまで読んでるなってのが結構あるのよ」

「そりゃまあ、いきなり八巻だけ読んでアンケートを送るってあんまりないですし」

「凄すごいよね。自分で言うのもなんだけど十一冊って長いよ？　さらにアンケートまで答えて、ボクなら五冊目あたりで『面白かったです』ぐらいしか書くことなくなるのに」

「そこはもうちょっと頑張ってください。ですがまあ、実際にアンケートの数も多いですし、熱心なファンの皆さんに支えられてるということなので素直に感謝しては」

「勿もち論ろん、そこは感謝してます──あ、この流れだと凄すごい自然に謝辞に入れる。よしページも丁度埋まってきたので謝辞に行きます」




　ということで、あとがきに余裕があるとき恒例の謝辞を述べたいと思います。

　まずは読者の皆さん本当にいつも応援をありがとうございます。おかげさまで十一冊目、五巻くらいで終わるだろうという私の予測は見事に覆されました。

　イラストのほんたにかなえさん、今作でもプリチーかつコケティッシュかつさり気なくエロティシズムなイラストをありがとうございます。

　担当編集さん、校正の方──ごめん、ありがとう！





二〇一四年春『終つい乃のには涙目が良く似合う』葉は村むら哲てつ
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